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「誰だれか……！　警察を呼べ！　一体何を警けい備びしているんだ！」

「どうしてっ!?　部屋にも外にも見張りがいたのに!?」

　老人が叫び女性の悲ひ鳴めいが上がる。

　慌あわてふためき、事件のあった財宝室に家人のすべてが飛び込んできた。

「馬ば鹿か者もの！　すでに賊ぞくはこの屋敷から逃げているはずだ……！　捜せ！　ここに集まるな！　早く賊を引っ捕とらえ、家宝を取り戻すんじゃ！」

「はっ！　今すぐに庭も近辺も……っ、怪あやしい者が潜ひそんでいないか捜そう査さします！」

「当たり前だ！　いくら金を払ってもかまわん！　警備を増やせと言うたろう!?」

　最近は特に、警けい戒かい体制を強化していたのだ。老人が杖つえを振り回し興奮して叱しかりつける。どれだけ怒ど鳴なっても奪われた家宝は戻らないのだが。

「早く！　早くしろ！　盗とられた仏像はご先祖様が維い新しんの勲くん功こうでいただいた家宝！　賊に奪われれば一大事！　取り戻した者には褒ほう美びをやるぞ！」

「お、お父様……落ち着いてください！　帝てい都と公安を呼びに行きましたので……！」

「お前も暢のん気きにしてないで捕らえに行かんか！　隠れているかもしれんぞ!?」

　あまりの老人の激げつ高こうぶりを心配する息子むすこの手を振り切り、よろよろと老人は窓へ寄り庭を見た。興奮しすぎたからか、ふらついている──慌てて医師が走り寄った。

「……しかしお父様。当家にあのような家宝があるとは……、初めて知りましたが」

「──当然だ、誰にも伝えておらぬ」

「なぜです？」

「────」

　老人は、息子の質問には堅かたく口を閉ざす──ただ。

「……っ、どうやって、あれが当家に隠してあるのを知ったのか……何者だ？」

　蚊かの鳴くような小さな声での呟つぶやきは、屋敷に飛び交かう賊捜しの怒ど号ごうでかき消された。




「最近……、巷ちまたを騒さわがす【怪かい盗とう】などという、ふざけた賊は……やはり」
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　──幼おさない頃に、約束したことがある。




「──ここは両親の墓はかだが……何か用か？」

「わあ……！　たっ、ただそうじしてただけ……！　ごめんなさい！」

　熱中していたのか、まったく近づく足音に気づかなかったらしい。しゃがみ込んだ小さな背が、可か哀わい想そうなくらいに飛び上がった。

「おっ、和尚おしようさんの……おてつだい……！　それで、すこしお駄だ賃ちんをもらってる……！」

　驚き振り返った姿は、背せ格かつ好こう通りにまだ子供だった。

　幼くとも、庶しよ民みんの多くは働いている時代だ。明治になってから文字の読めない子供はほとんどいなくなったが、それでもまだまだ国民の生活は豊かと言える状態ではない。

（ま、関係ないけど……）

　冷たい石の下に眠る両親には、知らせたいことが山ほどあって忙しい。それらを一通り報告し、振り返れば小さな背は向こうの墓の周囲を丁てい寧ねいに掃そう除じしていた。

「あ、おわった？　ちかづいていい？　雑草とるのとちゅうだから……」

（気を利きかせて、離れていたのか）

　軽く頷うなずけば、嬉うれしそうに笑い、ててて、と近づいてくる。幼いのによくわかっている。もしかして大人おとなに叱しかられたことがあるのか。

「まだこどもなのに、ひとりでお墓まいり？　えらいんだ」

（自分の方が、幼いだろうに）

　両親が眠っている場所から離れがたくて子供の掃除する様子を眺ながめていれば、話しかけられた。とても人好きのする笑顔なので、つい気持ちも和やわらいでしまう。

　──言わなくていいことまで、気づけば口をついて出ていた。

「……明日から海外に行くから。その前に、両親に挨あい拶さつしておきたくて」

「すごい、留がく？　八さいで岩いわ倉くら使節団さまにずい行した、津つ田だ梅うめ子こさんのようだ」

「僕を引き取ってくれた養よう父ふ母ぼについて、ヨーロッパへ行くだけ。彼女のような高い志こころざしがあるわけじゃない」

　拍はく手しゆしそうな勢いで見つめられると、調子が狂くるう。確かに胸に抱いだく暗い志のために努力をしようとは決めているが、それもこの子供には言えない殺さつ伐ばつとした事情からなのだ。だから、そんな尊敬しているような声を上げないでほしい。

　そんな心情を知るよしもない子供が頰ほおを紅こう潮ちようさせてさらに訊きいてきた。

「やさしい養父母さんなんだね、いっしょにつれていってくれるなんて」

「親としての責任感は誰だれにでもあるだろう？　お前だってここの住職の子だろうし」

「ちがうよ、和尚さんのおてつだいをさせてもらっているだけ」

（近所の子か）

　刈かった雑草を持ってきたズタ袋に押し込みながら答えてくる。せわしなく墓の掃除をしつつも、向けてくるその表情はとても明るく、人ひと懐なつこいものだった。

　そのせいなのか、いつもならば絶対に警けい戒かいを解とかないのに、普通に話をしている──初対面の子供なのに、初めて会ったとは思えないのが不思議だ。

「おれ、らい年からいよいよ尋じん常じよう小学校なんだ。とてもたのしみなんだけど、海外にいっちゃうから一緒にかよえないね、ざんねん」

「……海外に行かなくても、僕はこの近所の子供ではないから同じ学校ではないよ」

　自分よりも五、六歳くらい幼いらしい。無む邪じや気きで幸せそうで、きっと両親に大切にされているのだろう──まるで在ありし日の自分を見ているようだ。

　雑草だらけの誰かの墓から枯かれた花を取り、野花を飾る。そしてちゃんと手を合わせてから次の墓前の掃除をする子供を、じっと見た。

「東京の子供は働きつつも、学校に通えるからいいな。国は、子供のすべてを尋常小学校へ入学させるように推進しているが、折からの不景気と凶きよう作さくゆえに地方によっては学校どころか、下へ手たすれば食い扶ぶ持ちを減らすために売られている」

「……うられる？」

　子供から笑顔が失うせ、つらそうな表情に変わる。理由はわからなかったが、疑問を向けられたので続けてしまう。

「ああ、女なんかまっとうな大おお店だなに奉ほう公こうに出されれば幸運、ほとんどは口入れ屋に騙だまされ、官かん僚りようの給料一カ月分、ひどい時には半額程度で遊ゆう女じよ小屋に売られる」

　明治になり、時代も大きく変わった。農家だけでなく、後ろ盾だてもなく食うに困る旧士族の中には、娘を奉公へ出さねばならない家も決して少なくはないという。

「そっか……。おれみたいなこどもって、おおいんだな」

「え？」

「おれ、孤こ児じなんだ。駒こま込ごめ千せん駄だ木ぎ林はやし町ちようの河かわ村むら先生の孤児院でおせわになってる」

「……というと、もしかして文ぶん筆ぴつ家の北ほく溟めい先生？」

　そういえば、と思い出した。孤児を集めて養っている文筆家が河村という姓せいであったかと尋たずねれば案あんの定じよう、子供はこっくり頷いた。

「うん、先生──あ、ほんとのおなまえは北溟でなくて定てい静せい先生っていうんだ。とてもおやさしくて、俺が本すきってしったらすきなだけよんでいいって」

　小学校に通う前から本を読めるのはすごい。感心して、何事でもないように墓石を布で拭ふく子供へ、さらに訊く。

「……親は死んだのか？」

「両親が死んで、家がなくなった。こまってたら、ほうこう先を紹介してくれるっていう口入れ屋のおじさんに声をかけられてさ。けど、そのお店にむかうとちゅうにたまたま通りかかった定静先生が、引き取ってくれたんだ」

　なぜいい思い出のように、笑顔でいられるのだろうか。

「……幸せそうに笑えんでいるから、てっきり幸福しあわせかと思った」

「え？　おれは幸福だよ？」

　野花を立てた竹筒の中に水を入れてから、子供が心外という表か情おをして振り返る。

「だって、おれのなまえをよんでくれる人がいるんだ。家がなくなったのも借金があったみたいだから、仕方ないもんな」

「────」

「家なしのときは、おれはだれにも必要とされてなかった。なのにいまは、和尚さんも定静先生も、おれがそばによると声をかけてくれるんだよ？　微笑ほほえんでくれるし」

　子供は地蔵の前を通る時に、手を合わせて、ぺこっと頭を下げていた。

「だからおれ、すごくうれしいから、お礼をこめていっしょうけんめいお手伝いをするんだ。そうすると、褒ほめてくださるんだよ？　お墓を掃除してると今日みたいにだれかにあうことあるけど、お礼いってくれる。毎日やってて本当によかった」

　毎日という言葉に驚く──昨日は雨雪が降っていたのだが。

「ほんとうに、あたりまえのことして恩おん返がえししてるだけなのに、頭なでてくれてお駄賃までくださる。おれ、はたらいてお駄賃もらったのはじめてで……すごくしあわせだ」

「……そう、か」

　あまりにも嬉しそうなので、なんとも答えられない。自分にとっては当たり前と思えることで、こんなふうに感謝なんかできないから。

　この子に怒りは、ないのだろうか。

「……孤児になった時に、手をさしのべてくれない大人を恨うらみはしなかったのか？　家まで奪われ追い出されたんだろう？　つらかったんじゃないか？」

「別に、恨んでいないよ？」

「それは大人に期待していないから？　誰にも頼らず生きていくと誓ちかったから……」

「信用してるし、大すきだよ？　なんでそんなことをきくの？」

　きょとん、とされる。予想していない返答と質問返しに、正直面食らった。

「普通、世の中を恨むだろう？　自分は何も悪いことをしていないのに、世間から虐いじめられたんだから……不信になるのは当然だと思うけど」

「そうしなきゃいけないりゆうが、きっとみんなにあったんだよ」

「────」

　子供が笑うのを、黙だまって見つめる。

「本堂の前に、おっきなお地蔵様が立ってるだろ？　東京でいちばんふるい地じ蔵ぞう尊そん様で、死んだ人たちの供く養ようのために立ってるんだ。生まれるまえや、おれとおなじくらいの子供もたくさんいる。……みんななにも悪いことをしていないのに、死んじゃった」

「──人は必ず死ぬものだから。寿じゆ命みようは、神様仏様しか知らない」

　もし自分の両親の運命を知っていれば、なんとしても助けてあげたかったけれども。

「わからないから、いっしょうけんめい生きたいんだ。頑がん張ばればごほうびでしあわせをくれると思うし」

「そんなことはないだろう？　頑張って生きても、不幸な人生だってある」

　両親は誠実に生きた。人のために尽つくし、それでも不幸な死に方しかできなかった。

　そんな思いを口にすれば、ふと子供が視線を向けてくる。細い体に不ふ釣つり合いなほど大きな双そう眸ぼうに、知らず引き込まれた。

「……ふこうと思ったらふこうだし、こうふくと思えばこうふく。周囲がどうであっても、本人の気のもちようなんだよ」

「────」

「だから、おれはいつもしあわせ」

　そして笑った。返答しにくくて黙る──足あし下もとへ視線を向ければ、子供の草履ぞうりはボロボロだ。本人が言うほど幸せな生活をしていないことは身なりからもよくわかる。なのに。

「思い込みじゃなくて、幸せなのか？」

「うん」

　こっくり頷く。そして、そろ、と小さな手が伸びて頰に触れた。

「しあわせじゃ、ないの？」

「──あまり」

　答えればまた、じ、と見つめられた。何を言うのだろう、と待っていれば──。

「だいじで、好きっておもってる人が、心配するよ？」

「……そんなのいないから。養父母は、跡あと継つぎが欲しいだけだ」

「それでも、必要としてもらってる。きみの、なまえをちゃんと呼んでくれる」

　断言されて、黙ってしまう。確かにその通りだが──この子供のように自分は前向きに思えない。四六時中、自分や両親から幸福を奪った連中を恨んでしまっているし。

　それでも。

　──自分もいつかは、この子供のように考えられるようになるのだろうか？

（この子の真ま似ねをすれば、自分も幸せになれるだろうか？）

　ふと脳のう裏りに浮かんだことは、すぐに消去してしまうほど滑こつ稽けいだ。性格や資質は個人差があり、自分がこの子供のようになれるわけがないのに。

「君が羨うらやましい。君と親しくしていたら、僕も君みたいな笑顔になれるかな……」

「……もしかして、だれかを恨んでる……？」

　問われて、ドキっとした。この子供は事情を知らないはずだが。

　いつものようにごまかすこともできるのに、勝手に言葉が出ていた。

「……どうしようもなく世の中が憎にくい。このまま大人になったら、僕や両親を──地獄に突き落とした連中全員を、殺してしまうかもしれない」

「誰かに、いじめられたの……？　お父さんお母さんも？」

「二人とも、殺されたんだ」

「────」

　子供が大きな瞳でじっと見つめたまま黙る。他の誰にも話したことがないのに、思いの吐と露ろが止まらなかった。

「父が、信頼していた者たち全員に騙され、冤えん罪ざいを着せられた。帝国軍に関わる重要機密を外部に漏もらしたと──そんなことはしていないのに。弾だん劾がい裁判の末、お家断絶、資産没収をされて、失意のうちに両親は死んでしまったんだ」

　こんな難しい言葉はきっとわからないだろうとは思う。けれども、続けてしまう。

「僕の家は昔、爵しやく位いをいただいていたんだ。けど……その事件のせいで全部がなくなってしまった。周囲に騙されて、全部奪われて──陥おとしいれられたんだ」

「……華族さま？」

「今は違うよ。両親も死んでしまったから、今は無位だ。──子供が欲しかった資産家の夫妻が僕を引き取ってくれたから、孤児にはならなかったけど。それだけ」

「……そ、か」

　意味がわからないだろうに、自分の話を聞いてくれている。そんな大きな双眸を見つめ返していると、不思議なことに気が楽になっていった。

　だが、そんな浄化されていく感覚は黙殺だ。

「……僕は、両親を陥れた連中を絶対に許さない。どうせ僕を心配してくれる人なんかいないのだから、大人になったら必ず連中に復ふく讐しゆうをしようと誓っている」

「だめだよ。そんなことは」

「人を恨むな、傷つけるなって？　薄っぺらい美徳だ」

「君が、ふこうになるだけだから」

「────」

　今までの柔やわらかい口く調ちようとは違い、きっぱりと強く言われた。けれど不ふ愉ゆ快かいとは思わない。むしろホッとする。

　一瞬だけだが、心の奥に常にともっていた恨み辛つらみの炎ほのおが弱まった気がして──。

「……君が、僕を好いてくれたら大丈夫かもしれない」

「え？」

　口から出た言葉に子供がきょとんとする。自分も驚いた。

「あ、いや……失うものがないから、なんでもできるって思ってて──けれど、もし君が僕を心配してくれるなら、君を傷つけないために──堪たえることができるかも……」

「おれのために、がんばってくれるの……？」

　尋ねられて、無意識に頷いていた。そして気づく。なんだろう、初めて会ったのに、この子に必要と思われたいと、こんなに必死になっている。

　理解してもらいたくて、仕方ない。

「君が僕のことを大切に想い、好いてくれるなら……。僕は、誰かに大切に想われてるって前向きに考えられる。生きていいんだって、世の中に感謝もできる」

「────」

「このままだと、どうなってもいい、と自暴自じ棄きにすらなってしまう──護まもる人、悲しむ人がいなければ、どんな悪いことでもできる気がする」

「おれが君を好きになったら、それらをやめてくれるの？」

　問われて、今度は頷くことができなかった。完全に憎しみが消えるかはわからない。

　黙って俯うつむいていれば、手をぎゅっと握にぎられた。

「一つ、おねがいがあるんだ。それをかなえてくれるなら、いいよ」

「……願い？　お金とか……？」

「そんなのいらない。……ほんのちょっとでいいから──おれを、友だちにしてくれる？」

「え？」

「そうしたら、おれは君のことを世界でいちばん好きでいつづける。やくそく、する」

　微笑みを向けられて、言葉に詰つまる。

　この子は、与えることに慣れていても、与えられることに慣れていない。

「……うん、約束する。友達になろう」

「ほんとっ？」

　ぱあっと花が開いたような笑顔には、確かな安堵が見えた。
















「よかった、すごい嬉しい……！　おれ、はじめて友だちできた……！」

（はじめて？）

　驚いた、これだけ良い子なら周囲が放っておかないだろうに。しかしすぐに理解した。そうか、友人を作れるような環境になかったのだ。

「誰よりも、僕は君の一番の友達。だから、一番好きでいてほしい」

「うんっ」

　力強く頷くこの子の仕草一つ一つが嬉しい。自分を想ってくれている存在が、この世で一人いる──これは、自分にとって何より《生きて良い》という証あかしのようである。

　そんなことを思うと同時に、この子に癒いやされている自分に気づいた。

　この子供からは、感謝と善意ばかりを感じる。世せ知ち辛がらいこの時代に生きていて、つらい思いをして──それでも、前を向いて歩く強さがあった。

　──羨ましい、と思う。純粋で清い心に、激しい憧どう憬けいを抱いた。

　どうしても、側そばにいて欲しくなる──。

　自分が、幸福になるために。

「じゃあ、約束……これ」

　親友の証になるものを探せば、ポケットから出てきたのは二つの金の懐かい中ちゆう時計だった。

　それを小さな掌てのひらに載せてやれば、子供は珍めずらしそうに眺める。

　見たことがないのだろう──だから、苦笑して説明をした。

「両親の形見だ。父は大層な財宝の収集家だったんだけど、家を潰つぶされた時にすべて奪われてしまった。けど、これらだけは肌はだ身み離さず持っていて取られなかった。友情の証に、母の形見の方をあげる。僕が、父の形見を持ってるから」

「そんな大事なもの……だめだよ」

「とても大切なものだからこそ、渡すんだ。僕は明日、外国へ行ってしまうけど……絶対に忘れないでほしいから。本当は、君も一緒に連れて行きたい」

　現実的にそれは不可能だ。渡と航こうには外務省への申請と許可が必要だし、何より旅費はかなりの高額である。両親が生きていれば可能であったが、今の自分はとてもこの子供の渡航費を出せるほどの財産は、持ち得ていなかった。

　そして当然、養父母の後ろ盾がなくなれば無力なただの孤児になってしまうだけなので、自分の渡航を取りやめることもできない。

　──今ほど、非力な子供であることを呪のろわしく思ったことはなかった。

「離れていても、僕のことは覚えていて。手紙を書くから、ちゃんと返事が欲しい」

「──うんっ」

　真剣に訴うつたえれば、子供は懐中時計と真剣な自分の顔を交互に見比べる。そして明るい笑顔で、親の形見の時計をぎゅっと握りしめた。

「わかった、おれたち友だちだから、約束はまもるよ。君のこともこの時計も、すごく大事にする」

「本当に──本当に。忘れちゃ駄だ目めだよ？　大人になったら、絶対に逢あいにくるから──君が待っていてくれるって思えば、僕は一人でもずっと頑張っていける」

「うん、おれもだよ。だから、帰ってきたらまたあそぼうね」

　子供の笑顔は無邪気で、いつまでも見続けていたいものだった。安堵できて、とても温かい。

　それでも不安は拭ぬぐえなくて、両手をぎゅっと握りしめた。

「──本当に、たとえ、出会うのが五十年後であっても、一番好きな友達って言ってくれる？　二人の関係がこの世で一番の宝物って……親友って」

「うん、ずっとずっと親友だよ」

「──約束だから」

　我われながらしつこいとは思う。けれども、父は大親友たちに騙されたのだ。

　この子供がそのような人間に育たないことを切に願う。

　──再会だけを、祈りながら。

「戻ったら、君といつも一緒にいるよ。二人でたくさん楽しいことをしよう。……絶対、約束。だから」




　僕を好きでい続けてほしい。
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「君を支えにして──僕は、生きていける」

　それは、両親が眠る菩ぼ提だい寺じでの本当に些さ細さいな──僅わずかな時間の出会いだった。










　──一ひと辻つじ凜りんが生まれた頃には、すでにこの街は東京と呼ばれていた。

「まあ本当に見つけてくださったの!?　さすがだわ、黎れい千せん院いん伯はく爵しやく……！　なんとお礼を言っていいか！　さすが、東京随ずい一いちと誉ほまれ高い……！」

「光栄です、池いけ田だ侯こう爵しやく夫人。またお困りの際は、是ぜ非ひともこの黎千院探偵事務所までお越しくださいませ」

　黎千院司し生きが上品に頭を下げれば、鈴を転がしたような声で侯爵夫人が笑う。

「ええもう、当然ですわ。私、黎千院伯爵の大ファンですのよ。お友達にもまた紹介させていただきますわ──では」

「ありがとうございました」

　凜は、優雅に立ち上がる侯爵夫人へお辞じ儀ぎをする。こつこつ、と洋間に響ひびく足音は、近頃ヨーロッパから入ってきたハイヒールという婦人靴ぐつの音だろう。家具と同じく輸入のマホガニー製の扉とびらを静かに開き、侯爵夫人を誘導した。

「ありがとう。華族一の美び男なんである黎千院伯爵の使用人は、やはり美少年なのね」

　司生から凜へ視線を移した侯爵夫人が、扉を出ていきながら微笑ほほえむ。

「ありがとうございます。この子は使用人でなく、助手ですよ」

「あら、そうなの。……またお仕事をお願いするときには、是非ともこの綺麗な助手さんも一緒だと嬉うれしいわ、黎千院伯爵」

　最後まで愛あい想そを振りまきながら侯爵夫人が出て行く。司生は爽さわやかな笑顔ではあったものの、扉が閉まると同時に表情を元に戻した。

「あー……疲れた」

　首をコキコキ鳴らしつつ、椅い子すに体を凭もたせかけた──本性そのままの自然体だ。

「今回の仕事は、解決が早かったですね」

「金ありまくりの依頼者だ。そこらの小こ僧ぞうや丁でつ稚ちや新聞屋や売り子や駅員や通りすがりのおばちゃんおじちゃん全員に金をばらまいて情報を集めることができたからね、目撃証言が多くてよかった」

　優雅な仕草で、凜の淹いれた紅茶を飲む──美食家の伯爵だ、少しでも淹れ方を間違えたら注意されるので、丁てい寧ねいに淹れる。ただ、接待後で神経が疲れているだろうから、癒いやし作用があるシソを独自にブレンドしてみた。
















「普通の探偵は、金を湯水のように使っても、なかなか解決できないものですよ」

「だろうね、けれど僕は金が少なくても大丈夫。徹底した考察をすれば問題ない」

　シソ紅茶の香りを楽しみながら、司生は説明をした。

「脳の働きなんて一貫しているのだから、目の動き、声こわ音ね、口角の上げ方、どこで手を動かしたか、どの指がどのタイミングで反応したか、すべてを見ていればおのずと依頼者が望む最高の答えを導き出せるものさ」

「……探偵業より、他に適職がありそうですね」

「優秀すぎる僕には、適職なんかありすぎて数え切れないよ。まあ、エセ霊れい能のう力りよく者しやにでもなって、相手が望んだことをずばずば言っていくのも楽しいかもしれないねえ」

　司生は、逮たい捕ほした容疑者の事情聴ちよう取しゆを手伝ってくれ、と警察から要よう請せいを受けることもある。微び細さいな変化で心理を読み解とくのだが、的確すぎて容疑者が怯おびえるほどだった。

「ちなみに今、凜が何を考えているのかもわかる。郵便配達夫の到着を待っているね？」

　レースのテーブルクロスに肘ひじをつき、司生は少しだけ凜へ体を寄せる。

「え？　……わかります？」

「うん。時折目の焦しよう点てんが合わないのは、集中力欠けつ如じよの証あかし。しかも右上へ視線を向ける様子からして、悩みではなく何かを期待しているんだ。外からの音と影の動きに敏感になっているということは──つまり？」

「そういうの、嫌きらわれますよ」

　司生が優秀であることなんかとっくにわかっているが、心情を読まれるのは嬉しくない。

「凜には好かれていたいなあ。……ああほら、お待ちかねの郵便が来たよ」

　司生のために洋よう菓が子しを準備していれば、窓の外を郵便配達夫が通り過ぎるのが見える。

　バレていたので遠えん慮りよなく凜が視線を向けると、猫ねこ脚あしの豪ごう奢しやな椅子に座ったまま、司生もつられるように窓の外を見た。

「飛ひ脚きやく制度がなくなって早はや十数年、郵便制度も、あっというまに広がったよね。凜が生まれたばかりの頃だから、郵便飛脚しか知らないだろう？　昔は郵便箱が存在しなかったんだよ。いやはや、明治になって便利な世の中になったもんだ」

「司生だって幼おさなすぎて、江戸時代なんかほとんど覚えてないでしょう」

「僕は記憶力がとてもいいんだ、ぼんやりと覚えてるよ。凜だって、五、六歳の頃の記憶が鮮明じゃないか。それと同じさ」

「……司生、江戸時代は三歳まででしょうに。オレは倍の年齢での記憶です」

　郵便配達夫が去るまで眺ながめていた司生へ、指摘する。すると、ゆったりと円卓テーブルに肘をついていた司生の、探さぐるような視線とかち合った。

「ほら、郵便物を確認しなくていいのかい？　待ち焦こがれている手紙、今日こそ届いているかもしれないよ？」

「なんの話ですか」

　何を言いたいのかわかっているので、あえてそっけなくしてみたのだが。

「君の、《親友》からのお手紙。もう十年になるんだろう、音信不通になって」

「……ほんとーに、司生じゃないんですか？」

「さあ？」

（またごまかした）

　何度も司生が《親友》ではないのか、と確認しているが、その都つ度ど、曖あい昧まいな返答だった。

　幼い時にたった一回しか会ったことのない《親友》とは、あれ以降まったく連絡がとれていない。向こうは凜が住み込みしていた河かわ村むら定てい静せい先生の家を知っていたはずだが、凜には彼が海外へ行ってしまったということ以外、まるで情報がないのだ。

「……あの半年後、定静先生と旧知という司生のお父様──黎千院公こう爵しやくにオレが引き取られ、さらに七年後ヨーロッパ留学から帰ってきた司生を紹介されましたよね。まるで以前から知っていた様子でしたし」

「すぐ気に入ったんだよ、凜は真ま面じ目めで素直で一生懸けん命めいだったから。父の溺でき愛あいっぷりもわかるなあ」

　司生はからかうような口く調ちようだ。そうしている時に届いた郵便を女中が持ってきたが、残念ながらやはり凜宛あての手紙はなかった。

　ちら、と見えた封筒の文字で海外からの郵便物が何通かあったのに気づく。字体で、独語と英語、仏語とわかったので、それらの辞書を書しよ棚だなから取り出し、手紙と一緒にテーブルへ置いた。

「《親友》は司生でしょう？　手紙を書くと約束しておいて忘れていたことを咎とがめられるのが嫌いやで、赤の他人のフリをしてるんじゃないんですか？　怒らないから白状してください、ただ忘れていたことは誠意をこめて謝罪してもらいますが」

「《親友》は、お家断絶された元華族で、両親もいないんじゃなかった？　けど僕は、この通り現役華族の次男で両親ともに健在だよ？」

　墓場で会った《親友》の話はすでにしてあるので、それを指摘されたのだが。

「司生の性格だと、同情を買おうとして冗じよう談だんだかホラだかハッタリをかます場合がありえますので。怪あやしんでいる部分もあります」

「──ま、実際に僕も調べてみたんだけどね。その頃にお家断絶されている華族の記述が見当たらないんだよねえ……政府が隠いん蔽ぺいしたのかなあ、まさかねえ」

　溜ため息いきをつかれた。そうしたいのは凜の方だ──手紙を待ち続けてもう十年になる。

　あんなに、あんなに約束をしたのに──嬉しそうだったのに。

　その場限りのいい加減な口約束ではないと信じている。だからこそ、まったくの音信不通はおかしいと思うのだ。けれど。

（司生と思えば、すべてが納なつ得とくいくし……）

　公爵に凜のことを告げてくれ、引き取るように手配してくれたのだとすればつじつまが合う。なので、凜は墓地で遭そう遇ぐうしたあの《親友》を司生だと推測していた。

「そんなに墓地の彼は僕にそっくりだったのかい？　そりゃまた美形だこと」

　ふざける司生のしらばっくれっぷりを非難するように睨んでやがるが、全然気にしていないようだ。外国語の手紙を読みつつ、司生が笑う。

「ははっ、美形は否定しないんだねえ。嬉しいなあ、凜」

「そりゃー……華族一の美男、と噂うわさされてますし……」

　司生も《親友》も、やたらと美形なので当然ながら否定するわけがない。

　司生だと推測できる理由はまだまだある。顔は成長期の間離れていたのだから変わって当然だし、髪型だって一緒でなくても不思議はない。年齢は同じくらいだし──何より。

「オレみたいな貧民が何人もの華族様に声かけられるなんて、そうそうありえないですし。実は司生があの《親友》と同一人物って考えるのが、普通じゃないですか？」

「そう？　凜は可か愛わいくて綺き麗れいだし、何より頭がよくて優秀だ。将来、自分のところの番頭にしたいと考える華族や富ふ豪ごうは多いと思うんだけど」

　頭脳などを褒ほめてもらえるのは光栄だが、それは後々に気づくことだ。奇き跡せきの遭遇率には関係ないと思うのだが。

「オレの頭脳なんて、普通ですよ」

「外国人家庭教師の全員が絶賛するほど優秀な普通の十六歳？　すでに帝てい國こく大学へも入れる学力って聞いたけど」

「はあ」

　差し出された外国語の手紙を受け取る。訳やくせという意味に頷うなずき、昨日渡されている五カ国語に翻ほん訳やくした書類を代わりに差し出した。

「違うなら、なぜ、司生ほどの探偵がオレの《親友》を見つけられないんですか？　絶対にあり得ないでしょう」

「大天才で超一流の探偵かつ美男子で、天から二物も三物も四物も与えられている大大名出身の大華族であることは、ちゃんと自負しているけどね。……あとどんな才能があったっけ。とにかく、そんな僕にだって不可能はあるよ」

「なんですか？　不可能って」

　どんなポーズをしていても気品に溢あふれている司生を、別に否定はしない。これらは驚くべきことに事実なのだ。ただし。

「面倒くさい」

「────」

　ふう、と溜息をついて紅茶のカップを優雅な仕草でソーサーに置く司生の姿は、発言に反しあまりにも決まっている。令れい嬢じようたちの憧あこがれと言われているのも納得だが。

「僕のモットーは知ってるだろう？　君は当家に引き取られて約十年──さらに僕の探偵業の助手になって、三年も経たっているんだから」

「そうですね。出会った直後から司生の本性を知る唯ゆい一いつの人間として側そばに仕えてますので、わかってますよ。興味をそそられる仕事以外は引き受けないんですよね？」

「理解してくれてて嬉しいよ。そう、僕は凜の《親友》捜しなんかにはまったくこれっっっっっぽっちも興味がないんだ。それもわかるだろう？」

「……旦だん那な様……公爵様に、司生の本性を言いつけますよ」

「父はもっと凜を手放したくないからね、僕に賛成するさ」

（いや、そこじゃない）

　凜は、司生の父である公爵に、大変可愛がられている。司生がどんな言い訳をしようとも、凜の意見を信じてもらえる自信はあった。

「鹿ろく鳴めい館かんでも顔を合わせたら喧けん嘩かしているという、会あい津づ出身の男だん爵しやく夫人の弱みを探してくれ、という薩さつ摩ま出身の侯爵夫人の依頼は興味をそそられるものだったのですか？」

「会津戦争の確かく執しつを未いまだに引きずっている彼女のお願い、無視する勇気ある？　君」

「…………」

　ないので、返答は避けた。

「さらに言えば、薩摩出身の華族に恩おんを売っておくのは当然だよ。僕の家柄がいかに素す晴ばらしく非の打ち所がなくとも、僕自身はたかが知れてる次男で爵位は伯爵でしかないからね。ああ、なんの権力も持たない我が身が恨うらめしい……」

「演技下へ手たです」

　よよよ、と泣くフリをする司生の眼前に、砂時計で計って淹れたおかわりの紅茶を置く。

　無視をしたまま必要な資料と本を書しよ斎さい机に並べて司生の仕事の準備をしているうちに、ダイコン芝しば居いは飽あきたらしい。猫足の椅子にゆったりと凭れた。

「じゃあはっきり言うけど、凜を助手としてだけでなく、将来はうちの番頭としたくて絶対他に渡したくない僕が、元かもしれないけど華族で十分に金持ちっぽい《親友》捜しに協力すると思う？　万が一にも見つけて、凜を気に入って奪われたらどうするんだよ？　そんな危険な橋なんか渡れないよ、いくらお人ひと好よしのこの僕でも」

「誰になんと誘われようとも、オレは大恩人である黎千院家に無礼する気はこれっぽっちもありませんし、司生がお人好しとは一度も思ったことはないのでどうかご安心を」

　黎千院家が引き取ってくれなければ、凜は未だに一人か、死んでいただろう。恩人を裏切るなんて絶対に考えられないのだが。

「僕は凜が大好きなんだよ？　わかってる？」

「はいはい。ほら紅茶、冷めますよ。早く飲んでください」

　拗すねたフリをしてくるのを無視して、紅茶を勧すすめる。

「……ねえ凜。何があっても僕や僕の家族から絶対に離れちゃダメだよ。約束してくれるなら《幼なじみ》を見つける努力はしてあげる。一応」

「黎千院家から引いん導どうを渡されない限り、自分からは出ていきませんってば」

　何度言ったかわからない説明だ。

「ああけど、君の意志に関係なく、奪いに来る輩やからがいるかもしれないよね……。いっそ僕と養子縁組しようか？」

「早まらないでください」

　もちろん、嫌なわけではない。誰が聞いても間違いなく、『もったいない』話で降って湧わいた幸運を喜べと勧めるだろう。

（……わかってるけど）

　だからこそ凜が断り続けている理由はただ一つ。怖おそれ多いからだ。

　黎千院公爵──司生の父親にはもったいないほどよくしてもらい、十年前に引き取られた時から、司生や司生の兄弟と区別なく育ててくれた。

　今は公爵家を離れて司生と同居しながら道楽探偵業の助手をしているが、屋敷は徒歩数分の近所だ。ほぼ毎日、顔を見せなさいと連絡がくる。

「僕はね、心配なんだよ。君を早くうちの子にしないと、他の連中に取られそうで」

「買い被かぶりです。オレは学歴もないし何より孤こ児じです。あり得ない」

「──自分の価値、自覚しようよ」

　額ひたいを人差し指で軽く弾はじかれた。

「探偵業では資料集めは的確、依頼人からの依頼の整理も読みやすく、伯爵家の仕事では海外居住歴のある僕が感心するほど流りゆう暢ちように、五カ国語の通訳も翻ほん訳やくもできる。君は帝大の学生より優秀だよ。世の中の華族と富豪が欲しがらないわけはないさ」

「それは、褒めすぎです」

　好きなだけ勉強をさせてくれる環境があるからだ、と凜は思っている。

「努力家で真面目、見た目もよくて、まあ唯一難があるとしたら口が悪いことかな」

「拾ってくださった黎千院公爵家のお役に僅かでも立てればいいな、と常に思っているだけです。あと、オレは司生以外にこんな言い方しません」

　当たり前だ、自分は使用人なのだから。司生には特別ということで。

「うん、いいねえ君のそういう、打てば響く会話は大好きだよ」

　司生は楽しそうだが、凜としては少々迷惑なところがある。しかし、それでも。

「いや本当に──これ以上の幸福をいただいたら、申し訳ないです。オレ……」

　凜の場合、定静先生の孤児院に入れてもらったのも偶然、黎千院公爵家に引き取られたのも（司生が《親友》でないならば）たまたまだ。

「オレと同じような孤児は多いんです。彼らはつらい境遇と戦い生きるために、一生懸命努力をしているのに」

「うん、だから？」

　凜が翻訳した書簡をチェックしながら、司生が尋たずねる。

「……オレは現状の幸福をどれ一つ自分の努力で得てはいないのに、彼らを差し置いて恵まれるのは平等ではないです……」

「真面目な凜らしいね」

　司生の手元が暗くならないように、カーテンを開ける。眩まぶしくなくてちょうどいい。

「自分で線を引かないと、幸せに慣れてしまいそうで恐いんです。無む償しようで可愛がってくださっている旦那様にも、申し訳ないですし」

「ああ、つまり現状が当たり前になって驕おごりたくないって？　幸せも、続きすぎると不安に変わるって言いたいのかい？　人間は弱いからね」

　司生は書類に視線を落としたままだ。表情からは感情が読みにくい。

「君は自己評価が低すぎるよね。ほーんと呆あきれて笑い出しそうになる」

「……悪かったですね」

　真剣に言ったのに、一いつ蹴しゆうされた。

　司生は書類をテーブルに置き、ちょいちょい、と凜を呼び寄せる。

「悪いよ。君は大きな勘かん違ちがいをしている。僕も父も哀あわれな孤児を引き取って育てるほど慈じ善ぜん家かではないよ。優秀な人材を探して凜を見つけただけで、当家をより発展させるために、家庭教師をつけて勉強させているんだ」

「はあ……」

　冷たい言い方をしているが、司生も公爵も、定静先生の孤児院だけでなく全国の施設へ多額の寄き付ふをしていることを知っている。しかも、黎千院家の奉ほう公こう人にんへの待たい遇ぐうも他ではあり得ないほどにいいとは、古くから仕える者たちから聞いているし。

「そして君は、黎千院家が期待した通りの人材なんだよ。磨みがけば磨くほど輝くダイヤモンドの原石として、君に投資しているだけだ。凜の今の環境は決して偶然得たものではなく、君自身の努力と才能がもたらしたものだから。胸を張って堂々と生きなさい」

「……ありがとうございます」

　大おお仰ぎように溜息をついた司生が封書を手にしたので、凜はペーパーナイフとともに渡す。依頼とおぼしき手紙を確認しながら、司生があっさり告げてきた。

「だから、君を奪われる危険のある《親友》は捜さない。わかった？」

「そこに、行き着きましたか」

「うん」

　潔いさぎよいほどの返事が戻る。年中ではないが、初めてでもないやりとりだ。

　それに司生が《親友》である可能性は未だにあるので、凜も早々に諦あきらめて書類と本の整理を始めた。その様子を司生がじっと見ている。

「凜、君は真面目すぎるんだ。もうちょっと自分を褒めてやっていい」

「司生が不真面目だから、オレが真面目でなければ駄だ目めなんです」

　もっとも、仕事はきちんとしてくれるので不満はない。本性を出すのは、凜の前だけだし。

「──まあ、司生の探偵業への依頼は多いですから、オレの《親友》を捜す時間はないのも確かですね」

「まあねえ。どこぞの本ほん妻さいが旦那の妾めかけの身辺調査をしてくれ、とか、どこぞの深しん窓そうの令嬢の趣味を確認してくれとか。よそへ行け、と思うような依頼も多いしね。犬の面倒を半日みてくれっていうのは、もっふもふ可愛かったから引き受けて正解だったけど」

　最後の依頼内容こそ、探偵に依頼することではないと凜は思ったが。

「繁はん盛じようするのはいいですけれども、司生にしか解決できない、という難題から優先していかないと、大変なことになりますからね。伯爵家の仕事も滞とどこおってしまいますし」

「まあ、そっちも凜が頑張ってくれてるから感謝してるよ。未来の番頭さん」

　未来というか、現段階で家令や家か扶ふの仕事はほぼ全部やっている。

「司生？　その手紙は整理しなくていいですか？」

「──ああうん、プライベートだから」

　司生が見終わった依頼の手紙を凜も確認していたのだが、最後の一通がまだ渡されていないことに気づいた。しかし、私的プライベートな手紙には関わっていない。

　手紙を鍵かぎ付きの棚の中にしまい込んでしまったので、よほど大事なのだろうし。

「そんなつまらないことより。君、勉強は楽しいかい？」

「はい、楽しいです。各学科ごとに第一人者の先生をつけてもらい、本当に感謝しているんですが……」

　感謝を口にして、困っていることは言わない。しかし、すぐに司生は気づいたようだ。

「ああ、そうだ。独語の新しい先生は来週来るから楽しみにしておいで」

「本当ですか……っ!?」

　これはありがたい、独語の先生が帰国してしまってから、滞っていたのだ。日常会話程度は困らないが医学にも興味があるので専門的な独語を学びたかった。

　凜の笑顔を満足そうに眺めていた司生は、ゆったり椅子に凭れ直す。

「ただね、緊急で探したものだがら、独人ではなくて日本人なんだ。といっても、前任のミヒャエル先生が推すい薦せんするほどだから、確かな知識人だと思う」

「へえ……。年齢はおいくつくらいなんでしょうか？　ミヒャエル先生と同じくらい？」

「じゃないのかな？　知り合いって話だし」

　とすれば、かなりのご高齢ということになる。見識も深く、今回もまた人生も学べるかもしれない。とても楽しみだ。

「家庭教師だと友人ができないから、高等学校に行きたいとか思ったことは？」

「……いえ、全ぜん寮りよう制せいですし司生に仕えられなくなるので、一度も……」

　凜をじっと見つめて訊いてきたので、正直に答えるとホッと安堵された。

「入りたいと言われなくてよかった。いやー、東京の高等学校は見事なエリート学校だけど、寮の食堂で《賄まかない征せい伐ばつ》と称して破壊活動してるし酒飲んで暴れるし、学ランに黒マントに帽ぼう子しでさらに下げ駄ただろう？　可愛い凜にバンカラ姿は似合わないからねー」

「……詰つめ襟えりできっちり、そして靴を履はいているいかにも優等生な学生さんだってたくさんいますよ」

　確かに、新聞などにはバンカラ学生の荒くれた行動などが載ったりすることはあるが、少なくとも凜が東とう京きよう書しよ籍せき館かんなどで遭遇する高等学校生は真面目でおとなしい。

「へえ僕は知らないなあ、それ。とりあえず今は僕の道楽……じゃない、真剣なる探偵業の助手に集中してもらうよ」

「司生ほどの情報通が知らないはずは……え？」

　手渡してきた手紙の一枚をペン、と叩たたく。中を読め、という意味だとわかったので読み、ああ、と納得した。

「警察からの、捜そう査さ協力の依頼書ですね。引き受けるんですか？」

「そりゃあもちろん」

　まるで子供が悪戯いたずらを思いついたかのような表情で、司生が笑った。

「近頃街を騒さわがせている盗難事件だ。とうとう来たね、待っていたよ。しかも初期段階から捜査協力をさせて貰もらえるようだし。最高だ」

「……まあ、そうですね」

　司生は巷ちまたで大評判のこの事件に関わりたい、と、ずっと言っていた。

　凜の手にある手紙を覗のぞき込みながら、司生はとても楽しそうだ。

「今や東京の話題をかっさらってるこの事件を解決できたら、また僕の評価が上がるねえ。人気は鰻うなぎ上のぼりだ」

「これ以上人気が出ると寝るヒマがなくなる、と溜息ついてませんでしたか？」

　凜の指摘も、いやいや、と嬉しそうに否定した。




「秘宝を盗む怪かい盗とうの正体を明かす大チャンスだ。楽しみだね」
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（……もうそろそろ、司し生きのところに戻らないと）

　大切な懐かい中ちゆう時計を取り出して時間だけを確認し、またしまう。

　今いるのは東とう京きよう書しよ籍せき館かんだ。新しい独語の先生が来るので一応の予習をしようと思ったのと、過去の《怪かい盗とう》事件に関連する資料を調べようと思って来た。

「聞いたかね？　昨夜ゆうべまた、賊ぞくが現れたそうだよ。樺かば山やま子し爵しやくがやられたらしい」

　書しよ棚だなの向こうから声が聞こえる。凜りんは本を元に戻してそっと声の方を覗のぞき込んだ。

「ああ、知っている。ショックで子爵は寝込んでしまったらしいが、警察はまた犯人逮たい捕ほができなかったそうだね。本当にすばしっこい……現代の、鼠ねずみ小こ僧ぞう次じ郎ろ吉きちだね」

「君、それはいくらなんでも古いだろう。今は鉄道が走り都会にはガス灯とうが点ともっている時代だよ？　まあ、富ふ豪ごうしか狙ねらわないというのは、確かに鼠小僧のようだが」

　見るからに学生といった青年三人だ。恐おそらく、近くの師し範はん学校の学生だろう。ちなみに女子は鹿ろく鳴めい館かんが設立されると同時に文部省の指令により洋装となっているので、どこにいてもすぐにわかった。

「しかし君、鼠小僧は義ぎ賊ぞくではなかったかい？」

「いやいや、かの盗賊は用心深い町の商人の家ではなく、隙すきが多いであろう富豪の家に好んで忍び込んだだけのようだね。つまり、今の世を騒さわがす怪盗に共通点が多いと僕は思うのだがね」

「なるほど。しかし、予告状を出しているというのはさすがに時代の流れだね。ちらりと見たという奉ほう公こう人にんの話だと、洋装紳しん士しの風ふう体ていというし」

　そして学生たちは小声でボショボショと《怪盗》についてを推理し始めた。聞いていたかったのでさらに耳を欹そばだてれば、なんと、と一人がもったいぶって話を続ける。

「小しよう生せいの父は君たちも知っての通り、官かん史りであるのだがね。警視庁勤務の友人から、かの《怪盗》捜そう査さについて、とっておきの情報を入手したそうだよ」

「ほう……？　それはなんだね？　変わった手段を取るのかね？」

「ああ、僕も知っているよ、叔お父じが警視庁に勤めているからね。あれだろう、東京で今、もっとも話題の黎れい千せん院いん伯はく爵しやく探偵様に《怪盗》捕ほ縛ばくの協力を依頼したというものだろう？」

　凜はドキッとした。予想していなかった場所で身内の話は心臓に悪い。

「小生の妹は賢けん母ぼ淑しゆく女じよの修業最中だがね、先日、不ふ埒らちな無法者から艶えん書しよを送りつけられ、ほとほと困った折に黎千院伯爵へ相談したらば、即刻解決に至いたったよ。彼が捕とり物に参加するのは、まことよいのではないかね？」

（ああ、警視庁高官の……）

　凜も覚えている。利益のある顧こ客きやくだったので、司生は引き受けたのだ。

「そういえば知っているかい？　黎千院伯爵にはなかなか優秀な助手がいることを」

　学生の一人が、思い出したように言う。凜のことだとわかったので一瞬、呼吸が止まった。息を潜めていれば、さらに他の学生が、ああ、と声を上げる。

「そういえば、叔父が見たと言っていたね。一見すると可か憐れんなる少女のような外見だと、上級社会では密ひそかに噂うわさが広がっているらしいよ君たち」

（ええ!?　何それ初耳！）

　さすがに動揺してしまう。

「なるほど、黎千院伯爵は未いまだ独身と記憶しているが、それは美少年趣味だからかね？　薩さつ摩ま藩はん出身とは、記憶にないのだが……」

（いやたまたまそっちの文化があったって話なだけで、誤解を生むような発言は薩摩藩に失礼な……というか、ただ薩摩の同盟藩!!　実際は元公家だし！）

　師範学校の生徒なので頭はいいはずだが、何か違う。まさかいきなり顔を出して否定することもできず考えていれば、学生らの目が好こう奇きに輝いた。

「まあ、黎千院伯爵は大層な慈じ善ぜん家かであるからね。どのような関係でも、かの美少年は孤こ児じらしいから現状の方が幸福であろう」

「まったく、かの美少年は幸運だね。黎千院伯爵に引き取られなくば、今頃は哀あわれ遊ゆう郭かくまがいの怪あやしい店へ売られていたかもしれない」

「卑いやしき孤児だけあり、よほど媚こびるのが上手じようずなのであろうね。良家の子息は騙だまされやすいから、手玉に取ることなど容よう易いであろう」

「噂だと、自分を黎千院家の養子にしろ、とやたらと迫せまっているらしい」

「周囲は皆黙だまっているが、孤児のくせに、とは全員が思っているだろうね」

　学生たちが笑う──凜は明らかな侮ぶ蔑べつにいたたまれなくて、そっとその場を離れた。

「……頑がん張ばろう」

　いろいろな感情が脳のう裏りを巡めぐる。内緒にしているが、このくらいの悪口ならば、黎千院家に引き取られてずっと聞かされていたから慣れている。指摘されるまでもなく、自分なんかが今のような恵まれた生活をするのはおこがましいとわかっているし。

「あっすみません……！」

　東京書籍館を出て大通りを歩こうとした時、甘あま酒ざけを盆に載せて売っていた子供にぶつかってしまう。神かん田だ明みよう神じんへの詣もうで客目当てらしき甘酒露ろ天てん商しようの子らしいが、深く考え事をしていたせいか、まるで気づかなかった。

「何やってんの！　お前！　一杯一銭せんするんだよ！　五杯もこぼして……！」

「ごめんなさい……っ、お母ちゃん……！」

　露天から駆かけつけた母親らしき女性が、怪け我がの有う無むを心配するより子供を叱しかっている。慌あわてて凜は間に入り、金きん子すを差し出した。

「すみません、自分がうっかりぶつかったので……！　弁べん償しようします！」

　明らかに凜が悪かったので全額を払い、驚いている子供の手に十銭を握にぎらせる。

「あ、あらそう？　悪いわねえ」

　女性は途と端たんに笑顔を作り、子供の手を引っ張って露天へ戻っていった。

「この子も、貧乏なうちの子としてではなく、あの金持ちみたいに良い家に生まれれば、こんな苦労させないで済んだんだけどねえ……」

　独ひとり言ごとなのか子供へ言ったのかわからないが、女性がそう呟つぶやくのが凜にも聞こえた。

（違うのに……。あの子の方が、オレより全然、恵まれている）

　親がいて、無償に愛してくれている。凜も黎千院家の人々には本当によくしてもらってはいるけれども、所しよ詮せんは他人だ。そして、凜の頭脳を評価してくれての「今」であるし。

　──無償の愛とか、凜にそんなものをくれる人はいない。

（駄だ目めだ、思考が空転している）

　このままでは大だい恩おんある黎千院家に対して、不義理な思考を持ってしまいそうだ。

「……そうだ。早く帰らないと警部さん来るんだっけ」

　気分一新。あとどのくらい余裕があるのか確認しようと、再び懐中時計を取り出した。

「……随ずい分ぶん、いい時計を持っているな」

「え？」

　顔を上げれば、予想以上に近い場所に見たことのない青年が立っていた。凜の手にある懐中時計に興味があるのか、顔ではなく時計を凝ぎよう視ししている。

「使い古しているし、君が持つには少々落ち着きすぎているから、父親の──いや、先祖から受け継ついだものか？」

「人からの預かり物です。大切なものなので、肌はだ身み離さず持っているだけです」

　なんだろう、いきなり話しかけられると身み構がまえてしまう。しかし、そんな凜の警けい戒かいがわかったのか、青年は柔やわらかい笑顔を向けてきた。

「……真ま面じ目めなんだな。申し訳なかった」

「どうも……」

　なんだろう、調子が狂くるう。

　長身でスマートな紳士のようだが、まだ若い。司生と同じくらいの年齢に見え、司生と張るくらいの美形でもあった。

「──では、失礼します」

　じっと見つめられているのも居い心地ごこちが悪い。なので軽く会え釈しやくをしてから青年から離れたのだが、方向が一緒なのかついてきた。なんだろう、落ちつかない。

「あ、あのう……」

「もし、同じ方角へ行くなら一緒に人力車か馬車を呼ばないか？」

　その上、横に並んで手首を摑まれてしまうと、困惑だけが募つのる。

「……オレ、男ですけど」

「袴はかまをはいているから、わかっている」

「え？　じゃあ……もしや」

「変な誤解をするな、確かに我わが家やは旧士族だが、君が心配するような目的はない」

　きっぱりと断言された。ちょっとホッとすればそんな心情が流れたのか、青年が苦笑を漏もらした。

「露天商へ親切にする様子に、感心した。東京書籍館からたまたま一緒だったんだ」

「はあ……」

「噂など気にするな。本当の姿は大切な人に理解してもらえれば、いいのだから」

「────」

　言われて思わず青年の顔を見上げた。あの学生たちの会話に凜が傷ついたことを知っているのか？

「自分の姿を、先ほど話題に上った者に重ねたのだろう？　聞く必要はないな」

「……ありがとうございます」

　凜の正体がわかっていたわけではないようだ。しかし、安あん堵どする──簡素だが今の凜が欲しかった言葉かもしれない。
















「──ようやく表情が晴れやかになったな。今まで、泣きそうな顔をしていた」

　青年がじっと凜を見つめる。やめてほしい、恥はずかしい。

（けど、黎千院家の人たちとは違う温かみがある……この人）

　一見すると話しかけにくいのに、気さくだ。

「勉学が好きなのか？　良家の子息のようだが、学校は？」

「オレはさる華族様に奉公させていただいてるだけです。勉学は好きですが、学校には通っていません。ですが、家庭教師をつけていただいてます」

「それはすごい、期待されているんだな」

　東京書籍館は湯ゆ島しま聖せい堂どうの敷地内にあり、まさしく教学の中心地だ。そのせいか学生が多く歩いている。青年はそれとは違うようだが。

「先ほどの学生たちが始めにしていた会話に興味を持っていたろう？　実は私も面おも白しろいと思ってもっと聞いていたかったのだが、時間がなかったんだ。それで帰ろうとした時に、君が目に入った、というわけだ」

「では貴方あなたも、近頃ちまたを騒がす《怪盗》に興味を持って？」

　よもや司生の話の件くだりに興味を持ったのならば、今すぐにでも立ち去りたい心境になるだろうが、幸いにも青年は凜の言葉に大きく頷いた。

「今後もまた、どこぞの富豪邸ていへ侵入すると思うゆえ、興味がある」

　流しの人力車に、二人して乗り込む。もちろん、黎千院家にはお抱かかえの人力車も馬車もあるので、それを使えと司生や旦だん那な様に言われているが、凜は使用人であるので丁てい重ちようにお断りをして、できる限りは歩いて移動していた。

「神しん出しゆつ鬼き没ぼつの怪盗、というもっぱらの噂ですが、ほとんど情報は流れていません。男のようだ、ということ以外は年も何もかも。不思議なのは、その家にもっと高価なものがあっても、まったく興味を示していないことです」

「ああ……そうだな。しかも、当主以外は誰だれも知らなかった秘宝を盗んでいる。一体、どこから情報を得ているのか」

　その情報は初めて聞いたので、凜は青年の顔を見上げてしまう。

「そうなんですか？　──あだっ！」

　さらに問おうと思ったが、ガッタン、と見事に人力車が揺ゆれて舌を嚙かんだ。いかに大東京といえど道路は未み舗ほ装そうが多く、人力車は遠えん慮りよなく揺れるし騒そう音おんも激しいので、決して乗り心地がよいものではない。

「大丈夫か？　……取りあえず、降りたら話をしよう」

「は、はひ……っ」

　こくこく頷うなずき、凜は首もおかしくなりそうだったので前を向いた。比べて、青年はまるで揺れを気にしたふうもなく座っている。

　この差はなんだろうと思いつつ、《怪盗》について考えながらガタガタ道を耐えた。










「つきました」

　人力車が到着して、車しや夫ふが振り返る。財布を出そうとモタモタしている間に、青年が全額に心こころ付づけまで払い、さっさと降りた。すべての課程があまりにもスマートで、感心して眺ながめてしまったのだが。

「あれ？　そういえば麻あざ布ぶとしか言ってなかったのに……」

　ようやく降りて周囲を見回し、凜は驚いた。司生や黎千院公こう爵しやくの屋敷の近くだ。勘かんで辿たどりついたとは思えないので、青年の家もあるのだろうか。

「そういえば名前を聞いていなかったが」

「あ、えーと……一ひと辻つじ……」

　並んで屋敷街を歩く──同じ方向に向かっている。

「それは姓せいか名か。私の名は音おとノの羽わ久く恩おん、親が外交官ゆえに、つい先頃ヨーロッパから戻ってきた」

「あ、姓です、名前は凜。えと……音ノ羽様……？」

　確か新華族の候補に上がっている富豪にあった姓だ。軍人や元士族の屋敷が立ち並ぶ麴こうじ町まちの付近が住所だった記憶がある。では麻布には何かの用事でもあって来たのか、などと考えて黙っていたら、音ノ羽が苦笑を漏らした。

「……大層な名前すぎて、呆あきれていたのか？」

「あ、いえ……！　開国以降、西洋でも通じるような名前の御ご仁じんは多いですし！」

　かの夏なつ目め漱そう石せき先生の娘は、全員が横文字のような名前だし、凜だってあまりない名前と言われる。それに、豪華な美男子なので典型的日本男児の名前の方がきっと似合わない。

「ただ、そういえば音ノ羽様のお屋敷は麴町なので、賊に秘宝を盗まれた樺山子爵の邸宅のご近所だったのか、と気づきまして……」

「──よく知っているな。その通り、近いというほどではないが喧けん噪そうは聞こえた」

　凜は司生の仕事の手伝いになれば、と必要と思われる住所は全部覚えている。

「賊の姿は見ていませんか？」

「残念ながら」

　どこまで一緒なのか、音ノ羽は凜と並んで歩いている。すぐそこは司生の邸宅なのだが。

「本当に熱心だが、よほど好きなのか？　それとも《怪盗》に盗まれそうな秘宝が実は家にあるとか？」

「あ、いいえ違います、仕事です。主あるじの手伝いをその……」

　さてどうしよう、と思う。驚くことに音ノ羽は結局、黎千院伯爵家まで一緒に来た。なぜ？　と思ったが、門番へ声をかけようとする様子を見て、はっと気づく。

「あ……！　もしかして、司生……探偵業である主人への、依頼ですか？」

「黎千院伯爵が主人？　では、君は？」

　凜も驚いたが、音ノ羽も驚いている。

「おー凜、帰ってきたかい。先ほど公爵様がお帰りになって、会いたがっていたよ」

　門番の暢のん気きな挨あい拶さつが二人の間をすりぬけていった。

「いや、私は依頼主ではなくて……いや、そうなれればいいのだが」

「？　これからの御予約ですか？」

　音ノ羽からの手紙を見た記憶はない。しかし、予約なく来る依頼主も多いので、それかと推測したのだが。

　ちなみに司生の探偵事務所は伯爵家の一階、玄関を入ってすぐにある。本当は銀ぎん座ざ新しん橋ばしあたりに開設した方が様さまになるのだが、通勤が面倒くさい、と司生が一いつ蹴しゆうした。

　まあ、司生は多忙なので移動時間は確かにもったいない。だから凜も納得はしたが、一応。

「お帰りなさい、凜」

「ご苦労様です、みなさん。──お客様がみえた、と司生へ伝えてください」

　玄関に出で迎むかえた使用人らに挨拶をし、凜は音ノ羽へ一礼をして自室のある二階へ向かおうと、螺ら旋せん階段を上ろうとしたのだが。

「いや、依頼は後の話だ。私は本日、君に用事があって来たんだ」

　声をかけられて、思わず足が止まった。

「え？　オレですか？　なんで？　音ノ羽様……？」

「なぜか、わからないか？」

　じ、と見つめられると焦あせる──間違った答えができない。

　思考を巡めぐらせていれば、苦笑された。

「もっと気軽に名前を呼んでくれてかまわない、私は堅かた苦くるしいのは好まないからな」

「は？」

　何を言われているのか、一瞬わからなかった。しかし。

「私がミヒャエル先生の代わりに独語を教える。こう見えて、独逸の医大出身だ」

「はあっ!?」

　これは驚いた。まったく予想すらしていなかったのだ。何せ、イメージと違いすぎる。

「え!?　六十歳を越えるミヒャエル先生のお知り合い!?　こんな若い方なんて想像してなかったし！　音ノ羽様いつからオレが新生徒って気づいて!?」

「書籍館内でまさか、と思い名前を聞いて確信した。よろしく。上下関係などは気にしないで敬語は使わず久恩、と呼んでほしい、私も君を凜、と呼ぶ」

　聞いていた使用人たちも驚いている。当たり前だ、みんなも老人と思っていたはずだ。

（というか会ってすぐなのに、いきなり呼び捨てとか!?）

　いやいやあり得ないだろう。一歳でも年上ならば敬うやまうし、さらには尊そん崇すうして当然の教師だ、《音ノ羽先生様》と呼んでもいいくらいなのに、呼び捨てなんかできない。聞いた周囲から、言ごん語ご道どう断だんと凜が怒られてしまうだろう。

「ああ、確かに人前では年齢差もあり無礼者、と凜が悪く思われてしまうな。ならば、誰もいない二人きりの時ならいいだろう、叱る者はいないし」

（いやそうだけど！　だけどでも何それ!?　筆ひつ舌ぜつに尽つくしがたく怪しいんですが！）

　司生のことは確かに呼び捨てだが、それは付き合いの長さがあるからだ。会ってすぐの音ノ羽とは立ち場も事情も何もかも違う。

　さすがに逃げたい心境になったのだが、音ノ羽は優美に笑えんだまま近づいてきた。

「え？　ちょ……っ、音ノ羽様……っ!?」

「久恩、だ。これから、仲良くやっていこう、凜」

（わー！　えー!?）

　じりじりとつい後あと退ずさってしまう。どん、と壁に背中が当たってしまい、いっそ階段を駆け上って逃げようかとも思ったが、先ほどの人力車での様子を見るに運動神経は凜の数倍は良いはずだ──逃げられない。

「まさか、こんなにお若い方とは思っていませんでしたよ、先生」

「え？」

　使用人までもが硬こう直ちよくして見守る中、音ノ羽久恩を引き留めるような声が響ひびく。全員がそちらを見れば、司生が優雅な足取りで寄ってきていた。

　かつかつと靴くつの音を玄関ホールに響かせ、司生は凜に寄って髪に触れる。その後で、久恩と対たい峙じするように凜の前に立った。

　凜の予想通り、背せ丈たけも体格も似ている。しかも抜きん出た美男子なので迫はく力りよくがあった。

　司生が珍めずらしくニコリともせず久恩を凝視する。

「ようこそ、連絡くださればお屋敷まで当家の人力車をやりましたのに」

「……馬車ではなくて、人力車……？」

「当然だよ、尊敬する先生様には明治元年製の由ゆい緒しよ正しい車に乗っていただかないと」

　というとアレだ。大だい八はち車ぐるまに椅い子すをつけただけで、側面に昇のぼり龍りゆうが描えがかれている車輪も木き枠わくのみで到とう底てい人が乗れたものではない、とは代々黎千院家に仕える番頭さんから聞いていた。

「弟とはどこでお会いに？　参考までに教えていただけますと」

「湯島の東京書籍館で偶然会い、趣味が合いそうだったので声をかけただけですよ」

　礼をして挨拶を交かわすわけでもなく、久恩は不ふ遜そんに答えた。恐らく初対面だろうに、二人とも無礼三ざん昧まいで見ている凜が心配になる。

「あ、あのさ司生。オレ、弟じゃ……」

「凜、疲れたんじゃないのかな、顔色が悪い。大丈夫かい？　ああもう、自力で出かけるなんて駄目だよ、今度からは馬車を用意するから」

（えええ馬車ですか）

　久恩との差はなんだ。司生が初対面でここまであからさまな悪意を見せるのは初めてだ。

「凜、君は自室に戻ってもいいよ。お客様の相手は僕がするから」

「あ、はい……」

　一見すると普段と変わらないが、目の奥が笑っていない。凜以外は気づかないほどの、僅かな変化だけれども。

「では、私も一緒に行きましょう。堅苦しい挨拶はいらないので、凜の独語の勉強を」

「勉強は凜の自室でなくて客間で行いますので。ご同行はけっこうですよ、音ノ羽先生」

　階段の前に立ちはだかる司生は、久恩を警戒しているのがよくわかる。

　迫力に押されて素直に頷き、凜は半分逃げるようにして自室へ戻った。

　部屋は他の使用人とは違い、調度品も部屋の大きさも何もかもが黎千院家の人たちと変わらない豪華さだ。着替えるのに、洋風簞たん笥すを開いて溜ため息いきをついた。

「……そういえば、旦那様……公爵様がみえていたっけ……」

　新しい服が和洋揃って増えている。国の欧化政策の一環で洋装を推すい奨しようされている昨さつ今こんだが、まだまだ高価な着物なのに。

「っと、公爵様へは後でお礼を伝えるとして！」

　けっこうな頻ひん度どであることなので、今ここで溜息をついていても仕方がない。凜はさっさと着替え、すぐに部屋を飛び出した。

　玄関ホールにはもう、誰もいない──司生は久恩を連れて探偵事務所へ行ったのか。

（そういえば、司生に依頼したいとかいろいろ言ってたし！）

　心配することてんこ盛りだ。何より、どんな相手ですら上手にあしらう司生が不ふ機き嫌げんになっているなんて、初めて見たのだ。

　初対面で喧けん嘩かなんかしないと思う。しかし『人は第一印象が劣れつ悪あくな相手とは一いつ生しよう涯がいを通してわかり合えることはない』とミヒャエル先生から聞いていた。

　後から仲良くなる場合もあるのでは、と思った凜だが、今の司生と久恩の状況を見ると、いろいろと不安になった。これ以上劣悪な関係になることはあっても、理解し合えることはない気がする。

（申し訳ないけど……！）

　事務所の前まで行けば、幸いなことに周囲に人の気配はなかった。玄関にいた使用人たちもそれぞれの仕事に戻ったのだろう──と思いつつ、そういえばなぜ、凜が戻ってきただけなのに毎回、あのように出迎えてくれるのだろうか。家扶や家令が戻ってきた時にも出迎えはするので、それと同じだろうか。いや立場が違うだろう。

　ぐるぐる考えながらも事務所の前にしゃがみ込み、音もなく扉とびらを開けた。

　僅わずかな隙間から、司生の背と久恩が見える。

　いきなり耳に飛び込んできたのは、司生の冷たい声こわ音ねだった。

「……貴方は、見ず知らずの女性でも気が合いそうなら声をかけるのですか？　とんだ破は廉れん恥ちな男ですね」

（うわ、怖こわ……！）

　普段の柔らかで上品な口く調ちようとはまるで違う、かなり険けんのある言い方だ。初めて聞いたかもしれないと、凜も緊張した。

「先ほども申しましたが、新しく独語を教える生徒とわかったから声をかけました。こちらの説明もろくろく聞かず、性しよう悪ね根性丸出しな嫌いや味みはどうかと思いますが」

「それは失敬。貴方の纏まとう雰ふん囲い気きが劣悪なのが原因でしょう」

（怖！　二人ともすごく怖！）

　落ち着いているが、完かん璧ぺきに嫌味の応おう酬しゆうだ。響く声音が、一層の迫力を生んでいる。

　外そと面づらがいい司生にしては珍しいが、本気で久恩が気に入らないのだろう。

「ともかく、外は危険と十分に認識したので、今後は悪い虫がつかないよう凜の周囲に目を光らせます。どこに行くにも奉公人を二人はつけましょう」

（……使用人に奉公人が二人つくって、どんな状況だよ……）

　深しん窓そうの令れい嬢じようでもあるまいし。というか、司生の世話や助手の仕事でそこら中奔ほん走そうしているので、はっきり言って邪じや魔まだし奉公人も迷惑だろう。

「……ああ、駄目だ。うちの大事な凜を託たくせる者なんか……。僕を含む黎千院家の家族以外と二人きりにはさせない、と決めてたんだった」

　凜すら知らなかった驚きよう愕がくの事実だ。

「……過保護ですね。奉公人すら信用しないその態度。何か理由でも？」

「先生には、関係ないことですよ」

　久恩の指摘を、司生が拒絶した。その質問には一切答えない、と言わんばかりの強い口調のせいか、久恩は肩を竦すくめた。

「では、私に関わる質問をしましょうか。……何度も依頼をしている件に関してですが、なぜ、返事がないのでしょうか？」

「ああ、そうなのですか？　今をときめく東京一の名探偵ゆえ、依頼の数が多く気づきませんでした」

「それは噓うそでしょう。さきほど、貴方の助手の凜と話をしましたがあの子はすこぶる記億力がよい。なのに、私の名に聞き覚えがない様子……。届いた手紙の整理をするでしょうに。つまり、私からの手紙をすべて抹まつ消しようしているということでは？」

「郵便脚きやく夫ふが道中で悪漢に襲おそわれることは、残念ながらよくある事です」

（確かに、オレは久恩先生からの依頼書を見たことはない……）

　司生の言うことは正しいかもしれないが、そう毎回襲われるとは思えない。しかも、東京内からの投とう函かんなら、まずあり得なかった。

「あと、ミヒャエル先生には申し訳ないが、音ノ羽先生のことはきっぱりお断りして、しかるべき人徳者をご紹介いただきたい、とお願いしたはずですが。貴方は凜の家庭教師にはふさわしくない、と」

「ああ、それは知らなかった、行き違いか私のところには届いていません。では、黎千院伯爵邸まで押しかけた私は不作法者ですね、以後気をつけます」

「以後はなくて結構。さっさとお帰りを」

　久恩の表情からして明らかに確信犯だ。家庭教師を断られても来たのは、他に目的があるということか。凜は二人の一挙一動を見み逃のがさないように凝視した。

「──では、家庭教師としてではなく依頼の件について、そちらのお話をしましょうか。私が捜している人を見つけてください」

「多忙ゆえ、依頼は引き受けられません」

　まったく聞く耳を持っていない司生だ。よほど興味がないのか、久恩が嫌きらいなのか──後者だろう、あからさますぎる態度からして。

「十年前に千せん駄だ木ぎの瑞ずい泰たい寺じで、墓はか掃除そうじをしていた子供を捜し出してほしい」

（え……っ!?）

　凜は息を吞のむ。

　自分の身に、あまりにも覚えがある内容だ。凜は当時毎日墓の掃除をしていて、そこで《親友》に出会ったのだが、もしや──？

「瑞泰寺？　入り口に狛こま犬いぬならぬ狛こま象ぞうがいる、六地蔵の一つが奉まつられてる寺にいた子なら僕も十年前から知ってますよ。あの子とは約束をしているんです」

（ええええ!?）

　扉を開けてその子供は自分だ、と言おうとしたのだが、続いた司生の言葉に驚いて動きが止まった。

（え!?　どっち!?　どっちがオレの《親友》!?）
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　ふと、司し生きは扉とびらの方を振り返った。

　──ああ、あの子がかなり動揺している。

「ところで凜りん、お行ぎよう儀ぎが悪いからちゃんと室内に入っておいで」

「えっ!?」

　扉の向こうにいるのはわかっていたので隠れているつもりの凜へ声をかけてやると、向こうで飛び上がったのがわかる。真ま面じ目めな子なので、からかうのはやめよう。

「……バレてました？」

「うん、とっくに」

　そっと開いた扉から、ひょっこり顔を覗のぞかせてばつが悪そうに凜が声をかけてくる。にっこり笑顔で返せば、ごめんなさい、と小声が返った──素直でよろしい。

　満十六歳になるはずだが、外見は少し幼おさないかもしれない。目の端で確認したが、音おとノの羽わ久く恩おんも扉の向こうにいる凜の気配に気づいていたのかなんの驚きもなかった。

（だろうな……この男、普通じゃない）

　凜は心配をしているが、それは司生の方だ、とんでもない男を連れて帰ってきた。

　凜が帰ってきたのを知ってすぐに玄関へ迎むかえに出たものの、思わず息を吞のんだ。

　すぐに、凜からあの男──音ノ羽久恩を離さなければ、と思ったのである。

（凜はまったく気づいていないが、音ノ羽久恩の周囲への警けい戒かいの仕方は異常だ）

　自分の存在を殺している。動きすべてに無む駄だがないし、目を見てもまったく感情が読めない──隠しているのだ。

（裏で何をしているのかわからない、平凡な男でないのは一目瞭りよう然ぜんだ……音ノ羽久恩）

　何が目的で凜に近づいたのかは予想がつくが、凜のためにならない。過保護ではなく、司生はこれ以上ないほどに警戒をしていた。

（ミヒャエル先生は、品行方正礼儀正しく頭脳明めい晰せき……ということでこの音ノ羽久恩を是ぜ非ひにと紹介くださったが……。利用されたのではないのか？）

　熱心なクリスチャンで人を疑うことのない高徳な御ご仁じんだ。騙だまして《良い人》と印象づけたのだろう──そこまでして凜に近寄るとは、本当に執しつ拗ような男だ。

（依頼の手紙を無視し続けていたとはいえ、気持ち悪い）

　実は音ノ羽久恩に言われるまでもなく、依頼の手紙は何通も届いていた。

　先日も音ノ羽久恩から何度目かの依頼書が来たが、もちろん凜に見せずに闇やみに葬ほうむった。今でも書しよ斎さい机の鍵かぎ付き棚だなの中に入っている手紙は十五通を越える。

（凜には内緒だけどね──危険は排除する）

　幼い時の約束があるのだ、司生は何があろうとも凜を危険から護まもる。あの子が苦労をしてきた分を払ふつ拭しよくできるほどに、何倍も幸福を与えてやるつもりであった。

（そんな僕が、この得体の知れない男──音ノ羽久恩を退けようとするのは当然のことだ）

　凜を心配させることはできない、知られないようにしてどう離すべきか。

「あのー……。司生と久恩先生、話が……」

　恐おそる恐おそる、凜が口を開く。音ノ羽久恩が凜を自分に引き込もうとするのを避け、司生は自分の背後に凜を隠した。

「音ノ羽久恩氏の依頼は断るので、別に調べる必要はないよ」

「いやいや、……瑞泰寺で十年前にって……久恩先生、本当ですか？」

「先生はいらない、呼び捨てでいい、凜」

「うちの子に、馴なれ馴れしくしないでもらえますか？　凜が婦女子であれば、間違いなく警察へ通報し醜しゆう悪あくかつ不ふ埒らち千せん万ばん言語道断、容よう赦しやなく罰ばつせられますよ」

「司生、オレは男だから、その例えは変だと思うんですけど……」

「いいから君は黙だまっていなさい、僕は保護者の立場で喋しやべっているんだ」

　下へ手たな発言をされて、凜を奪われたら冗じよう談だんにもならない。

　警戒している中で音ノ羽久恩が静かに口を開いた。

「……。十年前に手紙を送る、と約束していて今まで連絡できなかった《親友》がいる」

（ああ、凜がこれ以上ないくらいに驚いている）

　そんな反応をどう受け取っているかは、音ノ羽久恩からは読み取れないが。

「……え？　先生、つまりそれって……っ」

「だから、先生と言うのは禁止だ。今後、一度言うたびに一銭せんの罰ばつ金きんとしてはどうか」

　凜が黙る。一銭は大体お団子一皿くらいだ、そのくらいなら十分な給金を渡しているし、困ることはなかろうに。仮に米が一俵ぴよう買える一円であろうが、司生が出してやる。

　──しかしこのままでは凜の親友は音ノ羽久恩で決定してしまい、不ふ愉ゆ快かいなので、司生も思い出を語ってみた。

「ああ地蔵尊の話は未いまだに僕の心に染みこんでるよ」

　凜は目を丸くして絶句してしまったが気にしない。

「見守ってるからね。初めて出会った幼い日、ずっと護ってやるからって約束した通り、僕は大切にし続けているんだ」

「……え？　ええ!?」

　凜はかなり動揺している。音ノ羽久恩と司生のどちらが《親友》なのか混乱しているのだ。

「……なんのお話ですか？　伯爵」

「ただの独り言です。お気になさらず」

　にっこり笑顔でごまかす司生を音ノ羽久恩は睨んできたが、何も言ってこなかった。

「……二人とも背格好だけでなく、過去や思考も似てる……？」

　こんな胡う散さんくさい男と似ているなんで、心外だ。しかし音ノ羽久恩も同意見のようで、かなり不愉快そうに眉み間けんに皺しわを寄せている。

　先ほどから僅わずかな表情の変化も見み逃のがさないように音ノ羽久恩を警戒しているが、胸きよう中ちゆうはわからないままだ──司生相手にここまで隠せるとは、一体なんなのだこの男。

（──というか、やっぱり凜の素す性じようをわかっていて近づいた、か……音ノ羽久恩）

　凜の前で十年前の話をしたのは、確認を取るためだ。ますます危険だ、と確信する。

（しかし、どこぞの探偵に依頼したという話は聞かない……どうやって凜が僕のところにいると調べた？）

　凜を河かわ村むら定てい静せいのところから引き取ったことは、知る者すべてに緘かん口こう令れいをしいている。凜には申し訳ないが、《親友》が凜を捜しあてるのは無理なのだ。

（……まさか、自分で調べたのか？　どんな手で？　どんなルートを使った？）

　探偵業なぞは大たい概がいが破落戸ごろつきや臑すねに傷を持つ者ばかりで、司生のように血筋も地位もすべてがしっかりしている者は他にいない。しかし、それなりに蛇じやの道は蛇へびでいろいろな情報は耳に入ってきているのに。

　もっともそれらは、凜には内緒だ。汚い世界は見せたくないから。

（……僕が知らない情報源を持つとしたら……本当に、何者だ？　この男）

　考えれば考えるほど、怪あやしさばかりが噴き出してくる。司生すら読めない、完かん璧ぺきに内心を隠した笑えみといい、音ノ羽久恩の何もかもに心の中で警けい鐘しようが鳴っている。

「……あ、司生。警部さんがいらっしゃったみたいです」

「ああ、そんな時間」

　窓の方を向いていた凜が外の様子に気づいたらしい。これ幸い、と音ノ羽久恩を振り返った。塵ちりはさっさと外に掃はき出さなければ、家の中がホコリ臭くなる。

「ということで、大変残念ですが音ノ羽久恩殿、そろそろお引き取り願えますか？　有意義な歓談ができていやまったく楽しかったです。もう、二度と来ないでください」

「え……？　司生、全然笑ってなかったじゃないか……恐こわかったですよ？」

　鈍にぶい凜は、余計なことを喋らないでほしい。音ノ羽久恩が口を挟んできた。

「後学のために、探偵のお仕事見学をさせていただきたいのですが」

「大変迷惑です、一刻も早くお帰りを」

「実は、《怪かい盗とう》の盗むものに共通点を見つけまして」

「えっ!?　本当か!?　ならば是非とも同席を!!」

　音ノ羽久恩の言葉に、前のめりになったのは、ちょうど部屋に飛び込んできた青年だ。

「……こんにちは、藤ふじ田た五ご郎ろう警部補」

「藤田五郎というと、抜ばつ刀とう隊たいの？　元新撰組齊さい籐とう一はじめ殿どの？　たしかにこの管かん轄かつ内である麻あざ布ぶ警察署勤務と聞いたことはあるが……」

　音ノ羽久恩が怪け訝げんに眉まゆを顰ひそめた。さもありなん、大概の人は同じ反応をする。凜が慌あわてて、手を横に振ってから説明をする。

「動乱の幕末を戦い抜き薩さつ摩まとの戦いくさの功労で表彰された彼に感動し、同じ名前を名乗ってるだけです。そもそも、齊籐一……本物の藤田五郎様はもう四し十じゆうの声を聞きますし、地位は警部です」

　音ノ羽久恩も納なつ得とくしたようだ。

　目の前の《藤田五郎警部補》は二十代半なかばくらいなので、見た目で納得だろう。いかにも良家の子息だし、戦乱の幕末を戦い抜いた齊籐一氏とは迫力が違う。

「こんにちは！　《怪盗》に関わることは、どんな些さ事じでもいいから捜そう査さの進展に繫つながる意見を請こう！　ちなみに『被害者はみんな金持ち』はなし！　わかっているから！」

「ただの勘かんとしか言いようがないのですが、それでよろしければ喜んで」

「……お茶持って来ます？」

　司生は音ノ羽久恩をさっさと追い出したかったのだが、この調子では無理だ。溜ため息いきをついて訊いてきた凜へ頷うなずいた。

「僕と君と藤田警部補の分は高級茶器を使用して。残り一人は割れかけでいいよ」

「……司生、不ふ機き嫌げんになっても仕方ないので諦あきらめましょう」

　凜を狙ねらう不届き者には一刻も早く退去願いたいのに、凜には弱いので了承するしかない。仕方なく、藤田を見た。

「──さあ藤田五郎警部補、今ちまたを騒さわがす《怪盗》が今度はどんな予告を出してきたのか、詳細を教えていただけますか？」

「おお……っ、そうだった！　よろしくお願いしますよ黎れい千せん院いん伯はく爵しやく！」

　音ノ羽久恩の意見を真剣に聞いていた藤田警部補は、はっと司生を振り返った。そして抱かかえていた大袋を逆さまにして、資料を机き上じようへばさばさと出す。

「極秘情報も含め、全部持って来た！　大丈夫、父上は警視庁でも五等の権ごん中ちゆう警視で陸軍の中ちゆう尉い相当の高級官かん史りだから！」

「ありがとうございます藤田五郎警部補。さすが親の臑を遠えん慮りよなくかじる潔いさぎよさには、いつもながら感嘆します。到とう底てい、僕には真ま似ねできませんよ」

「ありがとう！　褒ほめていただき恐きよう悦えつ至し極ごく！　なんとしても《怪盗》を捕つかまえましょう！　なっ、凜君！」

「え？　オレ？」

　えいえいおー、と嬉うれしそうに拳こぶしを振り上げる藤田警部補は、広い意味でとても付き合いやすい。他の良家の者たちは、司生ら黎千院家の前でのみ凜を優秀だ有望な将来の大番頭だともてはやすが、裏では軽かろんじていたり悪口を言っていて司生は軽けい蔑べつしていた。

　しかし、この青年は裏表がなくいつでも全力投球で、出来不出来はともかくその一生懸けん命めいさにとても好感が持てた。

（僕の探偵業に都合のいい情報も、普段から惜おしみなく提供してくれるし……）

　情報に事欠かないのは、藤田警部補のおかげでもある。

　凜にも説明した、《怪盗》を捕まえるのが楽しいから引き受けたのはもちろんだが、藤田警部補の手柄にしてやろう、と考えたのもある。人がよすぎて、叩たたき上げの同どう僚りように手柄を横取りされることが多い好青年だから──いや、ドジでおっちょこちょいなのも、藤田警部補の憎にくめないところではあるのだけれども。

　凜を大事にする人を、司生は大事にしたい。
















「でっ！　これが《怪盗》から届いたカードです！　いつも詩文を送ってきます！」

「……詩？」

　机の上の資料を説明する藤田警部補へ、凜が怪訝そうな表情をする。

　司生も現物は初めて見るので覗き込み、ふむ、と顎あごに手を添えた。

「《アラたなるチカラをヘしトラがイダく、ツキのナミダ。ウミへカヘる》……《新たなる力を得し虎とらが抱いだく月の涙。海へ還かえる》？　……何この文章」

「次の予告……？　いつもこんな感じの文章なのですか？」

　凜が尋たずねると、藤田警部補は拳を握にぎって大きく頷いた。

「ああ！　いつも詩のごときゆえ、偉えらい文学の先生にも《怪盗》の人物像の予想を立てていただいてる！　いつも一緒で『言葉が書けて読める人』だそうだ！」

（……どこの偉い文学の先生だよ……）

　今やこの国の識字率は九割を超えているというのに。凜なんか、十年前にはすでに漢字も読んでいた。

「この文面だけでは特定の屋敷を一点集中で護ることができないね」

「警察の力が分散してしまっていることも、捕まえられない大きな理由でしょうか」

「えええええ!?」

　司生と凜が話せば、藤田警部補がショックを受けている。反応が面白い、とは言わない。

「他のカードも見せてもらえますか？」

「詩文のことだな！　わかった！」

　さらに、内容を予告ととらえられないところがもう、《怪盗》に勝てる気がしない。

　藤田警部補ががさがさと封筒から取り出した予告カードは皆、同じ紋もん章しようと文字が使われている。刷すった跡があるので、木版か何かで用意したのだろう。

「洋風の紋章を使うとはお洒落しやれだね。……癖くせがない文字は読みやすい、何かを模も写しやしたのかもしれない」

　新聞や広告から必要な文字を切り抜いて使わないのは、見た目重視か。

　過去の予告カードを見比べていた凜が、司生を見上げた──何かに気づいたのだろう、すぐに顔を寄せて説明を求めれば、呟つぶやくように言った。

「……《トリのコヘ、タカきアサヤけのナカ、アカきイカり》の詩文に、《ハクヘンタつムこふ、カガヤけるタイヨフのカケラ》……ということは」

「ああ！　俳はい句くではないということだなっ！　警察を混乱させるために詩文を書くとはなんというずる賢がしこいやつ！　ところで季語は『コへ』と『つムこふ』かな!?」

「はいはい、藤田警部補、あいかわらず鋭いです」

　司生が笑顔で制止する。藤田警部補の意見は混乱を招いても決して参考にはならない。

「……これ、警察を混乱させようとしてるのではなく、次に狙われる相手へのみ向けられた、予告メッセージですよ」

「は？」

「なんでそう思ったんだい？」

　凜の言葉につられ、司生もカードを読む。凜ががさごそと、手にしていた書類を取り出した。これは帰宅時に小こ脇わきに抱えていたものだ。東とう京きよう書しよ籍せき館かんで調べたものだろう。

「司生に見てもらおうと思っていたのですが……。過去の新聞の記事です」

　言われて読めば、それらは《怪盗》に狙われた富ふ豪ごうの一覧と盗まれた秘宝の説明だった。なるほど、とすぐに納得した。

「《鳥の声、高き朝焼けの中、赤き怒り》の時は、鳥と羽ば伏ふし見みの戦いで勲くん功こうを得た樺かば山やま子し爵しやく宅から赤あか不ふ動どうを盗まれていたね」

「はい、【鳥】は鳥羽、【高き朝焼け】は、恐らく鳥羽伏見で勝った意味で、不ふ動どう明みよう王おうは【赤き怒り】だと思います」

「そうだね、それで《白はく煙えん立つ向こう、輝ける太陽の欠片かけら》では、富豪の黒くろ田だ氏宅のルビーが盗まれていた……となると？」

「黒田氏は、機関車事業で財を成なした御仁なので【白煙立つ】は機関車、あとルビーを太陽の欠片として信仰対象にする国があると書物で読んだことがありますので……」

「なるほど。……と、なると」

　さすが、司生の自慢の凜だ。

「つまり凜の言うように、これは次に盗まれるであろう財宝を持っている者に向けられた予告だね」

「直接、当主へ送ればいいのに警察にしか予告しないのは妙ですが」

　凜が指摘する。司生は、自分の顎に手を当てて考えた。

「そうなんだよねえ……。なんで、当主でなく警察へ予告状を送るのか……」

「まるで事件を、詳しく調べてもらいたがっているみたいですよね」

「けっ……警察に恨うらみがあるとか？　一生懸命やってるのに……っ！」

　凜の呟きで、藤田警部補がショックを受けている。彼はそうでないが、多くの警察は威い張ばりくさったドジョウ髭ひげ、などと庶しよ民みんに揶や揄ゆされ嫌きらわれているので、可能性は０ゼロではない。

「けれど──本当に、当主たちは知らされていなかったんでしょうか？」

　考えていた凜が、ふと司生へ尋ねる。

「どういうこと？　つまり、富豪が隠しているだけで、本当は警察と同じく予告状が届いていると？」

「《怪盗》に財宝を盗まれた富豪の名前を見ると、警察の上部に親しん戚せきがいる家ばかりです。秘宝がある家の当主は少なからず心配になるでしょうし、《怪盗》の情報を集めようとする可能性はありませんか？」

「ああ……」

　警察や秘宝を持つ富豪らの心理を予想した《怪盗》は、あえて足がつきやすくなる何カ所にも手がかりは送らないということか。

「──たしかに。藤田警部補がこうして僕のところへ《怪盗》に関する資料を持ってくることができるのだから、他の富豪も同じことをしていると考えた方がいいだろう」

「えっ!?　しかしそれは父上が高級官史であるからできることで！」

「盗まれた富豪はみな、高級官史の親戚を持っていますよ」

　驚く藤田警部補へ、トントン、と指でついて名前一覧を見せる。

「──藤田警部補、《怪盗》に関する資料を見たい、と願い出た富豪が、すでに秘宝を盗まれた家以外にあるか、調べることはできますか？　今後、《怪盗》に狙われる可能性がある。なので、そちらの家の警戒をお願いします」

「了解しましたっ！！！！！」

　司生が言えば、びしっと最敬礼をして藤田警部補が了承をする。

「いや、司生。それだけでは絞しぼり切れていないと思います。秘宝でなくとも、大名家や公く家げの出身だと代々伝わる財産がありますし、《怪盗》に狙われていないにもかかわらず心配で警察へ助けを求めている可能性はありませんか？」

「たっ確かに！　現在ですでに九く条じよう家、徳とく川がわ家、島しま津づ家、鍋なべ島しま家からの警備要よう請せいが来ているのでっ！　警察官を大量投入し、《怪盗》の侵入を阻はばもうとしているところだっ！」

　別に《怪盗》は、その四家から家宝を奪うと明確な予告をしていないので、阻むも何もないのだが。

　見落としはないか、少し考える──にしても、先ほどから気になるのは、音ノ羽久恩だ。壁の華はなとなり司生らのやりとりを聞いている。

（さっさと帰ればいいのに）

　何が気に喰くわないって、ことあるごとに馴れ馴れしく凜に接することだ。書く物を探せばぱっと渡し、重い本を書棚の高いところから取ろうとするのは勝手に手伝う。

　一番気に喰わないのは、司生の目を盗んで、より凜と仲良く親密に談笑していることだ。一体何様のつもりか。

（凜が見ていない隙を狙って、蹴け飛とばしてやろうか）

　これ以上、大切に育てている凜に近づくのなら、野の良ら犬の餌えさにしてやると心に誓ちかう。

「凜、過去の予告状を踏ふまえて、今回の予告をどう読み取る？」

「え？　はい……そうですね」

　音ノ羽久恩が凜の肩に触れたので、殺す勢いで睨にらんで問う。司生は、悪い虫は老ろう若にやく男なん女によ、すべて凜に近寄るのを許す気はなかった。

「《新たなる力を得し虎が抱く月の涙。海へ還る》……虎が何を意味しているのか……。伝染病の虎コ列レ剌ラ菌きんのことでしたら、医い療りよう関係……その近辺ですが」

「あとは、和わ菓が子し屋を指してるかもしれないしなっ！」

　気づいた、と嬉しそうな藤田警部補には残念だが、『虎とら屋や』は関係ないだろう。

「虎列刺が抱いてる月の涙？　何それ、月は十二カ月のうちのどれかって意味？　一番虎列刺が流は行やる月？　海へ還るは？　……虎列剌菌を海に流す……海？」

「司生、道徳的にそれはどうかと」

　凜が即行で指摘し、藤田警部補が力説する。

「わかった！　月と海を題名にした菓子が『虎屋』にあるんじゃないか!?　で、月の菓子に海の菓子が捻ひねり合ってそれが美お味いしそうじゃないから泣けてくる、という意味ではっ!?」

「あーなるほどー」

　取りあえず返事だけはしておいた。『虎屋』を警備するかどうかは藤田警部補の判断に任せるとして、司生は止めも勧めもしない。

　司生としては、それより何より、音ノ羽久恩が凜へ何やら耳打ちしているのが気になる。

「うちの子に、ふしだらなことを吹き込まないでくれませんか？　音ノ羽久恩氏」

「──もっと、過去に盗まれた秘宝とその被害者の背景をじっくり調べた方がいいのでは？　と助言させてもらっただけだが」

「司生、別にオレは婦女子じゃありませんよ？　何心配してるんですか？」

　凜も反論してくる。ああ、腹立つ。

　しかし、不愉快であっても音ノ羽久恩の言うことは一理あるので、司生は『音ノ羽久恩、凜から離れろ』という気合い十分で、顔を寄せて凜の持つ書類を覗き込んだ。

「……当主のみしか知らない秘宝……。そもそも、何ゆえに隠すのでしょうかね？　門外不出ならともかく、秘密というのは怪しすぎる」

「あ、そうですよね。まるで知られたら都合が悪いみたいだ」

　なんでだろう、後ろめたいとか……？

　司生が感じた違和感に凜が同意したので、推測できうる理由を考える。

　顔を上げれば、じっと心配そうに凝ぎよう視ししている藤田警部補と視線が合った。

「藤田警部補、お願いがあります」

「なんでありますかっ！　親の七なな光ひかりでできることならなんでもっ！」

　拳を握りしめる熱血漢の藤田警部補は、心意気だけは司生と凜に負けず劣らずだ。

「そうですね、素す晴ばらしい、お願いすると思います。──《怪盗》に秘宝を盗まれた富豪と、話をすることは可能ですか？」

「えっ？」

　しかし、藤田警部補の表情が曇くもる。これも予想の範はん疇ちゆうであったので、次の返事を待った。

「実は……っ、被害に遭あった富豪は皆が揃そろって『家の名前が汚れるからこれ以上騒ぎたくない』と内緒にしたがってます……っ！　警視局にも非協力的でして！　それが捜査が進まない大きな要因でもあるのですがっ！」

「まったく……権力者は気難しいったら」

　やましいことをしてる、と宣言しているようなものだ。

「では、《怪盗》に狙われているであろう富豪を予想するので、そちらへ僕が話をしに行けるようにしていただけますか？　無理なら、お得意の親の七光りを存分に使っていただけるのをとても期待しているのですが」

「えっ!?　これから狙われるであろう富豪ですかっ!?　わかるのですか!?」

「予告状から推理しますよ。ただし、『当家の家宝が盗まれないか心配だ』とすでに相談に来ている富豪はすべて教えてください。細かく調査しますので」

「父上の力を借りれば百人力！　任せておいてください！」

　藤田警部補は満面の笑みを向けると、力強く胸を叩いた。

「自分、父上の力を警察内で最も有意義かつ最大限に利用しているという自負がありますから！　きっとよい返事を持ってこられるでしょう！」

「ありがとうございます、さすが藤田警部補。期待していますよ」

　ハラハラしている凜の横で、にっこり笑ってお礼を言う。
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「なぜ、貴方あなたが一緒にいるんです？　音おとノの羽わ久く恩おん氏」

「後学のために。当家にも秘宝があり、《怪かい盗とう》に狙ねらわれる心配があるので」

　ガラガラと走る馬車の中で、凜りんの前に座る男をじっと睨にらむ。司し生きの、迷惑を訴うつたえる視線に気づいているであろうに、音ノ羽久恩は平然と馬車に乗り込んできた。

　──結局。

「け……っ、けどさ！　今はほら、久恩はオレの独語の先生になってますし……！」

（君がそうやって庇かばうのが、何より不ふ愉ゆ快かいなんだよ）

　凜が司生の顔色を窺うかがうので余計に音ノ羽久恩を睨んでやれば、優越の笑えみを向けられた。

「その通りです、伯はく爵しやく。仲良くしましょう」

（しらじらしい。凜の前では好青年ぶって）

　とんでもない男だ。まさか、父に直じか談だん判ぱんをするとは──しかも一体どんな手段で手に入れたのか、独駐日大使の推すい薦せん文ぶんまで携たずさえていた。

　そのような状況で、断れるはずがない。しかも、音ノ羽久恩は独人よりも医学の専門用語に詳しく発音も流りゆう暢ちようなので、家庭教師を断る理由が見当たらない。

「……で、音ノ羽家の家宝で、《怪盗》に盗まれそうなものとは？」

「それは言えません。伯爵が《怪盗》であれば狙われてしまうので」

「安心したまえ。仮に僕が《怪盗》であっても、絶対に君になんか近寄らないから」

「エドガー・アラン・ポーの作品を何冊か、初版で所持していますよ。むろん、史上初の推理小説『モルグ街の殺人』もあります」

「…………」

　司生がヨーロッパ留学中に、アメリカ人の知人から借りて読んではまった本だ。金を積んでも入手は難しいので、一瞬本当に盗みに入りたいと思ってしまった。凜が食いついた。

「えっ？　すごい、オレが借りたいくらいだ」

「他にも日本に入ってきていない舶はく来らいの本があるから、借りに来るといい。語学の勉強にもなるし。英語、独語、仏語の本が揃そろっている」

（あー、凜のためにも駄だ目めと言いにくい……）

　腹の立つことに雑学にも秀ひいでていて、何かとソツがない。

「久恩は、日本でまだ知られていない外国の話をしてくれるから、聞いてて楽しいよ」

　そして不愉快なことにすっかり凜は懐なつき、名前を呼び捨てにして敬語も使わなくなっている。さらに《親友》捜しはやめたのか、今ではまったく口にしなくなっていた。

（父も母も兄も、凜を大切にしてくれるから、と音ノ羽久恩をすっかり気に入っているし……）

　僅わずか数日で、仲良くなりすぎだ。司生と二人きりの時でも、凜は音ノ羽久恩の話をよくする。すっかり凜は、音ノ羽久恩を優秀で信頼できる先生であり良き友人として認めているようだ。勉強が終わっても、一緒に寄よ席せや、上うえ野のにできたばかりの動物園に行ったりしている。今度、汽車での旅行に誘われたと聞いているので、それは音ノ羽久恩を叩たたき斬きっても断固反対するつもりだが。

（僕の殺気めいた苛いら々いらがわかっているらしい凜が、一生懸けん命めい愛あい想そを振りまくのは可か愛わいいけどねえ……。寂さびしいよね）

　なので、それは楽しいのだが──そうではなくて。

　凜がそうだ、と手を叩いた。

「藤ふじ田た警部補が、予想以上に頑がん張ばってくれてよかったですね……っ！」

「そうだね。家宝を《怪盗》に狙われる可能性を憂ゆう慮りよする富ふ豪ごうだけでなく、先日秘宝を盗まれてしまった樺かば山やま子し爵しやくにまで話を聞けるようになったとは」

　本物の藤田五ご郎ろう氏に会えるように手配したのが効きいたのかもしれない。感激して興奮した藤田警部補は何を考えたのか、背中に誠まことと書かれた新撰組のだんだら羽ば織おりを準備して現れ、藤田五郎氏（本物）に握手をしてもらっていた。

　まさか自分の父や一族が幕末に激げき闘とうした相手へあそこまで傾倒できるとは、そうそうあり得ない規格外すぎる薩さつ摩ま男子である。

「《怪盗》に家宝を狙われることを危き惧ぐしているのは、北きた村むら子爵家……だよね？」

「はい、鎖さ国こく時代も長なが崎さきの出で島じまに出入りしていた蘭らん学がく者しやが先祖におり、現在は虎コ列レ刺ラ研究に資金援助をする富豪で、予告状の内容に当てはまります」

「うんまあ、推測の域を出ないけどね、当たりの自信はあるよ」

　凜が資料を手に報告する内容に、司生は頷うなずく。次に狙われるのは北村家の気がするのだ。凜は首を傾かしげる。

「ただ──もう一件の神かみ代しろ家は、華族ではなかったような……」

「子爵に内定はしてるよ。元々が商人だけど特に開国のち異国との貿易に成功し、巨満の富を得た富豪だ。樺山子爵や北村子爵と交流があるし、事情を聞きたい」

「この神代子爵を候補に入れたのは、どうしてですか？　司生」

「んー……。勘かん？　《新たなる力を得し虎とらが抱いだく月の涙。海へ還かえる》って、なんだか舶はく来らいものの印象があってね。本当に、なんとなくなんだけど」

　司生は答える。凜を見ているふりで音ノ羽久恩の反応を窺っていたのだが、まったく雰ふん囲い気きが変わらなかった。内心で舌打ちをする。

（──怪あやしいんだ、この男が）

　凜の家庭教師をしている間に、何かあったわけではない。あれば即刻首にできている──ではなくて。やはり隙すきがなさすぎるのだ、普通の教師ではない。

（常人なら、必ずある人間ならではの無駄な動きが、一つもない。いつも緊張した雰囲気が張り巡めぐらされていて、相変わらず感情が読めない）

　人の心は表情に出る。脳で考えたことは目や口の動きに反映されるから、誘導である程度の心理操作は可能なはずなのに、音ノ羽久恩はそんな《手段》が何一つ通用しない。

（警戒を解とかず本心を隠している、という明らかな証拠だ。一体、何を考えて凜に近づいた？）

　司生の視線にはとっくに気づいているだろうに、音ノ羽久恩は平然とした様子で窓の外の風景を眺ながめていた。

「──ああ、神代邸ていに着いたようだ」

「わあ……すごい。旦だん那な様の邸宅みたいに大きい……日本家か屋おくだ」

「我わが家やは母の趣味で、洋館も敷地内にあるけどね」

　特に凜を可愛がっているその母が、凜のお供で音ノ羽久恩を茶会に呼んだと聞いた時は、絶望と危機感しかなかった。

　馬車は大きな正門を潜くぐり、重厚な日本家屋の玄関でようやく停まる。すでに使用人が控えていてお辞じ儀ぎをして待つ──中で、藤田警部補が手を振っていた。

「ようこそ！　ようこそ黎れい千せん院いん伯爵！　すでに樺山子爵も北村子爵もお待ちかねです！」

「ありがとう、ご苦労様。藤田警部補」

　従者が慇いん懃ぎんにドアを開いたので、司生が最初に、次に凜を降ろすのに手を添えてやった。

　基本的に客は何をおいても優先するのだが、音ノ羽久恩は客ではないので無視だ、降りたければ勝手に降りろ。

「おお！　音ノ羽君もいたのだなっ!?　いやはや先日教えていただいた、独逸であったという銀行強盗の話、犯行方法も解決法も非常に勉強になりました！　さあ今日はどんな話をしてくれますか!?　できれば警けい備びの裏をかい潜るような犯罪がいいですっ！」

「勉強熱心ですね、藤田警部補は」

　ただの好奇心にしか見えないが。何せ、身についていない。

　いつの間にか藤田警部補まで、音ノ羽久恩と懇こん意いになっている。司生の家の使用人らもおおむね音ノ羽久恩には好意的だ。嫁よめ入いり前の女性にも過度に接することはない紳しん士しで、役者のような美男なのがいいらしい。

　男の使用人らも親切丁てい寧ねい、かつ舶来ものの機器製品、例えばまだ一般実用化はされていないが屋敷にある電話機や時計、ミシンまでも扱い方に詳しいということで、音ノ羽久恩に絶対的な信頼を向けていた。

（毎日入り浸びたっても、迷惑どころか大歓迎されている……っ）

　──今や、周囲で音ノ羽久恩を嫌きらっているのは司生のみという状況である。

　大玄関へそのまま招き入れられるのかと思えば、通り過ぎて庭へ案内された。

　黙だまってついていく──大きな池もあり、個人邸宅とは思えない広さである。

　──まあ、司生の実家も負けないが。

「ねえ凜。音ノ羽久恩君が《怪盗》に盗まれそうと心配している家宝って何か聞いてる？」

「いいえ、まさか本当に舶来の本とは思えませんよね？　なんでしょう」

　本人に訊きくのは嫌いやなので凜に尋たずねたが、わからないようだ。藤田警部補に捕つかまり外国生活の話をしている音ノ羽久恩を確認し、その隙にいろいろと訊いてみた。

「そもそも君、最近は音ノ羽久恩とばっかり仲良すぎだよ、何が楽しいんだい？」

「え？　そうですか？　オレが一番一緒にいるのは、司生だと思うんですけど……」

「当たり前だよ。僕が君をどれだけ大事にしていると思っているんだい？」

　ぽっと出の不ふ審しん男に負けたら、死ぬしかない。

「……で、君が捜していた《親友》だけど。どう？」

「司生か久恩だと確信してますよ。けれど二人ともが明確でなくて曖昧なんです」

　司生が黙っていたら、凜が空を仰あおいだ。

「二人のうちどちらかならもう、《親友》が誰だれであるか捜さなくてもいいかなっと。側そばにいてくれるのだし──大好きで大事なのは変わらないから」

「そう言ってくれると助かるよ。はっきり言えない事情があるんだ」

　司生の本ほん音ねには、凜が困ったように笑った。

「まあ、久恩と親しくなったのは、そんな《親友かもしれない》というオレの気持ちもあるんですけどね。だからより一層の親近感を持って付き合えてます」

　付き合わなくてもいいのに、と司生は心の中でかなり強く念じた。

「後は……。オレの知らない世界の話をしてくれて、楽しいです。それで、なんとなく」

「なんとなく？」

　曖あい昧まいすぎる返答だ。さらに説明を求めれば、凜は考えつつ口を開く。

「一緒にいると、ホッとするんです。口数が多くはないけど、考えていることがわかりやすいというか……オレの気持ちも、久恩はわかってるみたいだし」

（わかりやすい？　僕は、まったく読めないけど？）

　凜の返答に驚いた──では音ノ羽久恩は、凜の前でだけは素になるのだろうか？

「……凜と二人っきりの時は、様子が違うの？　音ノ羽久恩君ってどんな性格？」

　不本意ながら、授業やその他で二人きりにしているのが悔くやまれるが。

「え？　司生と接している時と、なんら変わりないですよ？」

（それでなぜ、あの男の心がわかる？　凜、すごすぎだろう）

　歩きつつ黙った司生のそんな疑問に気づいたのか、凜が慌あわてて、あはは、と笑う。

「いや、もちろん……。！　心と心が通じ合ってるとか、そんな深い仲ではないです、なんとなく」

「よかったよ」

　あんな男とそんな関係になっていたら、司生は音ノ羽久恩を今ここで処刑だ。

「なんと言うか……たぶん、心の奥底に抱えてる孤独とか不安とか……弱い部分が、似てるんだと思います」

「────」

　思わず凜の顔を覗き込んだ──笑顔だけど、寂しそうに感じる。

　鹿しし威おどしの音が、余計に寂せき寥りよう感かんを引き立たせた。もしや、の不安を訴える。

「……凜。僕や両親……黎千院家は、君につらい思いをさせてるのかい？」

「!!　いいえ、それはありません……！　黎千院家にお世話になっているおかげで、オレはとても幸福で……っ！　何も不自由していません！　そうじゃなくて……」

　慌ててブンブンと首と手を横に振り、凜が司生の心配を否定する。よかった、もし黎千院家が凜にとっていづらければ、母が泣く。司生と父と兄はショックで寝込むし。

「……うーん、今が幸せすぎるから、不安になるというか。たまに思い出すんです、孤独だった時を……すると幸福だからこそ、恐こわくて仕方なくなる」

　ぽそりと呟つぶやく凜は司生に言うというより自分に告げているようだ。

　踏ふみ石を歩きつつさらに凜は続けた。

「できすぎなほどの幸せですから、もしかしたらこれは自分のただの願望──夢かもしれないって考えてしまうんです。本当は、目覚めたらオレはまだちっちゃいままで……孤こ児じ院いんに入る前の、神社の軒のき下したで野宿してた時が本当の自分なんだ……とか」

　苦笑して告げられた話に、司生は眉まゆを顰ひそめた──これは、ショックだ。

「せめて、孤児院だといいなあって思いますが。──あ、大丈夫ですよ？　目が覚めても落ち込まないように、今の幸せこそが奇き跡せきって、毎日ちゃんと自分に言い聞かせてます」

「……凜」

「で、久恩とそういうところが似てる、というのではなくて……」

「当たり前だろ、音ノ羽久恩君は凜とは違う。断じて」

「……司生？」

「──断じて、君の代わりも君ほど大切な子も、いないんだよ……」

　溢あふれる感情を押し殺して言うと、凜が息を吞んだ。

「……えと、つまり、久恩も現実ではなく、過去に生きている……そんな感じがするというか……司生？」

　司生は、凜の口を押さえる。きょとん、と疑問の瞳が向いたので、じっと見つめた。

「現実だから」

　静かに、しかしはっきりと告げる。

「……今が君の現実で、十年前までが悪夢と思ってほしい。君はこれから、生しよう涯がいずっと幸福でい続ける権利がある。僕も黎千院家も全力で君を幸福にする」

「いやいや……っ、ただの使用人に、もったいなさすぎですよ、司生……っ」

　凜が慌てて首を横に振るのを、司生はさらに遮さえぎった。

「君は、ただの使用人じゃないよ。だって僕はずっと前に、護るって約束したんだから」

　それは何があっても、絶対に変わらない。
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「ここ！　ここにいます！　さあどうぞ！　別に怪あやしいことはありませんからさあ！」

「え？」

　凜りんが司し生きの意味深な言葉を聞き返そうとした時、目の前の立派な蔵くらへ藤ふじ田た警部補が突っ走っていった。案内をしていた女中も驚いているが、気にしていない。

　相変わらずの元気いっぱいな気合いに、凜はいつもながら感心してしまう。

「……ま、続きは家に帰ってからね」

　溜ため息いきをつき、司生が凜の耳に触れてから先に行ってしまう。思えば引き取られた当初から、耳たぶや頰ほおをふくふく、と揉もまれていた。

（今が現実って言われても……拾った宝くじが一等で、それが毎年のように連続しているような状況だし……）

　人は幸せすぎると不安になる。今がずっと続いてほしすぎて、足あし下もとが不確かに感じるようになるのだ。どうしてこんなに恵まれたのか理由を探してもわからなくて、『夢かもしれない』と結論づけてしまう。

（……久く恩おんに対する思いも、本当なんだけど）

　司生へは上う手まく説明できなかった。なんと言うか──司生は凜にとって頼れる存在だが、久恩はそうではない。年上なので失礼とは思いつつ、自分と同じ目線でいられる《同等の人間》だった。

　勉強も外国の話も凜の知らない世界を教えてくれるし、人生経験の差は歴然だ。それは司生とも通じ、尊敬しているが。

（……ただ、なんで二人は仲が悪いんだろ）

　司生が一方的に嫌きらっていて久恩は相手にしていない、と黎れい千せん院いん家の家職につく者たちは思っているようだが、そうじゃない。久恩も司生を嫌っている、凜にはわかる。

（同族嫌けん悪お、というものがあるけど……それかな？）

　久恩と似た心を持っているのは凜の方だ。となると司生と久恩は水と油というものだろうか。いやそうなると、久恩と心が似ている凜も司生と合わないということになるが、それは絶対にない。

（司生や黎千院公こう爵しやく様や奥様に申し訳ないよな、相性の良し悪しを疑ったら。孤こ児じのオレをこれ以上なく大事にしてくれているのに）

　だけど、凜が初めて会った時から通じるものを感じたのは久恩だけだ。初対面でいきなり近づいてくる輩やからとそのまま車に乗るなど、相乗りでもない限りあり得なかった。

「黎千院伯はく爵しやくは、私のことが苦手らしいな。私としては凜に嫌われていなければいいが」

「嫌っていたら、家庭教師はお願いしないよ」

　司生と藤田警部補はすでに中に入ってしまい、凜は寄ってきた久恩と一緒に蔵へ向かう。

「……ありがたいな」

　久恩が微笑む。これは、確かに司生の前では見せない表情だ。きっと自分と同じく自然体なのだろう。

　──凜の安あん堵どや不安を久恩は正確に理解してくれている、という気がするのだ。

「凜が話をつけてくれてよかった。いつもそうだな、到とう底てい無理なことでも、凜が頼めば黎千院伯爵は渋しぶ々しぶでも私を受け入れてくれる」

「オレがもし久恩の立場だったら、と思うと協力したくなるだけ」

　ポケットにそっと手を伸ばせば、十年間肌はだ身み離さず持っている懐かい中ちゆう時計の冷たく硬かたい感触が指に当たる。

　十年前に出会った《親友》が一体誰だれなのか知りたい気はするけれど、確認する必要はないかもしれない、と思う最大の理由があった。

　──司生か久恩、どちらであるかを、確信しているのだ。

「蔵であったのは昔で、今は居住しやすいように改良しているような」

「みたいだね、舶はく来らいの大ランプが置いてあったり、長時間でもいられる感じだ」

　重厚な鉄てつ扉ぴが開いたままの入り口を潜くぐる。その奥にある木の扉とびらもすでに開いていて、女中に中へと案内された──老人が二人に若い女性が一人、待っていた。

「……お噂うわさはかねがね。黎千院伯爵。お父上の公爵にはお世話になっています」

「とんでもありません、ご無理を言いお邪じや魔まして、申し訳ありません神かみ代しろ様」

　司生が役者のように笑えんで挨拶をしている最中だ。その間に、凜はぐるり、と蔵の中を見回す。

（見える範囲の二階の壁には、一階同様に財宝秘宝が整然と並んでいる）

　一階の中央には猫足の上品な応接セットが置かれていて、一人がけのソファから立ち上がった老人が、司生へ握手を求めている。神代子し爵しやくだろう。

　穏おだやかな風ふう貌ぼうだが、その眼がん光こうは鋭するどい。国でも一、二を争う大だい富ふ豪ごうだけはあった。

　三人掛けのソファに杖つえで体を支えながら座っているご老公は樺かば山やま子爵で、神代子爵よりさらに一回りは年上だろう。そして、着物のご婦人が北きた村むら子爵の身内だ。

「申し訳ありません、父が病やまいに伏ふしておりますので……代わりに私が」

「子爵のお嬢じよう様さまでしたか。本日はよろしくお願いします」

　司生にはすでに、北村子爵家はこのままだと女戸こ主しゆとなり継承者を失い爵位返上になる可能性も、という書類を渡してある。万全の笑顔での挨あい拶さつだ。

「凜、おいで」

　ふと司生が振り返り凜を呼ぶ。その時に隣の久恩を睨にらんだのには、溜息しかない。

「彼は、私の助手です。学校には通わせていませんが、家庭教師を十名ほどつけ、英才教育をしております」

「ああ、噂はかねがね黎千院公爵から聞いていますよ、大変優秀な少年だと。こんなに綺き麗れいな子とは存じませんでしたが……して、一緒にいる青年は？」

「ただついてきただけの暇ひま人じん……」

「おっ音おとノの羽わ家の！　実業家の跡取りの方です！　家宝が狙われているのでは、と心配して、本日はお話を伺うかがいに同行されたのです……！」

　あやうく司生が暴言を吐くところだったので、慌あわてて口を押さえて凜が言う。

「──よろしくお願いします」

　しかし久恩は冷静なまま、慇いん懃ぎんな様子で礼をする。そしてすぐに背後の壁かべ際ぎわへ去った。

　無礼のないようにおとなしくしている、という姿勢なのだろう。

「黎千院伯爵。わしはもう、盗まれたものは仕方ないと諦あきらめておる。よって、話すことは何もない。今日は、神代子爵と維い新しんで世話になった北村子爵に頼まれてきただけじゃ」

　樺山子爵は、幕末の数々の戦争で並々ならぬ勲くん功こうを得てきた元武士だ。やはり眼光は鋭く、戦国時代から続く大大名の黎千院家とは違う迫力がある。

「ええ。お話は聞いております。ただ、これらのご確認をしていただきたく」

　司生が目め配くばせするのに頷うなずき、凜は大だい理り石せきのテーブルの上に予告状を並べた。

　神代子爵、樺山子爵、北村子爵子女はともに落ち着いているので、すでに見たことがあるのだろう。

「この右端のカードが、樺山子爵家の秘宝が盗難に遭う直前に送られた予告です。《鳥の声、高き朝焼けの中、赤き怒り》ですが、鳥は鳥と羽ば伏ふし見みの戦いで勲功を得た樺山家、赤き怒りは赤あか不ふ動どうを指していると推察します。他の予告状も、盗まれた秘宝とその家柄のことを指していると思われますが」

　説明を樺山子爵は黙だまって聞いている。代わりに、神代子爵が口を開いた。

「……なぜ、家の中でも当主しか知らないような家宝を、この《怪盗》とやらは知っているのですかね？」

「それは僕の方が皆様に伺いたいことです。家宝について知っている者は、本当に当主以外に誰もいませんか？」

　答えると、僅かに樺山子爵の表情に反応がある。司生をそっと小突けば、微かすかに口の端で笑んだので、気づいているのだろう。

「……私は先日、この事情聴ちよう取しゆの説明で初めて父から聞かされました」

　北村子爵子女が恐おそる恐おそる口を開いた。なるほど、と司生が頷く。

「可能性として考えているのは、何かの偶然で富豪邸にある秘宝の存在を知ってしまい、魅み了りようされて盗みに入ったというものですが、しかしこの説には無理があります」

「……と、言いますと？」

　北村子爵子女が疑問を投げてくる。司生は頷き、神代子爵や樺山子爵を見た。

「何かしらの美学があるのか、他に価値の高いものがあろうとも秘宝しか盗まないのです。愉ゆ快かい犯はんに近いのならば、こんな秘ひ密みつ裏りに予告状が処理されることを選ぶとは考えにくいですし」

「なぜだ？　秘密裏に処理されるかどうかは《怪盗》にはわからぬのではないか？」

「世間を騒さわがせたければ、新聞社へ送るべきです。……美学を偏へん向こう的てきなまでに追求する者は、強いこだわりと同じくらい、自意識過か剰じようで自己顕示欲が強い。しかし、《怪盗》からはその目立ちたい願望は中途半端にしか伝わってきません」

「中途半端？」

　神代子爵が疑問を飛ばす。凜が予告状を渡せば、司生はそれを翳かざして見せた。

「こんな紋もん章しよう入りのお洒しや落れなカードを警察へわざわざ送りはするが、騒いでくれる新聞社に届いたという事実はない。送りつければ連日、大騒ぎをしてくれるのに」

「……なるほど。つまり《怪盗》の盗む動機をまず解明したい、ということですな？」

　神代子爵が確認してくる。きっと司生も思っているだろうが、この老人は油断できない。司生の力量を見み極きわめようとしているのがわかる。

　そして、凜が蔵の中を眺ながめようとすると睨んでくるのも気になった──警戒心がとにかく強いのだ。

（あ、そういえば……）

　ふと、久恩は何をしているのか、気になり振り返る。しかし先ほどと同じく正面の壁に立ち、黙って様子を窺っているだけで、横の藤田警部補と話す以外に変化はない。うっかり存在を忘れそうなほど、気配を感じさせなかった。

（子爵たちも気にしてないから……いいのかな）

　納なつ得とくしていれば、司生がさらに皆へ質問を始めたので気を引き締める。

「答えにくいことは答えなくともけっこうですが──まず、盗まれた家宝は当主しか知らない秘宝ばかりですが、なぜ存在すら他の家人には知らされなかったのですか？」

「代々、当主のみが伝えられるものだからですよ」

（噓うそだ）

　直感でわかる──何か後ろめたいことがある。司生も気づいたのか、老人二人をじっと見つめて静かに口を開いた。

「身内にすら、知られたくないもの、知られてはいけないもの……ですか？」

「えっ!?　いわくつきの秘宝!?　見た者すべてが呪のろわれるとか!?」

　藤田警部補が、びっくりして壁際からだだだ、と駆かけ寄った。

「いつも思うが、藤田警部補の発想は斬ざん新しんで面おも白しろいな。今回は心しん霊れい説か」

「先日の虎とら屋や説も、結局は警察を配置しているし……。霊れい媒ばい師しでも連れてくるんじゃないかな」

　ゆったりとした足取りで寄ってきた久恩がそっと言うのに、凜は溜息で返した。

「呪われるかどうかは不明ですが、父が言う北村家の家宝とは、先祖の蘭らん学がく本ぼんと虎コ列レ剌ラ菌きんについての書物です」

（それだ）

　凜は司生と顔を見合わせた。そうしてから、司生が一枚の予告状を指さす。

「実はこれが先日、《怪盗》から送られた予告状なのですが……。《新たなる力を得し虎が抱いだく月の涙。海へ還かえる》。我われ々われは、北村子爵家への犯罪予告であると確信しています」

「えっ!?」

　北村子爵子女が驚いた声を上げる。その背後では、老人二人が顔を見合わせた。

「ど、どうしましょう……！　大切な家宝が盗まれることがあれば、お父様がどれだけ嘆なげくか……っ、ご先祖様にも申し訳ありませんし……！」

「早さつ速そく、北村家を徹底的に警備しますのでご安心をっ！　黎千院伯爵がついてるので鬼おにに金かな棒ぼう！　盗むことができず《怪盗》はすごすご負け犬のごとく逃げ帰るでしょう！」

　藤田警部補が元気いっぱいに告げる。

「なるほど……。当家の秘宝が狙われているのではないようで……。しかし警察には是ぜ非ひとも頑がん張ばってもらい、《怪盗》を逮たい捕ほしていだたきたいですな」

　神代子爵が安心したように笑みを浮かべて言う。樺山子爵は先ほどから動かずじっと聞いているだけのようだが、北村子爵子女の動揺はおさまらない。

「まあまあ、北村のお嬢様。差し出がましいようですが、私もお助けいたしますので、どうか遠えん慮りよなく頼ってください」

「……神代様……っ、ありがとうございます」

　老人の優しい言葉を、北村子爵子女は信じたようだ。

　凜は司生に寄り、他には聞こえないように訊いた。

「神代子爵って、ああやって富裕層の華族に近づき結局は資産を騙だまし取るって噂がありますよね……？」

「騙し取るわけではないよ、華族の方が感謝して差し出すように仕向けるのが上手いんだ。ないしは、事業の協力から始めてジワジワとそれも侵食しいずれは完全独占という」

　司生は、複雑そうな表情だ。

「名門公家や大大名でもない限り、華族だって資産が少ない家も実は多い。裏で悪いことをしてでも金稼かせぎしなきゃいけない事情があるからね、誰も文句は言わないよ。爵位だけが重くのしかかり、資産をなくし、華族の地位を返上する家だってあるくらいだ」

「……人を陥おとしいれて得たものなんか、すぐに消えてなくなりますよ」

「元々が腐くさってる場所にあるものだからね、ほどよく発はつ酵こうするかも」

　冗じよう談だんめかす司生も、良いとは思っていないのがわかる。だから、凜は口を噤つぐんだ。

「ところで、神代子爵の家宝とはどういうものですか？　舶来の何かですか？」

　藤田警部補がふと思い出したように、神代子爵へ尋たずねた。

　ちなみに、藤田警部補はよくも悪くも純粋なので、仮に司生と凜の会話が聞こえていれば涙を流して、悪いことはよくない、と正義について熱く語るだろう。威い張ばり腐った官かん史りは全員辞やめて藤田警部補のような人間ばかりになればいいのに、と凜は思ったが、疲れるよ、と司生に即行でツッコまれて黙ったことがあった。

　何事も、バランスが大事だ。

「当家の家宝は歴史あるものですよ。仏像です。──ああ、そうだ、すぐそこにありますので……見ますか？」

「えっ!?　当主以外は見てはいけないものではないのですか!?　いいのですか!?」

「かまいませんよ。もしかしたら当主しか知らない秘宝、というものが盗まれるのであれば、ここにいる全員に見てもらうことで、条件から外はずれるかもしれませんから」

　神代子爵が笑顔で答えるのを聞くと、女中はお辞じ儀ぎをしてから正面の棚たなへ寄って中段に手を伸ばした。

　楚そ々そとした仕草で女中が持った木箱はそんなに大きいものではない。

「自分の手の長さと同じぐらいで、厚みもそんな感じですかね」

　藤田警部補の手を思わず見てしまったが、なるほどその通りだ。

「……え？」

　神代子爵が指示をして、女中が木箱を恭うやうやしい手つきで開ける。しかしその途と端たん、老人の表情が強こわばった。

　女中も動きが止まり、樺山子爵以外の全員が箱を覗のぞき込んだが──。

「……ない？」

「置かれたそのカードは……っ!?　っ、《怪盗》の予告状!?」

　司生が呟つぶやき、神代子爵が動揺も隠さず乱暴に木箱を奪う。そして箱の中も外もフタの内側もすべてをくまなく見て、探して──呆ぼう然ぜんとした。

「……ない？　そんな……っ！　皆が揃そろう直前に確認したのに……！」

「え……っ!?　これはどういうことですの？　《怪盗》が現れたのですか……？」

「そういうことになりますね……いつ奪われたのかはわかりませんが」

　司生は溜息をつき、箱の中に入っていた予告状を手に取る。凜は驚きのまま、そんな様子を見つめることしかできない。

　しかし、司生に手招きされてカードを差し出されたので読む。そして──驚いた。

「……《返してもらいます》と書かれてるけど……どういう意味……？」

　凜が思わず呟けば、神代子爵も樺山子爵も息を吞のんだ。司生も気になっていたのか、眉まゆを顰ひそめる──つまりこれは。

「……っ、警察だ！　早く警察の捜そう査さを！　本当に直前まであったのだから！」

「は、はい！　ただ今緊急要よう請せいを出してきます！」

　藤田警部補が敬礼をしてからすぐに飛び出していく。しかし神代子爵はさらに叫んだ。

「もしやこの中に犯人がいるのではないか!?　女中、お前しか箱に触ってないのだからお前か!?　この泥棒が！　働かせてやっている恩も忘れて！」

「とっ、とんでもございません、旦だん那な様……！」

　神代子爵が動揺も隠さず乱暴な推測をすれば、女中は泣きそうな表情で頭を横に振る。凜もそう思う、女中は無実だ。不ふ審しんな動きはなかった。

「では！　先ほどまでその棚の横に立っていた音ノ羽の若造！　貴き様さまか!?」

「私は持っていません。もし怪しまれるのであれば、どうぞ身体検査をなさってください」

　即答を聞いて神代子爵はツカツカと久恩の側へ行き、久恩の体中をバンバンと叩たたき始めた。しかしすぐに納得したのか、諦めたように離れる。

「神代子爵がそこまで心配されるのであれば、ここにいる全員が身体検査をすればよいのではありませんか？　お女中は女性同士で北村子爵令嬢とお二人で行えば問題ないかと」

　司生の提案に神代子爵は何も答えなかった。まあショックで脱力しているのだろう、気持ちはわかる。

　疑われた久恩だが、特に不ふ愉ゆ快かいにもなっておらず口を開いた。

「私たちが集まる前に、一瞬でも蔵を無人にしませんでしたか？」

「……っ、樺山子爵を迎むかえるために、しばらく離れた。そうか、その時間に盗まれたのか……っ、くそっ」

　力なくソファへ向かった神代子爵はどっかりと座り込み、額ひたいに手をあてて溜息をつく。

「にしても、予告状との関連があったのは北村子爵の方だったので、まさか神代家の秘宝が狙われるとは予想外でした」

「そうだね。……ところで、神代子爵」

　凜の呟きに司生は頷くと、すぐに神代子爵へ声をかけた。

「秘宝とは、どのようなものですか？　あの箱に入るとなると、装飾品か何かとか？」

「仏像ですよ」

　溜息のような小さな声が、ようやく凜と司生の耳に届いた。

「小ぶりではあるものの、繊せん細さいな珊さん瑚ご彫ちよう刻こくの……月がつ光こう菩ぼ薩さつです」

「あ」

　顔を見合わせる──これは、もしや。

「……っ、司生！　確か神代子爵は会あい津づ戦争で長ちよう州しゆう・薩さつ摩まの連合軍へ武器の提供をしていたはずです……！　だから、あの予告状は」

「《新たなる力を得し虎が抱く月の涙。海へ還る》つまり、月は月光菩薩、海は珊瑚、虎は白びやつ虎こ隊たいのことか……！」

「……答え合わせをすれば予告状の意味がわかるというのは、警察をからかっているからでしょうか？　秘宝の持ち主へ向けた警告」

　呟いてから、凜はそうではないことに気づいた。

「いや、奪われた後からでないと解説しにくい、というのを故意にしているのなら……」

「何をしても無む駄だだ、必ず奪う、という《怪盗》からのメッセージの意味もある、か……」

　司生が続く。顔を見合わせてしまった。

「北村子爵のお嬢様とお女中さんはどうしましょう……？　泣きそうですが」

　今気にするべきはオロオロする女性二人のことだ。

「取りあえず、お互いを身体検査して月光菩薩を持ってないか確認してもらい、その後は音ノ羽久恩君に慰なぐさめてもらいつつ、蔵から出て休きゆう憩けいしてもらおう」

「司生、ようは久恩を追い出したいんですよね」

「当たり前だよ」

　潔いさぎよいほどの即答だったので、凜はもう反論はしない。

　とはいえ司生の案には賛成だ。二人の女性は極度の不安のためか、顔色が悪い。

　凜は静観している久恩へ寄ったが、頼まずともわかってくれていた。

「私は彼女たちを連れて、ここを出た方が良いようだな」

「あ、うん。ごめん、そうしてもらえるとありがた……え？」

　なんだろうと思う──樺山子爵がいつの間にか、凜と久恩の側まで寄ってきていた。

「……？　樺山子爵……？」

「おお……おまえ……っ」

　コツ、コツ、と杖をつきながら、樺山子爵が一歩一歩前へ踏ふみ出し──そして皺しわだらけの手で服をぎゅっと摑つかんだのは、凜ではなくて久恩のものだった。

「……っ、おまえは……お前……？」

「……樺山子爵……？」

「お……おお……っ、お……」

　いきなり樺山子爵は目を見開き、皮ひ膚ふがたるみきった顔を驚きよう愕がくに変化させる。大きな口を開け、ただ低く、声を漏もらした。

「……っ、おまえ……何者だ……っ？」

「──先ほども紹介させていただきましたが、音ノ羽久恩といいます」

　震ふるえる声こわ音ねで樺山子爵が尋ねるのに、久恩が静かに答える。聞こえているのかわからないが、樺山子爵はただただ久恩の顔を見開いた目で見るだけだ。
















「……っ」

「……どうなさったのですか……？　樺山子爵……？」

「子爵!?」

　息切れしつつ、久恩を凝ぎよう視ししていた樺山子爵だが、いきなり苦しそうに顔を歪ゆがめると、そのまま倒れ込んだ。崩くずれるように、床に伏してしまう。

「っ大丈夫ですか!?　……っ！　大変……っ！」

「わっ私、お医者様を呼んできます……！」

　北村子爵子女が悲ひ鳴めいを上げ、慌てた女中が走って蔵から出て行く。

「脈が激しいですね。血圧の急激な上昇による失神でしょう」

　久恩が倒れた樺山子爵の手首を摑み、脈を診みる。応急処置をし始めたが、独医学部の出身だ、間違いはないだろう。とりあえず、安あん堵どした。

「ならばよろしいが……。にしても、一体誰が……っ」

　様子を見ていた神代子爵が、ほ、と息を吐く。しかし、そのまま安心した様子というのではなく、こめかみを指で押さえていた。

　まるでカラクリ人形が動くかのようなゆっくりとした仕草で頭を上げる。

　何かに怯おびえたような、表情をしていた。

「……貴方は、音ノ羽家の跡取りという話ですが……。樺山子爵は貴方を見た途端に、激しく動揺をされ、そして倒れた。……これは、一体……？」

　久恩に訊くというよりも、独ひとり言ごとのような言い方だ。じっと凝視してから、何かに気づいたように目を見開いた。その表情は、先ほどの樺山子爵に似ている。

「……っ！　まさか……っ!?」

（え？　え……？）

「どうなさったのですか？　神代子爵」

　凜は驚くだけだが、司生が怪け訝げんそうに声をかける。すると、はっと我に返ったように司生を見て──すぐに視線を逸そらした。

（あの目……？）

「……っ、薬があるか、訊きいてきますゆえ……っ、失敬する……！」

「あ、神代子爵……？」

　立ち去る背中へ司生が声をかけても、振り返らない。そのまま、逃げるように去った。

「……なんだ、あれ。どう思う？　凜」

「司生がわからないことを、オレが知るわけがありません」

「いや君だってかなり、頭も勘かんもいいよ。……にしても、ねえ」

　司生は深く溜息をつく。本当に、何が起きたのかわからない。

　凜は司生と顔を見合わせてから、樺山子爵を見つめる久恩を振り返った。

「久恩を見て、あの二人は動揺したけど……。何か思い当たることある？　久恩……」

「いっそ祟たたりとかでもいいよ。僕は心霊とか一切信じないけど、特例で認める」

「さあ、さっぱり理由はわかりませんが──しかし」

　凜と司生がじっと見る中、口の端に弧こを描えがくように笑んだ。

　──暗い笑みだ、と思う。

「……何か、後ろめたいことがあるのではありませんか？」

　それはなんだ、と凜は思ったが、久恩はそれ以上何も語らなかった。
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「音おとノの羽わ久く恩おん君は、何か事情があるみたいだね……」

「明らかに怯おびえてましたよね、樺かば山やま子し爵しやくや神かみ代しろ子爵は。……何かしでかしたんでしょうか」

　結局、神代家の本ほん邸ていへ挨あい拶さつしてから自宅に戻った。

　神代子爵は久恩がいないことに安あん堵どしたような表情で凜りんと司し生きを送り出したが、どのような付き合いなのか、などといろいろと訊きかれた。

『うちの助手が最近、独語を教えていただくようになったんですよ』

　司生が答えるとそれ以上は訊いてこなかったが、今は北きた村むら子爵子し女じよと神代家の女中の側そばにいるのではないか、と伝えたならば、明らかな困惑を見せた。

「音ノ羽久恩君に、神代家の女中がかどわかされたらまずい、と思っているわけではないよねえ……。あのお女中さん美人だったから、神代子爵の妾めかけってことは……」

「そうかもしれませんが、それは事件に関係ないですよ多分」

　確かに家宝の箱を触らせたり、そもそも家宝の箱がどれかもあっさりわかっていたので、十分にあり得る。というか、家宝をあの女中には見せていたのだろうか。

　司生は凜が集めた資料に目を通してから、ふー、と息を吐いた。

「あの様子だと、かなり深い確かく執しつというか事情があるのかと思ったけど、樺山子爵家や神代子爵家と音ノ羽家の間には、全然何もないんだよねえ……闇やみの情報屋にも訊いたけど」

「司生の持っているルートで見つからないのですから、本当にないのだと思います」

　それに自慢ではないが、凜だって司生に認められる程度には仕事ができる自じ負ふがある。そんな自分だけでなく司生が探してもないのだから、絶対に何もないのだ。

　茶を淹いれて司生の前に置けば、溜ため息いきをついてから優雅な仕草でカップを摑つかんだ。しかし、視線は書類の上だ

「見れば見るほど……。秘宝なのに、各富ふ豪ごうの家柄と脈みやく絡らくを感じないものばかりだね」

「北村子爵のところがいっそ驚くほど、家にふさわしい家宝でしたね」

「だから狙ねらわれなかったんじゃないの？」

「どういう意味ですか？」

《怪かい盗とう》は、変な趣味があるということだろうか？　凜のそんな疑問に気づいたのか、司生は凜の額ひたいを触れる程度に軽く叩たたいた。

「……ふさわしいということは、北村子爵の秘宝は本物の《家宝》なんだよ」

　カチャリ、とソーサーにカップを置く。

「対して被害に遭あった富豪の家宝は、不自然なものが多い。他の被害者などは神しん道どうを崇あがめている家なのに仏神の像であったり、戦国から遺い恨こんを深く残しているはずの相手方の家宝だったり。別に持っていたら駄だ目めというわけではないけど、引っかからないかい？」

　そしてあの二老人の態度。そうなると、推測できるのは一つしかない。

「……誰にも言えないところから、得た可能性……ですか？」

　盗品、と暗に匂におわせれば、司生が頷うなずいた。

「当主以外が知らない家宝。当然だよね、元々家にあったものじゃないのだから」

「滅めつ多たやたらなことは言えませんけど……ただ、《怪盗》に狙われた家に共通しているのは、当主は揃そろって同じ時期に華々はなばなしい活かつ躍やくをしています」

「一緒に悪事をしたのかねえ。皆、黒い噂うわさが絶たえない家だし」

　司生が溜息をつきながら書類を見直している。凜も何度も見たが、やはり証拠はないので推測の域を出なかった。

「けど出身地も家柄も違うんです」

「揃って黒い噂があって、同じ時期に出世してるだけで、立派な共通点だよ。あとは……」

「司生、誰だれか来ました」

　資料を丸めて司生が自分の肩をポンポンと叩いた時、玄関の方から賑にぎやかな声がする。うっかりしていた、この書しよ斎さいからは訪問者が見えるのに話に集中していて気づかなかった。

「っ昨日は大変でしたねっ！！！！！」

　だだだだだバタン！　といつも以上の賑やかさで、藤ふじ田た警部補が現れる。

「伯はく爵しやくらが神代邸を去った後に音ノ羽久恩君に遭そう遇ぐうして、みんなで身体検査をして何も持っていないか確認し合ったと聞いたから、自分も慌あわてて蔵くらへ戻って調べてもらいましたよ！　神代子爵の秘宝は出てこなかったです！　残念だっっ!!」

「ええまあ、藤田警部補が持っているとは端はなから誰も思っていませんが。というか、出てきたら犯人になってしまいます」

　それに全員を調べたわけではない、神代子爵と樺山子爵はしていないし。

「お医者様の診断では、樺山子爵は心労だと!!　今はもうお屋敷に戻られましたっ！」

「それはよかったです。《怪盗》の出現に驚かれたのでしょう」

　司生が藤田警部補に椅い子すを勧すすめる。神代家のものよりもっと豪華な仏製家具だが、すとん、と座る仕草はさすが良家のお坊ちゃまだ。遠えん慮りよがない。

「──で、その後の捜そう査さで《怪盗》の手がかりは、何か見つかりましたか？」

　司生も座り、紅茶のおかわりを凜から受け取りながら尋たずねる。藤田警部補は、差し出された洋よう菓が子しをほおばりつつ、ブンブン手を振った。

「いやそれが……っ、捜査が中止になったんですよ！　神代子爵から先ほど、正式に通告がありまして！　……このビスケット美お味いしいですね!!　凮ふう月げつ堂どうのですか!?」

「ええ、米よね津づ凮月堂さんので、チョコレェトもありますよ」

「え……っ？　神代子爵が捜査を断ったんですか？　何故……」

　菓子を勧める司生は驚いていない。びっくりしたのは凜だ。チョコレェトを食べる藤田警部補へ、思わず身を乗り出してしまった。

「ええ、盗まれたものは仕方ない、と。樺山子爵と一緒です」

「《怪盗》に秘宝を盗まれた富豪はほとんど、被害届を出してないんだよねえ」

　司生が言う。凜は書類を見た──その通りだ。被害届を出している富豪も数人いるがそれは身内が出していて、後日当主自身が取り下げている。

「新聞社からの取材にも消極的だしねえ。知人の記者が困っているよ」

「……予告状も含めて、《怪盗》の情報が流通しないのは、そのような被害者側からの訴うつたえがないのも原因の一つですか？」

　クッキーとチョコレェトを両方ほおばっている藤田警部補は取りあえずおいて、凜は司生へ耳打ちで尋ねる。司生は小さく笑い、凜の頰ほおをむにっとつまんだ。

「……何するんですか」

「いや、側にあったからつい。……盗まれたと知った直後の、神代子爵の秘宝に対する執しゆう心しんぶりを見ると、簡単に諦あきらめそうもないのに。怪あやしんでくれって言ってるようなもんだ」

「下へ手たに捜査されて、表おもて沙ざ汰たにされたくないことが出てくるのを怖おそれたのでしょうか？」

「うん、だろうね」

　あっさりと司生が頷いた。凜は《怪盗》の予告状を指差す。

「どうやって仏像を盗んだんでしょうか？　やっぱりオレたちが来る前の、神代子爵が蔵を出た時？」

「そう考えるのが普通だろうね。でもまあ、本当のところは《怪盗》さえ捕つかまえればわかるよ。……そんなことより」

　ふー、と司生が大きく溜息をついた。

「何があっても、絶対、《怪盗》をとっ捕まえて泣かす」

　強い決心とともに銀食器のスプーンが、司生の手の中でメキ、と曲がる。上品な司生の予想外の行動に、凜はつい凝ぎよう視ししてしまった。

「ったく……。僕が関わった事件で、よくもまあ盗みを成功させたよね。僕を舐なめてるとしか思えない……初はつ黒くろ星ぼしなんて、絶対にあり得ない……！」

「あ、明日の新聞に今回の事件の経過が載りますけど」

　司生の呟つぶやきが聞こえたのか偶然か、藤田警部補が振り返ってビスケットをしゃぐしゃぐ食べながら教えてくれる。司生は即行かつ強い口く調ちようで笑顔のまま断言した。

「では、僕も新聞社に意見を寄き稿こうしましょう。『しかしご心配なく是これは計画。わざと泳がせたのであります、愚おろかにも騙だまされまんまと神代子爵の秘ひ宝ほうを盗んだ《怪盗》逮たい捕ほへ日々前進中。近日解決をお楽しみに』と」

（本当に、なかったことにするんだ……）

　さすが司生だ、間違いなく捕まえる──司生は本気になると、多少の手荒なことは平然とやるし、手段を選ばない。絶対、有言実行するだろう。

「さすが伯爵です！　なるほど！　あれはわざとだったんですか！」

　しかし藤田警部補は、こんな司生の宣言を言葉通りに受け取った。

「いやーびっくりしました！　人が悪いですよ伯爵！　その作戦を事前に教えておいてくださいっ！　けど考えたらその通りですよね！　伯爵が側にいてあーんな簡単に《怪盗》が秘宝を盗めるなんておかしいと思ったんですよっ！　やだなーもうっ！　《怪盗》が伯爵に捕まる日を楽しみに待ってますっ！」

（警察が捕まえるのではないんだ……）

「はははははーっ！　もちろんその通りですしご心配なく！　僕の鮮あざやかな手腕で迅じん速そくかつ的確に《怪盗》などという不届きな輩やからはふん捕づかまえますから！　次の予告状が楽しみですねーっっっ！」

（《怪盗》、生きるには、国外逃亡以外ない……）

　司生は本気で怒っている。なまじなんでも持っていて人より遙はるかに優秀さを自負しているから、自尊心の高さも人一倍なのだ。

（《怪盗》が捕まったら、取りあえず命だけは取らないように頼んでみよう……司生のために。過か剰じような仕返しはよくない）

　心配ではあるが、今考えていても仕方ない。藤田警部補に茶のおかわり（砂糖大盛り）を準備していた。

『熱き捕とり物討論』を終えた頃を見み計はからい、凜は藤田警部補へ尋ねる。

「そういえば、久恩は何時頃に家へ帰りましたか？」

「あ、どうだろう、とてつもなくご婦人たちに気に入られたみたいでっ、神代邸で我われ々われ警察が捜査をしている間は、《怪盗》出現により不安になられていたご婦人たちを落ち着かせるってことで、一緒にいてもらったけどっ」

　藤田警部補が思い出しながら言えば、司生が芝しば居いがかった、へえ、という感嘆を漏もらす。

「最近は、若い男女が平然と会話できる世の中になったんだねえ。昔とは大違いだ、さすが鹿ろく鳴めい館かん時代だなあ。西洋文化は男女の仲も急接近させたのだねえ」

「いえっ、カーテンの向こうとこちらに分かれてのことだったようですっ！　そして他にも、使用人もお医者様も何名もいたってことでっ！」

「カーテンなんか関係ないですよ、同じ部屋にいたなら」

　いや、関係はあるだろう。

「で、その場に神代子爵はいらしたんですか？　いらっしゃったのならばどんな話を」

「いえ、いません!!　神代子爵は一切、顔を出しませんでしたっ」

（だろうな……）

　藤田警部補の返事を聞くまでもなくわかってはいたが。

「……ま、その件はおいおい考えていくとして。どうせどれだけ質問しても、神代子爵と樺山子爵からは何があったか教えてもらえないだろうし」

「そうですね、取りあえず《怪盗》の逮捕が最優先です」

　凜も賛同する。机の上にばらまかれた書類や資料などをまとめていると、ふと《怪盗》からの今までの予告状が目に入った。凜は、思い出す。

「……そういえば、神代子爵の仏像が盗まれた後に入っていた、カードですが」

「あ、ここにあるぞっ!!」

　藤田警部補が思い出したように、胸ポケットからごそごそと取り出す。それを司生が受け取り、見て──凜が不思議に思うほど露ろ骨こつに眉み間けんに皺しわを寄せた。

「……あれ？　この予告状……今まで、ありましたか？　初めて見ましたが」

「そりゃそうですよっ！　だってさっき警視庁に届いたんですからっ！」

「「は？」」

　司生と凜が同時に藤田警部補を見た。彼は拳こぶしを握にぎり力説をしている。

「最短記録だ！　一つ盗んですぐにまた予告がくるとはっ！　びっくり！」

「びっくりしてるのはこっちですよ……」

　ふー、と司生が溜息をつく──凜も同意見だ。なんと言うか、すぐに報告をしない藤田警部補の暢のん気きさに。しかし、内緒話をするように顔を寄せてきた。

「自分、《怪盗》について推理していることがあるんですけど……自信あります」

「……なんです？」

　訝いぶかしげに司生が尋ねれば、真剣な顔をした藤田警部補が周囲をゆっくり見回す。そして、声を潜ひそめながらも断言してきた。

「……実は、伯爵の作戦を知っている者が《怪盗》で、挑いどむためにすぐ予告状を出してきたのですよっ!!　犯人は側にいますっ多分っっ!!」

「ほうほう？　ではうちの凜あたりが《怪盗》ですかな？」

「えっ!?　凜君は《怪盗》だったのですか!?　自分、てっきり庭師か何かだと！」

「どちらにせよ、違います」

　司生は想定していたのか落ち着いて対応している。藤田警部補の突とつ飛ぴさはいつものことではあるが、驚きよう愕がくに凜を凝視した目は本気だった──冗じよう談だんが通じなさすぎる。

「いや、そんな近くに《怪盗》がいたら大変ですよ。そもそも、うちの凜はよそ様のものを欲しがるような卑いやしい子ではありませんので。ちゃんと必要なものは与えて……」

　司生はそう言うと、ふと一いつ拍ぱく置く。

「……近く？」

　一言呟いたと思えば、すぐに笑顔を浮かべた。

「──そう、僕の近くにそんな我わが儘ままがいたら、とっくに捕まえて説教してますしね」

「そういう言い方すると、まるで《怪盗》は欲しいものを我慢できない駄だ々だっ子のようですね」

　司生が一瞬、何を考えて一拍置いたのかはわからないが、まるで幼おさな子ごに対する言い方だ。

「実際にそうだろう？　盗んだものを『返してもらいます』、なんて主張して……」

　司生の言葉が止まる──凜も、はっ、と気づいた。

「……あ、そうか。つまり被害者の富豪たちこそ……」

　実は犯罪者で、秘宝は《怪盗》から盗んだものなのだ。

「え？　何です？」

　何も気づいていない藤田警部補が尋ねてくるのに笑ってごまかし、凜はでも、と小声で続けた。

「完かん璧ぺきなる隠ぺいしてますよ。被害者──《怪盗》に狙われた方ですが。──を調べても、まず何も見つかりません。いろいろと調査して、何も出ませんでしたし」

　言いつつ、重要なことを忘れている気がする。凜は首を傾かしげたが、司生が何も言わないので大した問題ではないのだろうか。

　司生がテーブルの上に置かれた最新の予告状を手に取った。

「──で、今度はなんだって？　《イツワりのミヤビ、ウミをワタりしツイオクのカゲロフ》……つまり、《偽いつわりの雅みやび、海を渡りし追つい憶おくの陽かげ炎ろう》？　……なんだこりゃ」

「そうなんです！　普段の詩文よりも若じやつ干かんですが短いですねっ！　思うに時間がなかったからではありませんかっ!?」

「あーさすが藤田警部補。鋭するどいですねー」

（投げやりだ）

　凜はこっそり思う。

「ところで司生。それとオレ、ちょっと引っかかることがあるんですけど……」

「なんだい？」

　司生は普段通りの笑顔だが、何かを隠している。凜は黙る──が。

「また、《怪盗》から予告状が届いたと聞いて参上しました」

「え？」

　いつの間に来たのか、扉とびらの前には久恩が立っている。司生が一気に不機嫌になったのはわかったが、凜は気づかないふりをして久恩へ寄った。

「いつ来たんだ？　全然気づかなかった」

「玄関から入ってきて、この扉もノックをしたぞ」

「そ、か……。駄目だな、集中してると周囲が見えなくなる」

　藤田警部補の時に続いて二回目だ、今日の凜は疲れているのかもしれない。

　司生が慰なぐさめるように肩を叩いてから笑顔で久恩へ告げた。

「返事がないのに勝手に扉を開けるとは、富豪の音ノ羽家の躾しつけは僕が知っているものとは違うようですね」

「何代も続く元大大名の黎れい千せん院いん家とは違い、所しよ詮せんただの成り上がりですので粗そ野やなのです。今後は気をつけましょう」

「しっ、司生！」

　気まずさに、凜は間に入って止めた。

「──とはいえ、折せつ角かく来ていただいたのに、次の予告状を見せないのも不親切ですね」

　司生が予告状を久恩へ差し出せば、藤田警部補も大賛成をした。

「その通りだなっ伯爵っ！　もしかして音ノ羽久恩君からもいい意見をもらえるかもしれないしっ！」

「……司生？」

　受け取って予告状を見る久恩の横で、凜だけが首を傾げる──司生は今まで、久恩から《怪盗》の資料を隠すことはあっても、見せることはなかったのに。

（《怪盗》を捕まえるために、多岐に渡った情報収集を求めているのかな……？）

　溜息をついて、下ろした手がポケットの中の硬かたいものに当たった──《親友》から預かっている懐かい中ちゆう時計だ。

　実は、司生にも見せたことはない。司生が本当に《親友》ならば、見せなくても凜が持っていることは知っているだろうし。仮に確認するために懐中時計を見せて、

『知らない』

　と言われるのが怖こわかったから、今までずっと秘密にしてきたけれど。

（……今度見せてみようかな……と思ったけど、やっぱりやめた）

　久恩はこの懐中時計を見ているが、知らないようだったから。これで司生にも知らない、と言われたら凜は途方に暮れてしまう。

（……《親友》は誰か、確信してる……つもりだけど）

　けれど、やはり心のどこかでは、両方とも違うのかもしれない、という不安がある。

「──で、音ノ羽久恩君はこの予告状を見て、次はどの富豪が狙われると思うかい？」

　黙って予告状を眺ながめていた久恩へ司生が尋ねる。しかし、これに元気いっぱい答えたのは藤田警部補だった。

「自分はっ！　《偽りの雅》というのは、《雅》という偽ぎ名めいを使っているということでっ！　《海を渡りし》は《海かい渡と》さんという姓せいでっ！　《追憶の陽炎》は商品名だと思うんですよっ！　よって《海渡雅さん（仮名）が持っている《追憶の陽炎》という何かが狙われるのではないかと！　東京中に捜査網を敷き、見つけ次第保護しますっ！」

「うん、よろしくね藤田警部補」

（まったく期待をしていない……）

　司生の笑顔が、物語っている。久恩が顔を上げた。

「──私の浅い推理力から察するよりも、百戦錬れん磨まの黎千院伯爵の方がより確実に次に狙われる富豪を予想できるのではありませんか？」

「そうですよっ！　伯爵が予想した富豪の知人が狙われたじゃないですかっ！　今回こそ間違いないですよっ！　さあ！　どこの富豪邸に《怪盗》は侵入しますか!?　さあさあ！」

　知人であって、事実上外はずしているのでこれは暴言だ。

　司生は少し考える素そ振ぶりをしながら予告状を眺め、そして皆を見た。

「《偽りの雅、海を渡りし追憶の陽炎》……雅、というのは公く家げのことではないかな。偽りの、は成り上がりで。海を渡っている、は舶はく来らいもの。追憶の、は昔ないしは伝統のもの。陽炎はわからないけど……そのような名前か、そう見えるもの？」

「──なるほど……」

　さすが司生だ。聞けば凜もそんな気になってしまう。

「了解しました！　では早さつ速そく！　元公家の富豪に舶来物の家宝があるか問い合わせてみますっ！　最初はお世話になっている黎千院公こう爵しやく家からっ！」

「うちは母が元公家出身なだけ。絶対にないよ」

　藤田警部補が元気に訊いてくるのへ司生が答える。公爵は公明正大な人なので盗品なぞは持っていないだろう、間違いなく。

「ということは、公家の血を引く伯爵は？　持ってます？」

「何がどうなって、『ということは』になったのか知りませんが、間違いなく持ってませんよ」

（あ、少し怒ってる）

　本気で訊いてくる藤田警部補へ、司生は穏おだやかな口調で答えるが目が笑っていない。

「『偽り』というのが気になるね。《怪盗》の主観だけでなく、公家の上品さがない可能性もある……。取りあえず、当てはまりそうな家を全部調べてみようか」

「はい」

　凜が返事をすれば、ああ忙しい、と自分の肩をクキコキと鳴らして司生は書棚の方へ向かった。

　その姿を藤田警部補が拳を握って熱く見守っている。

「でっ！　《怪盗》はいつ犯行に及ぶと思われますかっ!?」

「今までの様子を見るに、犯行予告が出てから七日から十日の間に盗み出していますね。今回もまた、そのあたりに実行するのではないでしょうか？」

「ではっ！　その頃までには警備しまくりますっ！」

　藤田警部補がびしっと最敬礼をする。そして慌ただしく出ていった。

「……予告状を置いていってしまいましたけど……いいんですかね？」

「いいと思うよ。どうせ、手元にあっても彼らは《怪盗》を捕まえられないのだし」

　司生は何かの資料から目を逸そらさず凜に答える。確かにその通りだけど──優秀で有能な司生だからこそ、天下の警視庁に対して許される暴言だ。

　ふと、静かに様子を眺めているだけの久恩に気づいた。

「……あ、久恩。もし時間あるなら独語の勉強を今からいいかな？　普段の予定だと明日だけど、狙われてる富豪を司生が予想できたらオレも忙しくなって、なかなか勉強しにくくなるから」

「ああ、かまわない──ただ」

　なんだろう？　と首を傾げる凜へ久恩が寄り、耳元で内緒話のように訊いてきた。

「……私も、《怪盗》には興味がある。どの富豪が狙われるのか予想できたら私にも教えてほしい」

「あ、久恩はオレの家庭教師だし司生さえ了承してくれれば問題ないんじゃ……」

　さすがに凜に権限はないが、久恩に頼まれれば嫌いやとは言えない。──しかし。

「──凜を、利用するなよ」

「────」

　聞こえていないはずの司生が、ふいに口を開く。室内に響ひびいた声こわ音ねは冷たいものだった。

　無言になって司生を見る凜と久恩へ、ゆっくりと顔を向けてきた。

「凜の善意を利用したら、僕はどんな手段を使ってもお前を潰つぶす」

「──凜」

　司生に答えず、久恩は静かに凜を呼ぶ。

　司生の言葉の意味がわからなかったので訊こうと思ったが、久恩が顔を向けてきた。

「勉強を始めよう。──お話はそれだけですか？　黎千院伯爵、では失礼します」
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「……鹿ろく鳴めい館かんに、《怪かい盗とう》が出ますか？」

「派は手でなことはあまり好きじゃないみたいだからねえ、微妙かな。まあ僕が予想した、《怪盗》に狙ねらわれる華族が一気に揃そろっているからね、事情を話すのによい機会と思って」

　つまり、警備をするための準備段階ということか。

「鹿鳴館ができる前、延えん遼りよう館かん……ほら、外国人接待所だけど。その夜会の時は、ダンスのできる日本人はいなくて招いた外国人しか踊っていなかったけど。先だって舞ぶ踏とう練習会もやってるし、外国滞在経験のある外交官夫妻はダンス上手じようずな方も多い。今はけっこう、どの方々も楽しくダンスしてるからね。僕は苦手だけど」

「あら、黎れい千せん院いん伯はく爵しやくは、外国の方よりダンスがお上手だわ」

「え？」

「ごきげんよう、侯こう爵しやく夫人」

　いつの間にいたのか。舞踏室にいなくても、軍楽隊が演奏する音楽が聞こえてくる中だったので気づかなかった。というか、玄関を入ってすぐにある大階段の下に隠れるようにいたので、気づいた淑しゆく女じよがいたことにちょっと驚いた。

「聞いていらっしゃいましたか。お恥はずかしい──凜りん、こちら母の遠えん戚せきにあたる、元公家の槐えん樹じゆ院いん侯爵夫人だ。普段は京きよう都とにいらっしゃり、滅めつ多たにお会いできない美女だ。月げつ下か美び人じんを意味する月げつ来らい香か夫人のお名前ぴったりだろう？」

「本当にお上手ね、黎千院伯爵」

　嫋たおやかに夫人が笑む。確かに月下美人のような、名にふさわしい豪華な美女だ。

「は、初めまして……」

「この少年が、伯爵の信頼も篤あつい助手？　まだ子供なのにとても優秀なんですってね。私、可か愛わいい男の子が大好きよ。もしよろしかったら今夜、踊ってくださいな」

「この子はダンスを習っていないのですよ、申し訳ありません」

　にこやかに司し生きが凜を自分の背中に隠せば、夫人が残念そうな顔をする。

「私が教えて差し上げるのに……」

「いえ。いえ。鹿鳴館の華はな、月来香夫人に特別扱いをされてしまえば、夫人に憧あこがれる男性に恨うらまれてしまいます。……ところで、侯爵はどちらにいらっしゃるのですか？」

　話を逸そらすように司生が訊きけば、夫人が口元を隠していた羽根つきの扇子せんすで長身の美男子を指した。一緒にいる外務卿きようや外国人へ、とても穏おだやかな笑えみを浮かべている。

「あそこで、政府の方々に捕つかまっているわ。彼は私とダンスを踊るよりも、鹿鳴館でお仕事の話がしたいの。私はとっても寂しくてよ」

「侯爵は、そのお人柄で各方面に大変な信頼を得ていらっしゃるゆえ仕方ありません」

「それは、貴方あなたもね。──ああ、そう言えば」

　夫人は満足そうに笑むと、思い出したように訊いてきた。

「今夜は、《怪盗》の大おお捕とり物ものをするんですって？　黎千院伯爵ったら、探偵業に夢中ね」

「「え？」」

　初耳だ。凜はびっくりして司生を見たが、司生も驚いていた。

「大丈夫ですっ！　狙われそうな華族のお屋敷はもちろん、巡じゆん査さ五十人を配備して鹿鳴館を包囲してますっ！　今すぐ《怪盗》が現れても間違いなく逮たい捕ほできるでしょうっ！　伯爵の名推理がありましたからねっ！　今日、《怪盗》が出るのは確実ですっ！　新聞社も来ましたっ!!　いやー！　国民のすべてが伯爵に大注目ですよっ！　次に《怪盗》が現れた時が《怪盗》の正体が明かされる時ですからねっ！」

「……ええ。お任せください、僕は本日現れる、とは断定してませんが」

　司生の笑顔が大層、引きつっていた。

「ですので侯爵夫人！　ご安心をっ！　先ほどの説明通りですっ！」

　藤ふじ田た警部補が寄ってきて、元気に挨あい拶さつをする。つまり夫人の誤解の情報源だ。

「ええ、そうねありがとう。私も安心して今夜の舞踏会を楽しむわ──ではね」

　楽しそうに眺ながめてから、夫人は後ろ腰を膨ふくらませたバッスル・スタイルのドレスを綺き麗れいに揺ゆらめかせ、侯爵の元へ戻って行く。

「鹿鳴館の開館式ですら三十余名と聞いてますから、過去最高の巡査動員数ですね」

「国内外の要人千二百名が集まった時の、警けい備びを超えたってことだからねえ……」

　有ゆう爵しやく富ふ豪ごうや高官だけでなく、政府お抱かかえの『お雇やとい外国人』などの特権階級者が司生へ挨拶をしながら大階段を上る。舞踏室の他にも食堂や撞どう球きゆう……外国ではビリヤードと呼ばれる玉突きなどができる娯ご楽らく室、奏楽室などがあるので、鹿鳴館を訪れる者のほとんどが二階へ上がるのだ。

「でっ！　我われ々われ警察は鹿鳴館の周囲を包囲してますのでっ！　《怪盗》が現れたら連絡ください！　軍楽隊には、伯爵の合図があったらファンファーレを鳴らすように伝えてありますっ！　直後一いつ斉せいに巡査が鹿鳴館内になだれ込む作戦ですっ！」

「……警視庁の上の方……お父様とかに、怒られませんか？」

　そんな目立つことして、《怪盗》に最高潮な警戒させるんじゃないかな、と凜も思う。

　不安だ──藤田警部補の無む謀ぼうなほどの自信満々な前向きさが。

「司生……、っ今回はマズイんじゃないんですか？　鹿鳴館は外務卿による欧米化政策の象しよう徴ちようですし、隣には東京府庁と陸軍練兵場があります……っ！　何か問題が起きたら洒しや落れになりません！」

「だよねえ、うちの父がなんとかしてくれるとは思うけど、大おお騒さわぎになって陸軍がやってきたら《怪盗》は死ぬよね確実に」

　凜は真剣なのだが、司生は今ひとつ緊張感に欠ける。階段を上っていく華やかな紳しん士し淑女と軽かろやかに挨拶をし始めた。

「大丈夫だよ、今回は《怪盗》に勝手はさせないから──狙われている華族には僕が話をつけるので、君は僕が借りている部屋で休んでくれていていいよ」

「え……？　いや、オレは助手ですし、お手伝いを……」

「いいよいいよ。それに、変な男に声かけられたら大変だし」

　司生はいつでも凜を側そばに置いているので、心外な気き遣づかいだ。しかし、特権階級の世界は凜には不ふ釣つり合いすぎていづらいのは確かである。

　踊り子として呼ばれた洋装の芸者らが、大階段を優雅に上っていく。存在感もあって圧あつ巻かんなのはさすがだ。あのくらい堂々とできればともかく、凜には絶対に無理である。どうしても、本来自分はここにいられるわけもない存在だから、と後ろ向きに考えてしまう。

（──オレがいるべき場所って、どこなんだろう……）

　ふと、不安が過よぎる。

　ここではない、という思いよりも、ここにいてよい、という許しと証あかしが欲しい。

「凜、黎千院伯爵と一緒に来たのか？　鹿鳴館で会うのは珍めずらしいが……」

　考えていれば、ポン、と肩を叩たたかれた。──誰かわかり、ホッとして、不安が影を潜ひそめる。

「久く恩おん……。一人で来たのか？　一緒に踊る人は？」

「用があって来ただけ。私は踊りには興味がないから、たしなむ程度しかできない」

　ヨーロッパ帰りなのにもったいない。人付き合いは苦手、とは前から聞いていたので納なつ得とくはするが、司生と同じく婦人に人気があるので残念がる女性は多そうだ。

「凜、変なことを訊いてはいけないよ。音おとノの羽わ久恩君はお年頃なんだから、お嫁よめさん探しに決まっているだろう。素敵なご令れい嬢じようがたくさんいらっしゃるのだし」

　司生が作り笑顔で、凜と久恩の間に割り込みながら説明をしてくれた。

「黎千院伯爵。それを言うなら、凜もそろそろ年頃なのでは？」

「うちの子に、悪い虫は、絶対、つけません」

　凜を自分の背中に隠して威い嚇かくする──自分から言いだしたのに。

「久恩がいるならちょうどいいかな。一緒にいないか？　さすがにオレ一人だと息苦しいから……司生は、《怪盗》に狙われるであろう華族と話合うみたいだし」

「駄だ目めに決まってるだろ」

　ちょうどいい、と思ったので久恩を誘ったのだが、久恩の返事より早く司生が反対する。

「なんでですか？」

「君ね……こんな危険な男と、こんないかがわしい場所で、二人きりになんかできないに決まってるだろ？　問題が起きたらどうするんだよ」

「……独大使からの推すい薦せん状じようを持ってきた独語の家庭教師の、どこが危険なんですか？」

「どこって」

　凜の疑問に司生が黙だまる。久恩をちらり、と見た表情に嫌けん悪おが交ざっていた。なぜだろう、先日から司生の久恩嫌いが一気に加速している。

「あと、ここは国内外の要人が集まる場所、と司生自身が言ってましたけど……」

「要人なんて所しよ詮せん、清せい廉れん潔けつ白ぱくな人格者は少ないんだよ」

「怒られますよ」

　周囲に聞こえていたら大問題な暴言だ。心配する凜を気にせず、司生は、はー、と溜ため息いきをついて命じてきた。

「凜はお帰り。鹿鳴館は大人おとなの社交場だからね、子供はいるべきじゃ……」

　司生がふと、言葉を止める。視線を追えば、そこにいたのは先ほどの──。

「お久しぶりです、黎千院伯爵。お元気でしたか？」

「……槐樹院侯爵、ご挨拶が遅れまして」

（綺麗な人だなあ……）

　夫人も大層美しかったので、まさしく美男美女夫妻だ。さぞや社交界では注目されているだろう、と感心して見つめていたら、ふと視線が合った。
















「……ああ、この子ですか。十年ぶりですが、幸福そうで何よりです」

「え？　オレ、お会いしたことが……？？」

「はい、本当にありがとうございました。今があるのもすべて、侯爵のおかげです」

　なんだろう、司生が深々と頭を下げて感謝している。こんな姿は初めて見るので、よほどの恩人なのだろうか。凜も関わっているようなのに思い出せない。

　どうしようと悩むうち、槐樹院侯爵が久恩をじっと見つめていた。

「そして、隣の彼。ああ……珍しい星を背負っていますね。彼も伯爵の予想通りですよ」

「……やはり、そうですか」

「？？？」

　なんのことだろうか。ただ侯爵の瞳はとても澄すんでいて、ひき込まれそうだ。

「──では」

　そして静かに立ち去る。神秘的な人だなあ、とその背を眺めていれば、司生が呟つぶやくように言う。

「……まあ、うちは遠とお縁えんだから何度も相談に乗っていただいてるんだ」

　そして少し、考えるそぶりをした。言葉を選んでいるようだ。

「実は、口寄せというか……霊れい能のう力りよく者というのかな。一族を護まもるシャーマンというか、とにかく不思議で、特別な地位にいらっしゃる方なんだけど」

「……近頃噂うわさで聞いた、山やま形がた県の長おさ南なみ年とし恵えさんのような、御ご神しん水すいを生み出し万まん病びようを治すとかですか？　司生は、超常現象をまったく信じないって言ってませんでした？」

「うん、全然信じてないよ。しかも槐樹院侯爵夫妻は不老不死とか、この世と背中合わせの世界から来たとかいう噂もあるからねえ」

「なんですか、それ」

　では、どこの人か。冥めい界かいや地獄だけでなく、この世の反対か、影の世界か。

「けれど。槐樹院侯爵……藤とう王のう様の、人を見る目だけは信じてるよ、僕は」

　司生がそう言うのは珍しい。到とう底てい信じられない話だが、しかし槐樹院侯爵の、独特でいて不思議な雰ふん囲い気きは確かに説得力があると凜も思った。

「……さっき言ってた、何が予想通りなんですか？」

「うんまあ、それは後でね」

　思い出したらしく、上じよう機き嫌げんな笑顔だ。謎なぞだが、しかし久恩に視線を向けた時には元に戻っていた。

「……やっぱり、考えを変えた。音ノ羽久恩君、踊りや淑女に興味がないのならば、凜と一緒に帰ってくれないか？　開国前の悪習を未いまだ引きずっている美少年好きな元士族もいるから、一人にしたくないんだ」

　実際に某ぼう藩はんは開国前まで風習としてあったらしく、確かに元武士からよく声はかけられていて気は抜けない。

「頼んだよ、音ノ羽久恩君──じゃあ凜、くれぐれも気をつけて」

　司生はそう言うと、さて、と言って凜から離れる。久恩の横を通り過ぎる時に、小声で独ひとり言ごとのように呟いた。

「……愚ぐ行こうはするなよ。これは凜を傷つけないための、僕からの最後の温情だ」

「────」

「？　司生……？」

　意味がわからない──久恩は黙ったままだし。

　結局そのまま、司生は大階段を上って行った。

「……司生は忙しいからなあ……。《怪盗》を捕まえる他にも、いろいろと用事があるだろうし」

「超一流の華族だからな。本人も爵位を与えられているし、多忙だろう」

　久恩と二人きりになってしまうと、久恩へ熱いまなざしを向ける婦人たちが気になる。凜は女でないから嫉しつ妬とより好奇心が強いようだ。

「申し訳ない、凜。私も父の名みよう代だいで来たからには数名ほど、挨拶をしなければいけない相手がいる。すぐに済むので、どこかで待っていてくれないか？」

「あ、じゃあここで……」

　立ち去る久恩の背中をながめている。

　一緒に行くことは考えない。二階の踊り場に見える華やかな紳士淑女を見るだけで凜にはお腹なかいっぱいだ。場違いだし、凜なんかが入ったら失礼だ。

　だけど久恩は違う。司生と同じく、華やかな上流階級が似合いすぎていた。

「ごめんなさい、今何時かわかるかしら？」

「え？」

　びっくりした。すでに二階の舞踏室へ行ったと思っていた月来香夫人が目の前にいたのだ。慌あわててポケットから懐かい中ちゆう時計を出して、中の文字盤を確認する。

「あ、はい。午後八時になりました」

「……というのは？　私、十二支しか六むつ時でないとわからないのよ」

「あー……。戌いぬの刻こく、暮れ五いつつ時です」

　どう見ても月来香夫人は二十代だ。なのに、江戸時代までの時刻の読み方をするとは珍しい。不老不死、という不思議な噂が脳のう裏りを過ぎった。

「ありがとう。──ところで、その舶はく来らい懐中時計は随ずい分ぶんと古いものよね。一緒にいた綺麗な青年とお揃いにしているの？　彼も同じものを持っているわよね？」

「……え？」

　月来香婦人の言葉に驚く。凜の手にしている懐中時計は、幼おさない時に《親友》から預かったものだ。

　これと同じものを持っている人こそが《親友》であるので──。

「……っ、本当ですか!?　あの……っ、見間違いとかでは？」

「いいえ、私は目がいいしはっきり見たもの。オランダから長なが崎さき経由で二つ揃って幕府へ献けん上じようされたものでしょう？　当時、赤穂あこう浪ろう士しの討うち入り事件で大騒ぎだった頃だからはっきり覚えているのよ、間違いないわ」

「……忠ちゆう臣しん蔵ぐらですか。グレゴリ歴で一七〇二年ですので、百九十年近く前ですねそれ」

　噂通り、不思議なことを言うが、妙な説得力があった──冗じよう談だんとは思うけれども。

「とはいえ、先ほどすれ違う時に手にしていたのがちょっとだけ見えたのよ。大切そうにしていたけど……」

「……そうですか」

　これは、今すぐ確認したい。どういうことなのか。動揺を抑えつつ、必死で考える。

（もし……本当に久恩が持っていたら……！　《親友》は久恩で決まり!?）

　やっぱり、という気持ちと、司生ではなかったのか？　という驚きに混乱している。

（……っ!!　とりあえず久恩に……っ、訊かないと……!!）

　いろいろなことが混乱している。わけがわからない。

　特権階級の紳士淑女のように大階段を上るのは躊躇ためらわれたので、凜は裏に回って使用人たちが使う階段を駆かけ上った。《怪盗》が現れた時を考え、司生から事前に見せてもらっていた鹿鳴館の見取り図は頭に入っているので、どこに何があるかはわかっている。

（たぶん、舞踏室にいるんだろうけど……、目立つから人混みでもすぐに見つけられる）

　ヨーロッパの皇宮のような豪華な廊ろう下かを早足で歩くが、人の気配があるとさっと隠れる。そうしてすぐに、悪いことをしているのではない、と自分に言い聞かせた。困惑が、罪悪感とごちゃ混ぜになっている。

（久恩が《親友》なら、納得することは多い……。側にいて安心できるのは──昔、気持ちが通じ合っていたから……）

《親友》も外国へ行っていたから、帰国子女である久恩と経歴は同じだ。とはいえ、本当に久恩が《親友》であれば、音ノ羽家の両親というのは実の父母ではないはずだが。

（──なんで、ずっと隠しているのか理由がわからないし……）

　手紙を書くという約束も破り、久しぶりに会ったというのに挨拶もなかった。

　しかも凜が懐中時計を持っていたことは見ているだろうに、何も言ってこない。初めて見たような態度を取って──これらの理由がわからない。

（……懐中時計のことを忘れているのか……？　それともオレのことを？　いや、それなら捜さないだろう）

　なぜ、何も言ってくれなかったのか理由を聞きたい──納得したい。

（あ）

　紳士淑女が談笑しながら歩く中、ひときわ大きな笑い声が聞こえたのでそちらを見る。

　すると、豪華な衣装に身を包んだ大勢がこちらへ歩いてきた。

「トランプはなかなか楽しいね君たち。今日こそ勝ってみせるよ」

「そういえば、伊い藤とう博ひろ文ぶみ卿が今度、仮装舞踏会を開くという噂は本当ですかな。さて、どのような仮装をすべきか悩みますなあ」

　舞踏室からの音楽が廊下にも聞こえる中、彼らの会話もだいぶ大きな声ではある。これは外国人から見ると野や蛮ばんで滑こつ稽けいらしい、と司生がぼやいていたのを思い出した。

　しかし、もちろん彼らは特権階級の方々だ。

（維い新しんの功績で爵位を得た高たか崎さき男だん爵しやくと、奈な良ら華族の中なか川がわ男爵、勲くん功こうで爵位を得た佐さ久く山やま男爵夫妻……？）

　最近爵位を得た方々と記憶している。とはいえ、爵位制度ができてまだ数年しか経たっていないけれども。

（高崎男爵婦人は司生のお客様だから、男爵ともご挨拶をさせてもらったことはあるけど……。他二家の皆様は初見だ……）

　いかに凜でも、華族全員の顔と爵位は覚えていようが経歴までもはっきり覚えているわけではない。中川男爵は興こう福ふく寺じ系列の僧そう侶りよという印象があったから、佐久山男爵を覚えていたのは、司生が『《怪盗》に狙われる可能性が最も高い』と予想していたからだ。

　司生はもう話をつけたのかな、と思いつついなくなるのを待っていれば、ある一室から一人の紳士が現れ、中川男爵らの方へ歩いて行った。

（久恩……？）

　驚いた、無意識に柱の陰に隠れてしまう。

　てっきり舞踏室にいると思っていたのに、宿泊用の部屋にいたらしい。挨拶をするべき相手の部屋かな？　と思いながらも声をかけようとしたが、寸前でやめた。

　──無意識で特に理由はなかったけれども、近寄ってはいけない気がしたのだ。

（あ）

　久恩がタキシードの合わせに手を伸ばし、取り出したのは──金の懐中時計だった。

（……！　同じやつ……！）

　月来香夫人の言った通り、久恩が手にしているのはまさしく凜が《親友》から預かっている懐中時計を同じものだ。

（……っ、ということは……やっぱり……！　《親友》!?　え!?　どういうこと!?）

　凜は無意識に、ポケットの中の懐中時計を握にぎりしめていた。取り出して見比べる必要もない。この十年の間に何度も見つめ、細部まで覚えている。

　混乱しつつもじっと久恩を凝ぎよう視ししている凜だが、それに気づかない久恩は反対方向──佐久山男爵たちが歩いている方へ進んで行った。

　外国人に勝るほどの優雅な所作には見とれてしまう。実際に、久恩に気づいた男爵夫人は熱い眼まな差ざしで久恩を見つめている。

「失礼、ご婦人」

「いえ……」

　時間を確認しながら歩いていた久恩だが、佐久山男爵夫人とすれ違う時、腕がドレスに触れるか触れないかで通り過ぎた。

（あれ？）

　夫人の横を通る時に、久恩が手を動かした──気がする。素す早ばやかったので、話に夢中の佐久山男爵たちだけでなく、通り過ぎる他の方々の誰もが気づいていなかったようだが。

（……気のせい……？　いや、でも）

　動いた久恩の手の中に光るものがあった気がする。懐中時計を持っている手と反対側ではあったが、凜は確かに見た。司生の探偵業の助手ということもあり、普段から観察力には自信がある。

（何を……？　したんだろう？）

　もしかして手紙か何か渡したのだろうか。佐久山家には年頃の令嬢がいる。

　凜が怪け訝げんに感じている間に、久恩はそのまま舞踏室へ入っていった。まだ用事があるらしいが、それよりも佐久山男爵たちの一行が入っていった部屋が気になる──たった今、久恩が出てきた部屋だったからだ。

　宿泊用の個室なので、当然ながら集団部屋ではない。ドアの鍵かぎを開けて入室していったので、佐久山男爵夫妻たちが間違えているわけではないようだ。

（男爵たちに用事があって……？　いや、久恩も男爵たちも、通り過ぎる時にまったく挨拶をしていなかった……ということは、知り合いじゃない）

　どういうことか考えていたが、室内がにわかに騒がしくなったのに我に返る。

　男爵が大慌てで部屋を飛び出し、室内から悲ひ鳴めいが聞こえたのは直後だった。

「誰か……！　誰か来てくれ……！　部屋が荒らされている！」

「きゃああ！　私の……っ、大事なブローチが……！」
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「まさか、今夜、《怪かい盗とう》が現れるとは思わなかった……」

　司し生きが溜ため息いきをつく。無言の凜りんをじっと見つめはしたものの何も訊きかず、独ひとり言ごとのようにさらに続けた。

「被害者は佐さ久く山やま男だん爵しやく。……いつもみたいに当主しか知らない秘宝ではなく、夫人がお気に入りの蛋たん白ぱく石せき……オパールの細さい工くをされたブローチ……が盗まれた。代々伝わる家宝とか言うけど、そんな昔から日本にオパールってあったのかね？　──ともかく、ドレスにつけていた装飾品だ」

《怪盗》が残したカードを眺ながめつつ、手帳に要略を書き込んでいる。普段は凜がやるべきだが司生は何も言わず、たまに凜の頭をポンポンと撫なでたりしていた。

　──慰なぐさめてくれているかのような仕草だ。何があったのか、伝えていないのに。

「盗まれたのに気づいたのは、宿泊用の部屋に戻ってから。室内で《怪盗》からの『返してもらいます』と書かれたカードを発見した時……か。ブローチはダンスの最中に落としたとかではないのは、すでに調査済み、と」

　そんな司生に向かって、だだだだだ！　と突っ走ってきた藤ふじ田た警部補は、息を切らしながらもなぜかキラキラ目を輝かせている。

「さすが伯はく爵しやくですねっ！　予想通りきっちり《怪盗》は現れるわ、佐久山男爵が被害に遭あうことまでぴったし予想しているわっ！　でっ!?　次はどんな作戦ですかっ!?　すべては伯爵の計画通りと自分、気を利きかせて男爵夫妻へ連絡してありますっ！　なんだ、と安心してくださいましたっ！」

「それはそうと、警察は鹿ろく鳴めい館かんの周囲の警けい戒かいを怠おこたらずに、鹿鳴館へ社交をしにいらっしゃった紳しん士し淑しゆく女じよの皆様には引き続き安心して楽しんでいただけるようにしてください」

「了解しましたっ!!」

　司生の目は笑っていない。

　藤田警部補が、じゃ！　と立ち去り巡じゆん査さたちへ指示をしているのを確認してから、やれやれ、と凜に寄ってくる。

「今回も、盗まれてわかったね、まさかのドレス飾りだったとは。《偽いつわりの雅みやび。海を渡りし追つい憶おくの陽炎かげろう》……《陽炎》はファイアーオパールという蛋白石の細工、《追憶》はアンティークブローチ、《海を渡りし》は仏製、《偽りの雅》は勲くん功こうにも黒い噂うわさがある下級士族だったから……か」

　司生は、ポン、と凜の肩を軽く叩たたいてきた。

「藤田警部補に言われるまでもなく、今夜中に《怪盗》は捕つかまえよう。ねえ？　凜」

「え？」

　はっと顔を上げれば、心配そうに凜を見つめる司生の双そう眸ぼうとかち合った。

「……大丈夫？」

「あ……はい……っ」

　慌あわてて頭を振る──まさか、本当のことは言えない。けれど内緒にもしていられないからどうしていいのかわからず、凜は必死に空転する頭を動かしているのだが。

「……ねえ凜。何かあったのかい？　僕が離れている間に」

「大したことではありません」

「本当に？　別に正直に言っていいんだよ？　何があってもどんな時でも、僕は君の味方だからね、音おとノの羽わ久く恩おん君に変なことされたならそう言ってくれれば即行でぶち殺すから」

「……違います」

　司生は本気で久恩を殺しかねないので、本当のことなんか言えるはずはない。言おうとも思わない。どうしよう、と考えることしかできない自分が情なさけない。

「……もし気分が悪いなら、僕があてがわれている部屋で休んでいいよ。顔色が悪い」

「すみません……」

　今回は、申し訳ないが甘えることにする。本当に限界近いし、考えたいことが多すぎた。

「僕もついていく？」

「いや、一人で大丈夫ですよ……」

　数歩歩いてから、立ち止まる。躊ちゆう躇ちよはしたが、勇気を出して訊こうと思う──ゆっくりと、振り返った。気づいて疑問の視線を向けてきた司生へ、震ふるえる唇くちびるを開く。

「あの……、司生。訊きたいことがあるのですが。……いいですか？」

「何？　僕が答えられることなら、いいよ」

　あっさり了承されたので、凜は懐かい中ちゆう時計を出そうとポケットに手を入れた。

　そして──本当に、心臓が止まるほど驚く。

「っ!?　ない!?　……え？　どこかで落とした……っ!?」

「え？　何を？　──あ、もしかして、凜が《親友》からもらった懐中時計？」

　焦あせってポケットだけでなく、体を叩きながら探していると、司生が心配そうに覗のぞき込んでくる。

　探す手も止まり、驚いて顔を凝ぎよう視ししてしまった。

「……なんで知ってるんです？　オレ、司生に見せたことないのに」

「そりゃあ当然知ってるさ、昔から。敢あえて言わなかっただけ。ちなみに、二階の廊ろう下かに落ちていたって給仕から預かったよ──ほら」

　苦笑しつつ、司生がポケットから出したのは──。

「っ懐中時計……!?」

　間違いない、凜が預かっているあの大切なものだ。いや、凜の落としたものかもしれないし、もしかしたら《親友》のものかもしれない。どちらかわからなくて、司生の顔を縋すがるように見た。

「凜、そういう不安そうな顔はうちに来る前みたいだ。けれど心配しなくていいよ」

「……前って、引き取られる前に司生とオレは会っていたんですか……？」

「当たり前だろ、君は昔から何より大事な存在だったから、一緒に暮らしてるんだ」

「────」

　嬉うれしいけど、混乱してしまう。

　本当にわからなくなってきた──久恩ではなく司生が、《親友》なのだろうか？

　先ほど見た、久恩の手の中の懐中時計や今の司生の発言などが、グルグルと頭の中でまぜこぜになっている。

　考えるよりも先に、口を開いていた。

「じゃあ司生が、やっぱりオレの……」

「ここにいたのか、凜」

　背後から声がかかる。心臓が止まるくらいに驚いた。

　ゆっくりと振り返れば、そこには今、一番会うのが怖こわい人がいる。

「久恩……っ」

「凜がいなくて慌てて探していた。黎れい千せん院いん伯爵と一緒とは思っていたが」

　話す久恩の胸元をどうしても見てしまう。彼が持っていた懐中時計を確認したい。しかし凜が握にぎっていた懐中時計を凝視しながら、静かに久恩が告げる。

「金の懐中時計が二階の奥の廊下に落ちていた、と通りすがりに聞いたので、凜のものか確認しようと私も一度行ったが、すでになかった」

「え……あ、うん」

「──凜が今日も懐中時計を持ってるなんて、よく知っていたね。音ノ羽久恩君」

　困惑している凜の代わりに司生が答える。しかし、久恩は表情も変えずにさらに続けた。

「……普通、持ち歩くものですから」

　近寄る久恩から目が離せないが、それは仕方のないことだ。聞きたいことが山ほどある。なんと切り出していいかわからないけれど。

「……久恩、二人きりになりたい。話、いい？」

　久恩へ悩みながらも、真剣に訊く。

「いや、冗じよう談だんじゃないよ。こんな怪あやしい男に……」

「──うん、わかった」

　凜の横では司生があからさまに不ふ愉ゆ快かいそうな表情になったが久恩は頷うなずいた。

「凜……！」

「大丈夫、話というか──休むついで、みたいな感じ？」

　結局事実を言えないままだ。心配そうな司生を残し、久恩と鹿鳴館の二階へ上がっていった。

　正面の舞ぶ踏とう室しつからは、再びワルツが流れてきて人々が踊っているのがわかる。今では、日本人の紳士淑女の中にも舞踏はすっかり流行となっていた。

　司生が借りている部屋は貴き賓ひん室しつだ──よく借りられたな、と思うが黎千院家の力か。

　廊下では笑い合う紳士淑女と擦すれ違う。凜は、久恩と並ばず後ろをついて歩いた。

　背中を見ながら、外国人にも負けないくらいに背せ格かつ好こうがいいな、とぼんやり思う。西洋化しても未いまだ日本人は小柄だが、司生にしろ久恩にしろ、かなり長身だ。

（二人ともが曖あい昧まいすぎるんだ……。だから、不安が募つのってあと一歩が出ない）

　はっきりと言ってくれない理由も知りたい。でなければ、信じてきたものが噓うそ偽いつわりのように思えてきて、辛つらい。

（……向こうはもうオレのこと、《親友》って思ってないのかも）

　何度も思ったが、両親の大切な形見を預けてくれたのだから、大丈夫なはずだ。しかしそれは事実だったのかどうか、心細さは常にあった。

（……噓だったら、どうしよう）

　一度も振り返らない久恩を眺めながら、そっと溜息をつく。懐中時計を、ポケットの中で握りしめた──冷たい金属が自分の体温で温かく感じる。

（何を話そう。……久恩の持っている懐中時計を見せてもらって……オレが《親友》から預かったものと同じか、確認をして……）

　だんだんと、気が重くなる。きらびやかで楽しそうな周囲とは天と地の差だ。凜は、まるでこの世の不安を一人で背負い込んでいる気すらしてきてとても心細い。孤こ独どくに感じる。

（その後は……さっき、佐久山男爵の部屋から出てきたことを訊いて……。夫人の横を通り過ぎた時のことも……）

　足が重い。緊張して心音が耳に響ひびいているようだ。

　順序立てて考える。でなければ、ややこしく考えてしまいそうだ。今の凜は混乱しているから。

（久恩が持っていた懐中時計は、一瞬しか見てないし。……うん、本当にそっくりなだけの違うものかもしれないし。下へ手たに思いこむのは危険だ）

　間違いを見つけられなくなる、と日頃から司生にも言われている。

「この部屋ではないか？」

　久恩が一室の前で立ち止まったので、黙だまって鍵かぎを渡す。

「入れ、凜」

　かちゃり、と扉とびらが開き、久恩が凜を誘導するように振り返ったので、先に入った。

　決して広くはないが、装飾などは凝こったヨーロッパ風の部屋である。眺めている間に、背後でドアが閉まる音がした。

　振り返れば、久恩と視線が絡からむ。

「気分が悪いと聞いていたが、大丈夫か？」

「──オレ、見せてもらいたいものがあるんだけど」

　久恩の静かな問いに答える余裕もなく、凜はずっと思っていた疑問を口にしてしまう。

　怪訝そうにしつつも、久恩は黙って頷く。だから、手を差し出した。

「……久恩、オレが持っている懐中時計と、同じ懐中時計持ってるよな？　……見せてくれる？」

「────」

　驚いた表情を見せる。しかし黙ったまま動かない久恩へ、さらに頼んだ。

「オレ、さっき見たんだ。……久恩が上うわ着ぎの内ポケットから金の懐中時計を取り出すのを。……オレの持っているやつと同じに見えた。それを確認したい」

「……確認して、どうするんだ？」

　久恩からの問いに、今度は凜が口を噤つぐんでしまう。

《親友》の父親の形見という懐中時計であるか──つまり、自分が預かった懐中時計と同じものなのか、見て調べたい。違うならいいけれども、もし当たっていれば。

「……久恩が、オレの古い知り合いかもしれないから」

　告げる凜を久恩がじっと凝視している。しばらく動かなかったが、やがて深く溜息をついて、上着の内ポケットへ手を入れた。

　そして、黙って凜へ差し出す。凜は息を吞のみ──緊張しながら金色に光るそれを受け取った。どうしても震えてしまうが、それを久恩に悟さとられるのは恥はずかしいとか考える余裕はない。ただ一度握りしめ、そしてゆっくりと指を開いて見つめる。

（ああ……これは……）

　二人の間に会話はなく室内は静せい寂じやくのままだ。ゆえに、遠くから舞踏曲が聞こえる。

　ドアか窓を開ければもっとはっきり聞こえるのだろう。部屋の前の廊下を誰だれかが談笑しながら通り過ぎるのも、聞こえるくらいだし。

　それらすべてを耳にしながら、手の中の懐中時計をじっと見つめた。

　どのくらい凝視していたかわからなかったが、溜息のように深呼吸をして──口を開く。

「──この、懐中時計の話を訊きたい。いい？」

「なんなりと、とは言いにくいんだが」

　静かに久恩が答えた。凜は、睨にらむように久恩を見る。

　久恩が凜へ渡した懐中時計は、間違いなく。

「……これ、久恩のもの？　どこかで昔、誰かからもらったとか──拾ったとかでない？」

「私のもので、父の形見だ」

「……っ！」

　本当に心臓が止まるかと思った。では、やはり──。

（久恩が、《親友》だった……っ!?）

　驚きのまま凝視する。やはり、そうだった。

　司生かもしれない、と思った時もあったが、最近は久恩かもしれないと考えることが多かった。──雰ふん囲い気きが、似ていたから。

　華はなやかな外見に反比例した、気配。笑えみの奥に闇やみがあり、さらには感情を押し隠している──それなのに、双眸には鋭するどい光がある。

　これはまさしく、凜が《親友》に対して昔、感じていたことだ。

（当時のオレも……本当は）

　辛いことばかりだった。だから幸福なことばかりを考え、探していた。

　でなければ、不幸に吞み込まれてしまいそうだったから。

　自分は幸せなんだと思い込まなくては生きていけなかった、極限状態。生きるために何をすべきか、毎日そんなことばかりを考えていた。

　幸せそうな親子を横目に──心が荒すさまないよう、一生懸けん命めい笑って前を向いた。

　──だから、《親友》に会った時に驚いたのだ。

　彼は、自分と同じく業ごうを背負って生きている、と一目でわかった。この世の闇を知っていてそれに立ち向かわないと生きていけないと腹を括くくった子供なのだと、すぐに気づいた。

（他の誰に、仲良くしようと言われても信用できなかった）

　そんなことをしていたら、どこかに売られてしまう。凜は自分に笑顔を向ける人も含め、すべてを警戒して生きていたのだ。ただ、それを表に出してはいけないことも知っていたので、無む邪じや気きを装よそおっていた。

　それは凜の、精一杯の《処しよ世せい術じゆつ》だった。

（……定てい静せい先生のことは、孤こ児じ院いんで生活を始めてしばらくしてから信用した。……子供を売ってたり、酷ひどい扱いをしていなかったから）

　ただ、黎千院公こう爵しやく家けのことは、引き取られてもなかなか信じることができなかった。

　なぜ、こんなに大事にしてくれるのか。その疑問は未いまだ解決していないけれども、凜が優秀だから、と司生が言うことが真実なのだろう、と納なつ得とくするようにしている。

（──無償で見返りも求めなくて……大事にされることなんか、あるはずないから）

《親友》──いや、久恩に会う前までは、定静先生の善意すら、凜が〔他の子供より賢い〕から、そこに価値を見み出いだしていただけ、と思っていたのだ。

（《親友》がオレの何を気に入って、好意を寄せてくれたのかなんて確認していないから、推測の域を出ないけど）

　けれども、わかっている気になっていた。自分たちは似ているからだ、と。

（……オレの勝手な、独りよがりだった感じだけど……さ）

《親友》の存在は、凜の励はげみになっていたのに、向こうは違うのか。彼が頑がん張ばっているのだから自分も頑張る、次に出会った時に現状の幸せをお互い報告し合えるようになっていたい──そうずっと、願っていたのに。

　そんな、いろいろな感情が一気に溢あふれた。

「……っ、なんで、黙っていたんだ……っ!?　オレの顔を覚えていなかったからか!?」

　責める口く調ちようになってしまうのは仕方がない。これは凜にとってはとても勇気がいる、感情の吐と露ろだ。

　──その通りだ、と認められたら凜はどうしていいかわからなくなる。──孤独を断言されることと同じだから。

　しかし、久恩は静かに首を横に振った。

「──覚えていたさ。知っていたから、書しよ籍せき館かんで声をかけた。……懐中時計を大事にしてくれていて、本当に嬉しかったんだ」

「……っなら！　何で名乗り出なかったんだよ！　……手紙だって一度もくれなかったし……！　ずっと、待っていたのに！　渡と航こう先も知らないお前の名前も知らない、オレの……っ、名前もお前は訊いてくれなかったし！」

　感情のまま怒れば、久恩が黙る。じっと凜を見つめるだけで──しかし、その双眸からは真意がわからない。

　もちろん凜から名乗ろうと何度も思ったが、勇気は出なかった。冗談で《親友》にしてくれたのでは、という気持ちは最後まで拭ぬぐえなかったから。

　そもそも、明らかに生活水準が違う年上の言葉を信じる勇気なんかあるはずがない。

　凜は、あれ以上傷つきたくなかったのだ。

「……お母さんの形見の懐中時計を預けてくれた時は、すごく嬉しかった……」

　けれど、そんな不安を唯一払ふつ拭しよくしてくれたのは、大事なものを預けてくれたという事実だ。

　本当に凜のことを気に入ってくれたという証あかしだ、と思ったから。もちろんそんな感激の中にも、実は形見というのは《噓》で、貧しい孤児の凜へ哀あわれみから施ほどこしをしただけかも、との推測は完全には消えなかったけれども。

（──所しよ詮せん、久恩にはわからない）

　いまだ黙っている久恩を見つめ、唇を嚙かみしめる。

　凜がどれだけ孤独の中にいたのか、仲間が欲しかったか。

　友達と仲良く遊ぶ子供たちを横目に、自分と気持ちを共有できる友人がいれば、どれだけ心強かったろう、と何度も思ったことを。

　励まし合って、頑張ろう、と言い合える友人がいる夢を、泣きたくなるほど見ていたことを。

「久恩にとっては、たまたま出会っただけの孤児で、それ以上ではなかった……ということだよな。……まあ、当然といえば当然だけど」

　口に出してみて笑える──そうだ、その通りだ。こんな《当たり前》のことに気づかず、結局は本気で《親友》の好意を信じていた自分が悪かったのだ。

「そんなふうには、考えたことはない」

「じゃあ、今までずっと音信不通だったことと、会ってから名乗らなかった理由を言えよ。オレが随筆家の定静先生のところにいることは伝えてあったから住所は調べられるだろうし、オレを捜しているようでいて、けれど気づいても名乗らないで無視していた理由も、ちゃんと説明してほしい」

「無視なんかしていない、いろいろと事情があった」

「だから、それは何だよ」

「…………」

　感情的になりつつ、問い詰つめる。しかし、久恩は何も言わない──凜は眉まゆを顰ひそめ、きゅっ、と唇を嚙みしめた。

「……ま、所詮は名前も訊かなかったくらいだもんな。……いいよ、わかった。すべては冗談だったんだなって……はっきり学ぶまでに、十年かかったけど」

「凜」

「オレが、悪かったんだ。……勝手に思い込んで、勝手に思い出を大切にしすぎた。自分の勘かん違ちがいを、久恩の不義理を曲解して怒るオレが悪いんだよ」

「──凜」

　久恩のことは《親友》の件を抜きにしても、司生とは別の意味で特別に感じていた。だからこそ、名前を呼ばれるが聞きたくない。

「……ただの過去を特別な日として──宝物にしていたのが、悪かったんだ」

　定静先生のところへ行くまでは、誰から人として扱われていなかったので、自分の名前を呼んでくれる人をいつでも欲していたというのもあるけれど。

　もちろん、司生や公爵、夫人に呼ばれるのは大好きだが、特に久恩に呼ばれると特別な友情が流れているような気になっていた。

　本当に、馬ば鹿かだった。

「一つ、聞きたい」

　静かに久恩が口を開く。黙っていれば、さらに室内に声が響いた。

「……二階に懐中時計が落ちていたということは、凜はあそこにいた、ということか？」

「────」

　今度は凜が黙る。気まずい、と思ったのではない。

　あそこであった出来事を確認しないといけないのはわかっているが、どうでもいい、と一種自暴自じ棄き的な感情がこみ上げてどうしようもないのだ。

　ゆっくり、口を開いた。

「──久恩を捜したんだよ。見つけたけど──声をかけなかった」

「……。あの場所で、私を見た……？」

　質問へ、凜はこくり、と頷いた。久恩は息を吞んで黙る。

　凜は廊下に続くドアの方を見つめながら、淡たん々たんと告げた。

「久恩が──佐久山男爵夫妻の部屋から出てきて、夫人とすれ違う時に一瞬だけど腕を動かした。夫人だけじゃなくて、誰も気づかなかったけれど、久恩の手の中には……。そして久恩は、何事もなかったかのようにその場を立ち去った」

「────」

「……夫人は男爵らとともに、自分の部屋らしきところに入って。……そして、すぐに大おお騒さわぎになった。……ドレスにつけていた宝石がなくなった、と」

　見たことをただ、告げていく。久恩は黙って聞いているだけで、何も答えない。

　事情説明を待つために凜も黙ったが、久恩は何も言ってくれない。だから──思考が悪い方、悪い方へと進んでしまうのだ。

「……久恩が」

　震えないように気をつければ、代わりに抑よく揚ようのない口調になる。

「……久恩が、《怪盗》なのか……？　神かみ代しろ家や、樺かば山やま家の家宝も……全部、久恩が盗んでいたのか？」

「…………」

　久恩は黙ったままだ。しかしそれがショックなのではない、本当に訊きたいのはそのことではない──久恩が《怪盗》では、と気づいてからずっと心にくすぶっていた疑問だ。

　久恩が怪盗か否いなかということは正直、凜にとってさほど重要な問題ではなかった。

「──オレに近づいたのは、司生と警察の情報を得るため……？　利用するためか……？　だから、過去のことも興味なくて……知っていても面倒で何も言わなかった……？」

　久恩の顔を見ながら問う勇気はなくて、俯うつむきながら訊く。

　何を考えているのかわからない。今までは、側そばにいるだけで気持ちが伝わるような気がしていたのに、それはただの勘違いであったと思えてきた。それが何より痛い。

「……凜」

　しばらくして、久恩が凜の名前を呼んだ。けれど、まだ顔は上げない。心に余裕はない。

　きゅ、と唇を嚙みしめた凜へ、久恩の声が響いた。

「……謝罪をすれば、いいのか？」

「────」

　勇気を出し、ゆっくりと視線を上げて久恩を凝視する。

　久恩の視線は、凜の顔ではなくて板間に敷かれた舶はく来らいの絨じゆう毯たんに落ちていた。

「私が謝あやまれば、今までと変わらない関係を続けてくれるのか……？」

　じっと凜が黙っていると、さらに久恩が訊いてくる。そうしてから息を吐くと、久恩がゆっくりと視線を上げた──それでも、凜の目を見ていない。

　以前はいつでも目を見ながら話をしてくれていたのに。今までと変わらない関係にしないのは、久恩の方だ。

　そんな気持ちが胸の中で不快なほどに渦うず巻まいていて、凜の声がかすれてしまう。

「……オレが聞きたかったのは、そんな言葉じゃない」

「────」

　久恩が、唇をきつく結んだ。凜はただ溜息をつくご免めん、という言葉ですべてを解決しようとしているのか。その一言で、すべてを片づけるつもりか。

　──そんなことを、望むわけがない。望んでいるのはそんなことじゃない。

（なんで、オレに何もかも黙っていたか……だ）

　凜が知りたいのは、ただ一つ。

（オレを利用しようだなんて、思っていなかったって……一言言ってくれればいいのに）

　司生やみんなは許さないかもしれないけれど、凜だけは久恩を受け入れることができるのに、久恩はそんな凜の一番欲しい言葉を口にしない。

　それが何より、許せなかった。

　静かに、凜の反応を窺うかがいながら久恩が訊いてくる。

「……私は、どうすればいい？　……凜に、許してもらうには」

「このままでは無理」

「────」

　凜にとって、今浮かんでくる言葉を告げるだけが精いっぱいだ。久恩が黙る。

　そんなの、どう言葉にしていいかわからない。凜は考える余裕がないほど混乱している。

　感情だけが噴き出していて、言いたいことをまるで言葉にできないのだから。

　とにかく──久恩に今の自分の傷ついた気持ちを伝えることしかできない。

「お前が、わからない」

　低く、言う。久恩はじっと床を見み据すえるだけで何も答えない。

「……信じられない」

　さらに言えば、僅わずかに口が動いたが、開くことはなかった。拳こぶしを強く握りしめたままだ。

　口は重いが、さらに告げた。

「……子供の時からずっと、久恩を信じていたオレが馬鹿だった。久恩を責める気はないよ、利用されたオレが悪いんだ。……反省してる」

「────」

「……昔のことは、もう忘れる。家庭教師ももういいよ、《怪盗》だったってことは、誰にも言わないから。……安心して」

　自分に言い聞かせる目的もあるが──これは、宣言だ。

「だから」

　黙って聞いている久恩へ、最後の一言を告げた。

「二度と、オレの前に顔を見せるな」
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「っ!?　あ……っ」

　一瞬何があったかわからなかったが、背中に痛みを感じて小さく声を上げた。次ついで、両手首の痛みと、いきなり間近に迫せまっていた久く恩おんに驚いた。

「何……っ？」

　ギリギリと、久恩の指が手首に食い込んでいる。気づいた時には天てん井じようを見上げていた──ベッドに、押し倒されたのだ。

「どうし……？」

「大変、申し訳ないが」

　久恩の表情は、まるで舶はく来らい人形のようだ。綺き麗れいでいて感情の起き伏ふくがなく、その口く調ちようとともに凜りんを追い詰つめる。

　凜の驚きよう愕がくがわかったのか、僅わずかに口元に笑えみを浮かべてみせた。

「……お前は、私が望んだ言葉を告げないと言うが、私も凜の口から望んだ言葉は聞けなかった。そんなこと、許せると思うか……？」

「え……？　何が……っ」

「離す気など、さらさらないんだ」

　久恩はそう言うと、鮮あざやかに笑った。今まで見たことのない笑みだ。あまりにも久恩らしくないその様子に、意識も縛しばりつけられる。

「悪いな、凜の望みなどまったく聞く気がない──言う通りにはできない。──凜が私から離れるだと？　逢あえない？　……顔も見たくないとは、ご挨あい拶さつだな」

「痛……っ」

　ぎり、と手首に一層の痛みが走る。思わず顔を顰しかめたが、久恩の力が弱まることはなかった。

「申し訳ないが、凜の希望なぞ叶かなえてやる気はない」

「久恩……っ」

「確かに、私が一連の騒そう動どうを起こした張本人だ。それは認める──だが、それだけだ。それ以外は、認めない」

　抑よく揚ようのない口調のまま、久恩がはっきり断言した。しかし凜にとっては、それはすでに確信であったことだ。そのことに驚きは、ない。

　見つめていれば、さらに久恩が口を開く。

「私がなんのために帰国したと……？　何を支えにしてこの十年間生きてきたと思っている？　──十年前の出会いが、私を今まで生かしていたのに」

「……っ、久お……っ」

「凜と初めて会った時、私の周囲はすべてが敵だったんだ。信頼していた大人おとなにも騙だまされ、親も失い、何もかも奪われた後だった。死のうと思っていた──だから、両親の墓はかへ行った。それを止めたのは、凜だ」

「…………」

「だからお前は、私の側そばで私を生かし続けた責任を取らなければならない」

　堰せきを切ったように久恩が話す事情に、凜は言葉を飲み込む。その口調と声音で初めて凜は久恩に余裕がないことを知った。圧倒されたのだ。

「じゃあ、なんでずっと音信不通で……っ」

「手紙はずっと出していた。……だが、音おとノの羽わ家の両親がそれを許さず私に気づかれないように、勝手に処分をしていた」

「────」

「音ノ羽家に引き取られるまでの経けい緯いを知っている義父母だったから、私が再び騙されたのでは、と気き遣づかってくれたらしい。過去の付き合いはすべて断たった方がいいと。……私も、凜との出会いは誰にも言わないでいたから」

「……そう、だったんだ」

　淡たん々たんと告げる久恩をじっと見つめる。凜が聞いていなかった事情だ。真しん偽ぎを疑うことはできるが、久恩の余裕のない真しん摯しな双そう眸ぼうを見つめると、噓うそではない気がした。

「大人の庇ひ護ごの元では自分は無力なままだ。だから頑がん張ばって優秀な成績を取り、音ノ羽家を安心させることに勤いそしんだ。すべて、凜に会うために」

　さらに久恩が話を続けた。

「──そしてようやく帰国を許されたので、私はすぐに凜を捜したんだ。……十年は、とても長かった」

　彼の言葉の意味を嚙みしめるうちに、凜は息苦しさが薄れていくのがわかる。小さく、自分に言い聞かせるように凜は呟つぶやいた。

「……オレも久恩も、子供だったから……」

「しかし私はもう、大人だ」

　ぼそり、と呟けば、久恩が初めて手首を摑つかんだ指の力を和やわらげる──それでもまだ離してはくれないままではあったので、凜は身動きが取れない。

「……辛つらい時は、いつでも凜の笑顔を思い出していた」

　静かな口調は、自じ嘲ちようのようだ。

「それがどれだけ私を救ってきたか、癒いやしてくれたか凜はわかっていない。どれだけ……」

　笑みを浮かべ、断言した。

「どれだけ、凜が大切であるかを」

（久恩……）

　──言葉が、出ない。けれど、苦しさはもう、だいぶ薄れていた。

「私は──この世のすべてが憎にくかった。今でも嫌いやなことばかりだ、信じるものなぞない。けれど唯ゆい一いつ、凜だけはを裏切らない……一緒にいれば、この世への恨うらみと怒りを忘れていられる存在なんだ。……私にとって」

　久恩が、言葉を飲み込む。僅かに瞼まぶたを伏せ、唇くちびるを嚙かみしめた。

「私にとって……凜だけだ。お前こそ、私のことを居い心地ごこちがいい存在程度にしか思っていないかもしれないが、私は違う」

「え……？」

「……凜が、私という存在を認めてくれているから、私は生きている。凜に拒絶されたら、私は生きていけない」

　ふいに、両手が自由になる。久恩がゆっくりと体を起こして凜から離れたので、自分も上半身を起こせば、ベッドの端に座ってじっと見つめる久恩と視線が絡からんだ。

「どうし……？」

　黙だまって凜を見つめる久恩が、自分の上うわ着ぎの中に手を入れる。《怪かい盗とう》のカードか、盗んだ宝石を出すのか、と思って見つめていて──現れたものに、息を吞のんだ。

「じ……っ!?」

「Ｓスミス＆アンドＷウエツソン　Ｎｏ・１モデル。六尺しやく以下の小型拳けん銃じゆうだ。村むら田た式のような大きなものは、まさか携帯できないからな」

　冗じよう談だんめかして言っているが、まったく笑えない。

「……拳銃なんて、鹿ろく鳴めい館かんに持ち込むもんじゃないだろ……っ！」

　華族の子弟は特例を除き皆が軍人であり（司し生きはどんな手を使ったのか軍人経験はないけれど）、拳銃の所持は許されている。

　とはいえ私し的てきな時間に持ち歩いているわけではなく、鹿鳴館のような特権階級の社交場に持ち込む無ぶ粋すい者ものはいない、と司生から聞いていた。

「……っ、なんでそんなもの、準備してるんだよ……っ！」

「凜が指摘した通り、私は犯罪者なので。それなりの覚かく悟ごはいつもしている。……帰国した時に一緒に持ってきた」

　鈍にぶく輝く黒い鉄の塊かたまりが現れたことで、部屋の温度が一気に下がった気がした。

　ゆっくりと久恩はそれを持ち上げ──そして、銃口を向けたのは凜ではなくて──。

「久恩……っ!?」

「鉄の塊だからな。名手であっても動いているものを狙ねらって撃うつのは至し難なんだが、自分の頭を撃ち抜くことくらいわけはない」

　口調は普段と同じものだ。だからこそ、異様な迫力をもたらした──双眸は凜を捕とらえていて瞬まばたきすらしない。

　これは、本気だ。

　理解した途と端たん、背筋に冷たいものが走る。心しん拍ぱく数すうがかつてないほどに跳はね上がり、口から心臓が飛び出しそうだ。震ふるえないように必死に口を開いた。

「……オレ、そういう冗談好きじゃないけど」

「私もだ。本気のつもりだが──なんなら、証明するか？　大騒ぎになるかもしれないが、黎れい千せん院いん伯はく爵しやくなら騒ぎをおさめるくらいはできるだろう。不ふ愉ゆ快かいだがあの男は有能だ」

「や……っ」

　拳銃を摑む久恩の右手が僅かに動いたので、凜は思わず久恩へ手を伸ばす。しかし触れることはできず、じっと視線が絡んだまま彼はベッドから降りて、凜から一歩離れた。

「……落ち着けよ」

「落ち着いている」

　言葉通り、不気味なほど久恩は冷静だった。強こわばる凜とまったく対照的なほど。

「……だからこそ、このままだと避けられない最悪な未来がわかるんだ。──凜がいないなら生きている意味はないし、生きたくない。私は卑ひ怯きよう者ものだからな」

「……久恩……っ」

　舞ぶ踏とう室しつから流れる音楽と紳しん士し淑しゆく女じよの笑い声が、この場にはまるで不似合いだ。それがまるで別世界のように切り離されて感じられて──一層の恐怖を感じる。

　久恩には、そんな外界の喧けん噪そうは聞こえているのだろうか……？

「知っているか？　凜」

　凜は自分の心臓の音で鼓こ膜まくが破れそうなのに、久恩の声こわ音ねだけははっきりと聞こえた。

「大切な人から拒絶された段階で、死んだも同じになる。大事な人に軽けい蔑べつされ、信じてもらえなくなればもう、人生を歩む意味は何もなくなる」

「────」

「けれども」

　鮮やかに、笑んだ。

「目の前で死ねば、一いつ生しよう涯がい私のことを忘れられないだろう？　目を瞑つぶれば私を思い出す──私は、凜の思い出の中で永遠に生きる」

　それを選ぶんだ、と続いた声音は、まるで囁ささやくように。凜に告げるというよりは、自分に言い聞かせているようだ。凜は息を吞み、必死に冷静を心がけた。

「……それは、脅きよう迫はくだ」

「ああ、その通り。私は凜に忘れられたくないから、そのためにはなんでもする」

　凜の言葉をあっさり認め、満足そうに久恩が笑う──なぜ、そんな表情ができるのか。

　卑怯を精いっぱい非難したのに、まるで満足げだ。凜はもう、泣きそうなのに。

　どうやって止めようか、拳銃を奪うべきか、と動揺しながらも考えていれば、凜を見つめていた久恩が自嘲するように笑った。

「さよなら」

「っ!?」

　引き金にかかった指が、僅かに動く──それがわかった時にはもう、凜は飛び出していた。

「……！」

「凜……っ!?」

　銃を持つ手を力一杯引っ張って、自分の方へ向けた。銃口が凜の額ひたいに向けば、思わずというように久恩が銃を放す。それを咄嗟とっさに蹴け飛とばし床の上に転がした。

　ごとん、と鉄の塊が落ちる音と、凜が久恩の頰ほおを叩たたくのは同時だ。

「……っ！　こういう時は、お前が大事から！　って言うだけでいいんだよ！　馬鹿！」

「────っ」
















　感情のまま怒ど鳴なり、驚いた久恩の襟えり首くびを摑む。身長差があるのでネクタイを引っ張って下を向かせ、さらに怒りをそのままぶつけた。

「……っ、そこまで想っていて、なんでオレを騙していたんだよ……っ！　あり得ない！　そんな大事な相手に、なんで内緒にしてたんだ！　バレた時、オレがどう思うかって考えなかったのか……っ!?」

　久恩を睨みつけて責める。意味がわからない、そこまで想っているのならばなぜ、凜に隠し事をしていたのか。《親友》であることを隠していたのか。

　それらすべての理由を、凜が納なつ得とくできるように説明してくれれば許そうと思っていたけれども、なぜ、それをしないで逃げようとしたのか。

「……っ会わないなんて、噓に決まってるだろ……！」

「……」

　そんなの、久恩から事情を聞くために口から出ただけだ。怒りと悲しみをそのままぶつけただけで、久恩がそのまま受け取って諦あきらめるとは思わなかった。

　一瞬も目を逸そらさずに見つめていれば、久恩がぽつり、と呟くように言う。

「……嫌きらわれたく、なかったから」

「────」

　そしてゆっくりと、ネクタイを摑んでいる凜の指へ視線を落とした。

「言って、凜の心が私から離れるのが恐こわかった。……僅かでも、凜が私から離れる隙すきを見せたくなかった。過去のことを告げなかったのは、私が《怪盗》として世間を騒がせている最中だったから。捕つかまった時……、迷惑をかけたくなかったんだ」

「……それで、最悪な状態でオレにバレてどうするんだよ……っ！　結局、こんな形で何もかもが明かされてしまったじゃないか……！」

「そうだな」

　ネクタイを引っ張っても久恩は文句も言わず、抵抗もしない。ゆっくり手を外はずせば、それも久恩は視線で追っていた。

「……だから、どうしていいかわからなくなった。……引き留め方がわからなくて、状況が最悪すぎて。……凜に捨てられないためには……いや、捨てられてるからこそ、もう死ぬしかないと思った」

「っ！」

　頰をペチ、と叩く。先ほどは思い切り叩いたが、今回は軽く音が鳴る程度だ。

「お前……っ、ホント腹立つ……っ」

　そして両腕を摑み、その胸に顔を伏せた──絞しぼり出すように、告げる。

「説明してくれれば……っ、理解できるよ！　オレはそこまで馬鹿じゃない！」

「…………」

「いつも──久恩の気持ちは全部、わかろうとしてるんだから……っ！」

　ちゃんとわかっているつもりだったが、自信を失ったのは仕方ない。

「勝手に納得して、オレとの間に壁を作って……！　最初にオレを見限ったのはお前のくせに！　なのにまるで被害者は自分みたいな言い方で……っ、脅迫して……！　お前がすべきことは、オレに事情を説明することだろ!?」

　言っているうちに、涙が出てきた。恥ずかしくて、凜は久恩が動かないのをいいことにタキシードへ顔を擦こすりつけてやる。額が生き地じを擦ったので痕あとになったら恥はずかしいな、とぼんやり思ってしまう──今は、それどころではないのに。

「──お前、言葉が少なすぎるんだ……っ」

「……ごめん」

「────」

　頭上から落ちてきた久恩の一言は、凜の心に染み込んでくる。

　歯をくいしばったまま無言でいれば、さらに言葉がかけられた。

「……本当に、申し訳なかった」

「──ホント、最悪だ」

　続く久恩の謝罪は、じわじわと胸の奥に入ってくる。緊張がだんだんとほぐれて──ようやく深く息を吸うことができて、凜は、トン、と胸を軽く叩いた。

「……大事なことを置き去りにするな」

　そしてゆっくりと顔を上げる。真上にあった久恩の表情には、明らかに安あん堵どが見えた。凜は素直に告げてやる。

「お前が思う以上にオレは《親友》を心の支えにしてるんだから。勝手に死んだら本当に憎む──恨んでやる。そして、絶対にお前を忘れ去ってやる。金こん輪りん際ざい思い出してやらない」

「──恐いな」

　久恩が笑う──自嘲ではなく、柔やわらかい笑みだった。

「当然だよ、本気だから」

　凜もつられて笑った。そしてポケットの中から、ずっと預かっていた《親友》の懐中時計を取り出す。見せれば、久恩はそれを手に取った。

「オレだって真剣なんだし。お前だけだと思うなよ、命かけてるの」

「──そうか」

「うん。だからオレの横で、オレのために生き続けろ。できないならオレが久恩の目の前で死んでやる」

「堪かん忍にんしてくれ」

　久恩が取り出したのは、同じ懐中時計。凜の時計と二つを合わせる。裏面の彫ちよう刻こくが左右対称となって一層鮮やかな模様に見えた。




「では……私は、常に凜の側にいて、凜を幸福に生かし続ける努力と誠意を見せるとしよう」
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「……なんで、まだ音おとノの羽わ久く恩おん君が家にいるんだい？」

「え？　一緒に帰ってきましたから……。司し生きが久恩に頼んでいたじゃないですか」

　司生の上うわ着ぎを受け取ってハンガーに掛ける凜りんには見えない角度で、舌打ちをした。音ノ羽久恩には見えていたろうが、別に気にしない──喧けん嘩かするつもりでいたのだし。

　司生が屋敷に戻ったのは日付が変わる頃だったが、未いまだ音ノ羽久恩がいたのに驚いた。

　しかも、凜と談笑をしている──喧嘩別れしていると思って、凜をどうやって慰なぐさめようか楽しみにしながら戻ってきたのに、とんだ計算違いだ。

「音ノ羽久恩君、凜を送ってくれたのはありがたいけど、普通、夜中まで人様の家に居座るのは失礼だってわかっているよね？」

「《怪かい盗とう》が出た直後で凜が不安になっていましたゆえ、気き遣づかいました」

（よく言うよ）

　しれっと答えて珈琲コーヒーを飲む姿が憎にくたらしい。

「司生、帰ってくるのが遅かったけど……。結局、佐さ久く山やま男だん爵しやく夫妻はどうなりました？」

「話を聞こうとしたけど今までの被害者と同じで、『諦あきらめたから、捜そう査さもしなくていい』の一点張り。なんだろうねえ」

　理由はわかっているけれど、すっとぼけた。

　凜が司生の茶も用意してくれたので、それを飲む。ミルク多めで甘いのは、夜で胃に優しく、そして司生が疲れていると思ったからだろう。本当に気の利く良い子だ。

「──ま、折せつ角かく夜中までいてくれたんだし？　音ノ羽久恩君と話したいことがあったから、ちょうどよかったよ。今話し合ってしまおう、明日改めてというのも面倒くさい」

「……司生？　何を……」

　左手で持ったままのソーサーにカップを置くと、少しだけ前のめりになる。凜が和わ三さん盆ぼんの綺き麗れいな和わ菓が子しを差し出しながらも、心配そうだ。

「──そうですか。話を聞きましょう」

　ふてぶてしいことに、音ノ羽久恩は特に気にしたふうもなく相変わらずの余裕である。

（凜を傷つけたくないから、隠し通そうかと思っていたけど──音ノ羽久恩は凜の教育によろしくない男だ、縁を切るためにも告げる）

　真実を知れば、音ノ羽久恩を慕したう凜が傷つくだろう。それが可か哀わい想そうだから、司生はこの秘密を隠してやろうと思っていたのだが。

　黙殺していたら、凜が危険だ。司生は久恩を睨ねめつけはっきり言ってやった。

「単刀直入に言うけど──君が《怪盗》だろう？」

「えっ!?」

　しかし驚いたのは、音ノ羽久恩ではない。凜が、いっそ見事なほどに飛び退すさって驚きよう愕がくを全身で表している。あんまり見事すぎて、司生は感心して眺ながめながら続けた。

「……凜？　どうしたの？　例えば神かみ代しろ家での犯罪なんかは、皆の意識がテーブル上の《怪盗》からの予告状に集中していた時。棚たなにあった仏像を盗んだ」

「はっはい……っ！　でも……仏像の入った箱の横には藤ふじ田た警部補もいましたよ……？」

　司生に反論するのは凜だ。かなり焦あせっている。

「うん、そう。天下の警察がいたのだから盗めるはずがない、と思い込んだのが悪かったんだよ。体を調べても持っていなかったのは、そのときには藤田警部補が持っていたからさ。……声、上ずってるけど……」

「え？　藤田警部補も……久お……じゃない、《怪盗》の一味ってことですか？」

　動揺する凜に、司生が違う、と立てた人差し指を左右に振った。

「単独犯だよ。藤田警部補には気づかれないように持たせたんじゃないかな。コートに仕掛けしたとか？　ともかく、そして帰りに外で藤田警部補に会い、仏像を取り戻した──まさか誰だれも、警察官が盗まれた仏像を持っているなんて思わないだろうし」

「ええ──っ、まさかそれ警察にバラしては……っ!?」

　凜は、司生が考えるのと微妙というか、だいぶ違う様子で、驚愕している。

「いや、まだだけど。……どうしたの？　驚き方が、変じゃない？　も……」

「えっ!?　あ、いいいいいえ……っ！」

　ぶんぶんぶん、とデンデン太だい鼓このように、激しく首を横に振っている。

「まあ、確かに驚く気持ちはわかるけど──凜？　君らしくないね？　僕がいきなり切り出しても食いついてこないし、かなり困こん惑している。こういう仮説、追究したりするの好きだったよね？　なのに顔色が……あれ？」

「あわわわわわわ……！」

「──ああ失礼、では、詳細は凜の代わりに私が聞きましょう」

　驚いたまま硬こう直ちよくしてしまった凜とは対照的に、音ノ羽久恩は脚あしを組んでゆったりとソファに座っている。本当に腹立たしいことに、口元には笑えみすら浮かべて。

「……く、久恩……っ、いや駄だ目めだって！」

「大丈夫だから。心配性だな、凜は」

　凜が、困惑を隠さず音ノ羽久恩を見た。それに対してまるで目め配くばせをするように頷うなずけば、凜が心配しつつも安心を見せる。

（……え？　何これ……）

　なんだろう、この空気感。司生だけが知らない、凜と音ノ羽久恩の二人が張った共同戦線のような、妙な結束というか。糸というか。

　──まさか、の思いが過よぎる。しかしそんなことはあり得ない……とも思っているので、司生は怪け訝げんな気持ちのまま、凜に尋たずねてみた。

「……凜？　君、もしかして──知ってた？　音ノ羽久恩君が、《怪盗》ってことを……」

「えっ!?　なななななななかかかかいい!?　とうっ!?　えっ？　なになななっ!?」

（知ってたんだ）

　確実だ。司生がわざわざ隠していたのに、無む駄だだったようだ（実際、今こうして目の前でバラしているので無駄そのものだったが）。

　一体いつ？　と思うが、少なくとも、鹿ろく鳴めい館かんで別れた時は知らなかったはずだ──と考えて、眉まゆ根ねを寄せた。

（……そうでもないな。……あの態度は……あからさまにおかしかった）

　では、すでにあの時には凜は音ノ羽久恩が《怪盗》ということに気づいていた？　一体どうやって──記憶を引き出し、さらにああ、と納なつ得とくをした。

「……懐かい中ちゆう時計を落とした時から様子が変だったね。じゃあその前後かな？　凜は音ノ羽久恩君が《怪盗》だということを知ったのは……」

　呟つぶやけば、ますます凜は挙きよ動どう不ふ審しんになった。図ず星ぼしだ。

　なんだかとても残念だ。つい不満を漏もらす。

「……なんだ。面おも白しろくない」

「なっ、なんだって……っ!?　いや、これ大問題ですよ!?　すごく深刻で……っ！」

「そう？　僕は君と音ノ羽久恩君が不仲になるきっかけになれば、と思って切り札にしたつもりだけどね、それができないなら正直、どうでもいいよ」

　肩を竦すくめて断言してやれば、凜が驚いたように口をぱくつかせた。

「ど……どうでもいいって……!!」

「──それに、盗み続ける理由と背景を知ってしまえば、犯罪者と断定してはいけない気がしてね……難しいよ。いやー、知らないままなら簡単に警視庁へ突き出すことができたから、本当に知りたくなかったけど」

　複雑な感情をそのままに溜ため息いきをつけば、凜がきょとんとした。

「え？」

「──あれ、凜には過去のことは喋しやべっていないんだ？　音ノ羽久恩君」

　司生はわざとらしく音ノ羽久恩へ話しかける。

「……調べたんですか？」

「うん。すでに君が犯人じゃないかと先日から予想していたからね。徹底的に調べたよ」

　表情に僅わずかな苛いらつきが見えたのに、満面の笑みで返してやる。

「《怪盗》や、被害者から調べようとしても何も出てこない。けれど、君が《怪盗》という仮定で物事を調査すると、興味深い事情がいろいろと出てくるんだ」

　音ノ羽久恩の微かすかな変化も逃にがさないように凝視しながら言うが、もう無表情に戻ってしまった。本当に面白くない男だ。

「君は、非常に複雑な運命を背負っていたんだね。音ノ羽久恩君……いや、華族礼遇前に爵しやく位い返上をした元華族・松しよう鷹よう侯こう爵しやくの嫡ちやく子し・久恩君」

「────」

　音ノ羽久恩は珈琲を飲みつつまったく司生を見ていなかった。しかし司生も気にしない。どうせ、聞こえているのだろうから勝手に喋ろうとすれば、凜が呟いた。

「そういえば……、初めて会った時に華族だったって聞いた。今のご両親は、本当の親おや御ごさんの親友だったって……」

「ああ、それは本当のことだね。音ノ羽久恩君のお父様は、元々が大大名家出身で十分な金きん禄ろく公こう債さい──黎れい千せん院いん家ほどではないけどね……があった大資産家だったんだよ」

　説明すれば凜が驚くが、音ノ羽久恩は澄すまし顔で茶を飲んでいるだけで、何を考えているのかわからないというか、腹が据すわりすぎていて不ふ愉ゆ快かいというか。

「……で、侯爵のお人柄が真ま面じ目めで勤勉というのもあり、新規に行った事業が大成功して巨万の富を得たんだ──だけど、騙だまされてそれをすべて奪われた」

「え？」

「────」

　凜は驚くが、音ノ羽久恩は未だ表情を変えない。自分に無関係な話を聞いているかのような態度だが、反論しない様子こそ司生の調査結果がすべて事実であると証明していた。

「誠実で情に篤あつい音ノ羽久恩君のお父様──松鷹侯爵は、苦しむ華族の借財の申し込みには心よく応じていらっしゃったらしい。僕の父なんかは当時、人がよすぎる、と心配していたようだけど」

「……大大名出身の華族様は裕福な方が多いけれど、他は、多額の負債を抱えていて、華族返上を希望する家もありますしね……」

　凜が答える。実際に、かなり上位の華族でも内情が火の車の家はあるし。

「華族制度は華族を優遇するという好都合な面もあるが、実は大変に規則も厳しく何より華族を続けるには莫ばく大だいな金がかかるからな。──黎千院家などの大大名出身でもない限りは、どんな名門出身の華族であろうとも、懐ふところ事情は苦しいだろう」

　他ひ人と事ごとみたいによく言う、と感心しながら司生は頷く。

「──ま、婦人が社交界で着るドレス一着にしろ、公務員の年収に近い金額がかかったりしてるからねえ」

　ゆったりくつろぐ音ノ羽久恩の腹の据わり具合に呆あきれるが、取りあえず続ける。

「華族は華はなやかに見えて、裏ではけっこうドロドロしたことが多いから……。けど人の心も一緒だよ、表面では全面的に信頼しているかのように言っていても、裏では殺意や憎ぞう悪お、自己利益のために陥おとしいれてやれ、と本気で考える畜ちく生しよう道どうの馬ば鹿かもいる」

「────」

　凜が真剣に聞く横で、音ノ羽久恩は変わらず落ち着いている──のはともかく、凜の肩に手を置くのはどうか。はたき落としてやろうか。

「──で、松鷹侯爵は、そんな外げ道どうに騙された。借金を踏ふみ倒されただけでなく、身に覚えのない罪をかぶせられ、でっち上げの譲渡承諾書まで作られて家宝も盗まれたんだ」

「……その、家宝が……もしかして」

　凜が驚きのまま、呟く。司生は頷いた。

「そう、《怪盗》が盗んでいるものたち。──で、松鷹侯爵はねつ造された罪によりお家断絶、華族ではなくなって無一文さらには借金だらけになって、失意のうちに夫人とともに自死を選んだ」

「え……？」

　凜が絶句する。この話は、知らされていなかったのか。

　ソファの肘ひじ掛かけに座り直し、司生は二人の正面から説明を続けた。

「まさか死ぬと思っていなかった連中は、松鷹家に男子が一人いたことに恐怖を感じた。いずれ復ふく讐しゆうされることを怖おそれ、まだ幼おさなかったから隠しておけばわかるまい、との浅知恵で今まで松鷹家から盗んだものを内緒にしていたみたいだね。佐久山夫人は旦那の悪行も知らず、宝飾品を使ってたみたいだけど。《怪盗》に盗まれても警視庁に協力的でないのは、自分たちの罪が明らかになるのを怖れているからだ。以前。彼が被害者を詳しく調べては？　と意見したことがあるし、警察へ予告状を送っていた理由もそれさ」

「…………」

　凜が、黙だまったままの音ノ羽久恩を見る。相変わらず、冷静な様子で雰ふん囲い気きすら変わらない。これだけ事情を暴ばく露ろされても落ち着いているのは一体なぜなのか。

「……で？　それが？」

「………は？」

　ようやく口を開いた音ノ羽久恩の一言に、司生が眉を顰ひそめる。さらに言葉を待っていれば、カップをソーサーごとテーブルに置いて司生を見た。

　──驚くほど、冴さえた双そう眸ぼうだった。

「黎千院伯爵の調査ですから、間違っている、と言い張っても無駄でしょう。貴方あなたがそれだけ自信を持って言うのだから、確固たる証拠は集まった上での推理だろうし」

「うん、そうだね」

「何一つ間違っていない、敬服します。で、どうしますか？」

　あっさり、認めた。これは司生も想像していなかったので正直、面食らう。

「どう、とは……？」

「警視庁に私を突き出しますか？　別にかまいませんよ。《怪盗》逮たい捕ほに多大な協力をしたとして、より一層、伯爵の地位も名誉も上がるでしょう。ああただ、連中から奪った品はすべて私の両親の物なので、返却する気はさらさらありません」

「え？　けど危険だろう？　オレは松鷹侯爵のその事件を一度も聞いたことがないし、何かで読んだこともない。ということは、事件そのものが揉もみ消されてるんじゃ……？」

　心配になって凜が口を挟んでくる。司生は頷いた。

「そうだね、財宝も松鷹侯爵から貰もらったということになってる可能性の方が高いけど……あ、そうか」

　相変わらずの余裕を見せる音ノ羽久恩の様子に、司生はふと気づく。

「……君、財宝を盗んだ時に、もしかして松鷹侯爵の財を不当に奪っていたという証拠も集めてるのかい？　そして、それらが集まったところで告こく訴そする気……？」

「────」

　音ノ羽久恩が、口の端に弧こを描えがいて笑む──図星だ。司生は感心する。

「まあ、さすがと言おうか……。そりゃー樺かば山やま子し爵しやくも気絶するよねえ。君が松鷹侯爵の息子むすこってわかったんだろうから」

　大おお仰ぎように溜息をつき、椅い子すに座り直す。すると凜が心配そうに近づいてきた。

「……司生、本当に久恩を警視庁へ訴うつたえるんですか……？」

「訴えないよ」

　即答だ。丸くする大きな双眸を眺めつつさらに言う。

「《怪盗》という証拠だって残ってないだろうし、万が一、盗んだ……いや、返してもらっただけか──が出てきても、被害者は皆揃そろって視線を逸そらすだろうしね。ただ松鷹侯爵の一件が大問題になって世間を騒がすことになるだけだ。それはそれで、中々ドラマティックだと思うけれど」

　司生は自分へのいい評価で世間を騒さわがすのは好きだが、それ以外は興味がない。それに関係者で何名か、司生の上客がいるのでゴタゴタは困るのだ。

「よかった……。ありがとうございます、司生」

「──君、音ノ羽久恩君のことは、特別に大事にしてない？　なんで？」

　あからさまにホッとした凜を見ると、なんとかして音ノ羽久恩から引き離す方法はないかと考えてしまう。

　家庭教師となって以降ずっとアラを探している司生へ、凜ははにかむように笑んだ。

「幼おさない時から繫つながっている、《親友》ですので」

「……僕は認めてないけど」

　やはり、それも完璧にバレていたか。

　久恩が司生へ優越の笑みを向けてきたので睨にらんでやる。凜は困惑しているようだが。

「司生が今までずっとオレの《親友》みたいな言い方してましたけど、結局は久恩でしたよ。ああいう混乱をきたす冗じよう談だんはよくないと思いますが」

「何言ってるんだよ凜、冗談も噓うそも言ってないよ僕は」

「は？」

　きょとん、と大きな目をさらに丸くして司生を凝視する。笑顔を向けてやった。

「だって槐えん樹じゆ院いん藤とう王のう様に確認してもらってるんだし」

「って、霊れい能のう力りよく者しやな話ですか……？　そういえば司生、何を質問してたんです？　なんだか喜んでいましたけど」

「《怪盗》の正体は音ノ羽久恩君ですか？　と訊いていたんだよ。さすが、当たっていらっしゃったね」

「…………」

　凜が無言になったのは、予想外だったからか。訊いてより確信を深めたのは事実だが、その前からほぼ間違いないと思っていた説明は割かつ愛あいした。

「──じゃあ、その前に……。オレと十年前に会っているようなお話は？　どうしてもオレ、侯爵を思い出せないんですけど……司生は感謝を述べていて、何か大きなことがあったのかな、とは推測できたんですけど」

「ああ、それ？　うん、本当に藤王様は恩人なんだよ。音ノ羽久恩君が《怪盗》とかいうのは正直、どうでもよくなるくらい」

　心配そうに表情を曇くもらせる凜を、司生は頭を抱かかえるようにしてぎゅっと抱きしめた。

　わからないことだらけらしい凜の顔をじっと見つめる。

　司生は笑顔で宣言だ。

「君が本当にうちの子かどうか、確認取ったんだ」

「……え？」

「うちの子か、どうか」

「は？」

「凜と僕が、血の繫がりがあるのかどうかを」

「──」

　凜が黙る。理解が耳についていってないらしい。なので、はっきり司生は断言してた。

「実は君は、十四年前に藜千院家から誘ゆう拐かいされた、僕の弟なんだ」

「えっ!?」

「────……」

　凜が驚き、音ノ羽久恩も予想していなかったのか動きが止まって司生を凝視する。

　まあ、部外者はただの置物と思うことにして、さらに驚きのあまり口を開けたままな凜……いや可愛い弟へ伝えた。

「君は、二歳の時に使用人に誘拐されたんだ。必死に捜したけれども見つからなくてね……。元使用人の所在がわかった時にはすでに死んでいて、凜はいなかった」

「え……ええ……っ!?　そうなんですか……っ!?」

「ああ……。だから、凜が関わると家族以外は使用人すらも信用してなかった……」

　凜はかなり動揺している。音ノ羽久恩の呟きは無視だ。置き物は喋らない。

「僕は留学していたけれど、年中凜の捜査報告が両親から届いていたよ。捜査に行き詰まった時に槐樹院藤王様の知り合いという男性が伝言を預かってきてくれてね。その内容が定てい静せい先生のところにいるというものだったんだ」

　槐樹院藤王に相談をしていたからこそ使用人が誘拐犯と特定できたのだが、侯爵は大変多忙で滅多に連絡がつかない。

　そんな時、藤王様とともに調べたとかいう怪しい男が教えてくれたのだ。

「その男性って探偵ですか？」

「いや、月げつ来らい香か夫人の知り合いとかで……。やたら美形だけど、変な男だった」

「変？　占うらない師とかではなくて？」

「次元操作の能力者で、時空歪ゆがめてやって来たとかで、徳とく川がわ家の血を引いてるとか」

「……。変すぎですね」

　凜がかなり嫌いやそうな表情になった。気持ちはすごくわかる。正直、司生だって警戒していた。かなり好青年だったらしいが。

　開国してからは減ったが、こんな胡う散さんくさい経歴を平然と吹ふい聴ちようする者はまだいる。

　ただその男のおかげで凜を見つけられたことは事実なので、両親は厚く謝礼しようとしたらしいが、その後はまったく姿を見せていないらしい。

「両親から、凜が見つかったって連絡を受けたから、僕もすぐ帰国したんだよ。いやー事情も全部話せて嬉うれしいなあ……ということで、今後は両親のことを実の親として接してくれないかな？　僕のことは兄として。呼び方は今のままでもいいけど」

「……だから、使用人の中でもオレだけが特別扱いだったんですね……」

　いまだ呆然としている凜が、独ひとり言ごとのように呟いた。

　そして、不安そうに司生の顔を見つめてくる。

「……納得……していいのかな？」

　当然なので、司生は大きくと頷いた。

「君が動揺しないように、時期を見て真実を話すつもりだったんだ。使用人に誘拐されてしまったことを責められるのが怖こわい、嫌きらわれたくない、と母が不安がっていたし……。本当にご免めんね」

「あ、いや……っ！　まさかっ!!　全然！」

「ならいいけど……。家族として見られない、とか言われても怖いからさ。凜って、僕が君を弟って言っても拒絶してたし……」

「いやそれは……!!　まさか事実って思ってなくて、恐縮だったから……っ!!」

　ブンブンと手を横に振る凜の頰ほおは紅こう潮ちようしていて、司生が告げた事実は前向きに受け止めてくれているのがわかる。よかった、弟じゃない、とか言われていたら司生も両親と一緒に寝込むところだった。

　ちなみに今日、告げるかもしれない、とは親にも伝えてある。今頃は、神棚と仏壇に祈っているはずだ。

　無事に大任を果たして安あん堵どできたので、しみじみと司生は昔を思い出す余裕も生まれる。

「本当にねえ……。君は昔からとても可か愛わいくて、『ずっと護まもってあげる』って約束してたんだよ。君は頷いてくれたんだ……覚えてる？」

「すみません、オレ、二歳の記憶はちょっと厳しいです。けど、あれ？　じゃあ、オレが成績優秀だから勉学やいろいろ支援しているっていうのは……？」

「とってつけた言い訳だよ。何か理由がないと、君は遠えん慮りよしてしまうと思ったから」

　たとえ血の繫がりがなくても、凜を気に入っていたのでゃんと幸福にしてやるつもりだったけれど。

　語り終えれば、凜がブツブツと呟いている。

「そうか……そうだったのか、納得……していいのかな……？　あれ……」

　混乱した頭を整理しているのかもしれない。人は、一度に幸福が訪れても困惑するものだ。

　しかし頭の良い子なので、放っておけばちゃんと理解して正しく状況をわかってくれるだろう。ただ、

（──幸福で、混乱しているんだよね……？）

　どうしても心配になるのは、仕方ない。

　──それより。

　凜が自分の世界に入っているのを機会とし、司生は音ノ羽久恩へ寄って小声で言う。

「音ノ羽久恩君、凜の兄として、改めてお願いがあるんだけど」

「なんですか？　お義兄さん」

　義兄、ときたか。ますます大嫌いが加速する。満面の笑顔で言い放ってやった。

「凜と付き合うのをやめてくれないか？　君、《怪盗》をやめる気はないだろう？　何かあった時、凜にも危険が及んだら困るんだ」

「──凜に迷惑をかける気は、さらさらありませんが」

「口で言うのは簡単だよ、その覚かく悟ごを見せてくれないとわからない」

　はっきり告げるが、音ノ羽久恩はただ司生の表情を見つめている。挑戦的な双眸は本当に可愛げがなく、凜はどうしてこんな男を気に入ったのか理解できないのだが。

　しかし、音ノ羽久恩が内ポケットから取り出したものを見て眉を顰めた。

「……Ｓスミス＆アンドＷウエツソン社の超小型式だね。銃じゆうを持ち歩いてるのかい？　物ぶつ騒そうだな」

「《怪盗》なんぞをやってるので、保身のために──それと、何よりも」

　言って、音ノ羽久恩は銃口を司生へ向ける。まさか撃うつとは思えないが、一応警戒はする。司生の銃は残念ながら書しよ斎さいの引き出しの中だ、携帯はしていない。

「私から凜を奪おうとするものは、徹底排除すると誓ちかってるんですよ」

「……へえ」

　音ノ羽久恩は表情も変えず、至いたって冷静なまま司生へ突きつけた銃口を下ろさない。

「……僕がこのまま君と凜を会わせなくしたら、僕を撃つってことかな？」

「伯はく爵しやくだけではないですよ、すべての者を殺しますが」

「……はっ」

　清すが々すがしいほどの断言で、司生は恐怖よりも感心してしまう。

　この男は本物だ。

「狂くるってるね、君がこんなに危険思想の男とは思っていなかったよ。《怪盗》の時には誰一人傷つけることもなかったのに、凜に逢あえないだけで僕を殺すんだ？」

「そんなことと凜を天てん秤びんにかけることこそおかしいですね。窮きゆう鼠そ猫ねこを嚙かむだけですよ」

　平然と答えられてしまうと、なるほど、と納得してしまいそうになるから恐い。

「っ!?　久恩!?　何、危険なもの持ってるんだよ！」

　ようやく気づいた凜が、慌あわてて久恩を止めに入る。銃に手を伸ばす凜へ素直に渡そうとすることからして、その信頼と依存の強さがわかった。

（これはもう……どうしようもないよね）

　──溜息しかつけない。

「……わかった、取りあえず先ほどの言葉は撤回するよ。僕は君の本気を舐なめていた」

　司生が溜息まじりで言えば、音ノ羽久恩は凜へ銃を預けながらも視線を向けてくる。凜は銃の重さに驚いていて、両手で持っていた。いや、銃口はこちらに向けないでくれ、本当に恐い。

「……僕としては、君が凜をおざなりに扱ったり、《怪盗》として目的達成するために利用するわけでなければいいよ」

「そんなこと、微み塵じんも考えたことはない」

　即答だ、そして凜も頷く。

（ああもう、何コレ）

　この信頼感を見てしまうと、本当に二度と会わせたくないのだが。

（……けどまあ、凜もこんなに懐なついているし……引き離すのは至し難なんっぽいよねえ……）

　許すしかない──気がする。本当に、本当に不愉快だが。

　大きなため息をしてから深呼吸をする。質問は、最終確認でもある。

「……凜、君はこの音ノ羽久恩君が自分にとって必要な存在だと思うかい？」

「え？」

　問えば、きょとんとする。しかし、すぐにはっきり頷いた。

「……久恩がいたから、オレは頑がん張ばってこられました。十年間の心の支えは彼です」

「反論できないよねえ……」

　それを言われてしまうと、何もしてやれなかった兄としては溜息しか出ない。

　凜と音ノ羽久恩へ視線を向ければ、二人は互いを見つめ合ってなんだか無言の会話をしている感じがする。男女の恋愛だってこんなに熱くならない。

「……恋愛は所しよ詮せん、損そん得とくが関わっているからね。下した心ごころがある。けれど、友情は純粋対等だ。だから厄やつ介かいなんだよねえ……繫がりをよそから断たつのは難しいんだ」

「……いきなりなんですか？　令れい嬢じようの中に惚ほれた方がいるんですか？」

「違うよ」

　溜息をつきつつの司生へ凜が尋ねるのに、即行で否定する。

　そして、音ノ羽久恩へ右手を差し出した。

「……司生？」

「凜もこう言っているし。君を認めるしかないようだ。……今後も家庭教師として、よき友人として凜の役に立ってくれ。本当に、心の底から不本意だけど」

「──でしょうね」

　即答するが音ノ羽久恩は右手を出さない。むかついたので無理やり摑つかんで握手をした。

「歓迎するよ、僕は利用価値の高い優秀な人間は好きだよ。──あと、この僕を銃で脅きよう迫はくする根性も気に入った。僕からは《怪盗》の正体を警視庁へ通報しないので、せいぜい頑張って捕つかまらないようにしてくれ」

「が、頑張る……っ！」

　こくこくと頷いたのは凜だ。

　肝かん心じんの音ノ羽久恩は無言でいたが、取りあえず否定もなければ握手の拒絶もないので、及第点としよう。

（気に入らない男ではあるけど……）

　退屈はしなさそうだ。それだけは、なかなかの楽しみと言える。
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「入り浸びたりすぎだと思うけど。探偵という職業柄、機密資料もあるんだし」

「だ……っ　大丈夫です！　久く恩おんは口が堅かたいので！」

　──いろいろあった数日後。

　すっかり久恩が司し生きの書しよ斎さいに入り浸ってしまい、本を読みまくっている。それに対して、最初から歓迎していなかった司生はますます機き嫌げんが悪くなった。

「何かあったら手伝いますよ。こう見えて、そこそこの仕事はできる方だと」

「結構だよ、僕と凜りんがいれば解決しない事案なんかないんだから」

「先日の神かみ代しろ子し爵しやくの件では、《怪かい盗とう》に負けたままですが」

「……。怪盗を泳がせている、ということを継続中だよ。実際、正体はわかってるから敗北じゃない。この場合、気を利かせて《怪盗》の方が敗北宣言を新聞社へ連絡すべきだ」

　佐さ久く山やま男だん爵しやく夫ふ人じんには、宝だけはなんとか取り戻した、ということにして本物そっくりの偽にせ物ものを内密で作って渡した。経費も警察へどさくさまぎれの請せい求きゆうをしているので問題はない、と司生は言い張っていた。

　この二人は、凜から見るとそこそこ上う手まくやっている。喧けん嘩かするほど仲が良いのではないか、と密ひそかに凜は思っているが、口に出すと揃って機嫌が悪くなりそうなので黙だまっていた。

　──そんな凜の心の入れ替えは大変だった。

（……黎れい千せん院いん公爵夫妻に改めて挨あい拶さつをして……実は子供であった、という件の詳細を訊きいて、幼おさない時の写真を見せてもらって昔話もしてもらって、奥様が泣いて喜んで……）

　お父様お母様と呼んでほしい、と言われているが、それはまだ難しいので、おいおい慣れていくつもりだ。司生には今まで通りの呼び方でいる、と決めているし。

　実は使用人のみんなも事情を知っていたということにも驚いた。

　こそばゆい……というか、不思議な感覚ではある。

　ずっと、親子を羨うらやましく眺ながめていた過去の自分に、教えてやりたいと思うくらい。

「？　何を笑っているんだい、凜。いいことでもあった？」

「あ……っ、すみません！　いや、ちょっと……思い出し笑い……っ」

「そう？　あ、けど敬語はやめなって。もっと親近感溢あふれた喋しやべり方にしてほしいなあ」

「はあ……」

　それはなかなか難しい。いずれ、できるようになるだろうか？

　しみじみ考えながら茶ちや菓が子しを用意していれば、たたたたたたたたた！　と勢いよく廊ろう下かを走る音の直後、バタン！　と扉とびらが開いた。

「予告が入りましたーっ！！！！」

「えっ!?　もう!?」

「こっ、こんにちは！　伯はく爵しやくに音おとノの羽わ久恩氏！　伯爵の弟の凜君！」

　息せき切って飛び込んできたのは、藤ふじ田た警部補だ。ぜーはー言いながらも、ちゃんと挨拶するのはさすがだが、凜の立場紹介は何なのか。

「こんにちは、お疲れ様ですね。……予告とは《怪盗》のですか？」

　久恩は落ち着いた様子で、藤田警部補に尋たずねている──自分が送ったのだろうに。

「そうですっ！　今け朝さ、警視庁に届けられました！　どうぞ！　大事件です！」

「へええ～……《怪盗》も随ずい分ぶん勤勉だねええええ……鹿ろく鳴めい館かんでの犯罪から三日と空あいてないのにねえええええ……」

　内ポケットからカードを取り出し、はい！　と不機嫌な司生へ差し出しながら藤田警部補が答える。名探偵は久恩を睨にらみつつもそれを受け取った。

「しかもびっくりななんと！　今度は盗むものが具体的に書かれていますっ！」

「え!?　初めてのことじゃないですか？　変な詩文しかなかったのに」

（変なって）

　司生が予告状を見る。そして、文面を読んだ後に微妙な表情になった。なんだろう、と凜は首を傾かしげて久恩を見るが、しれっとした表情で本を読んでいた。

　仕方がないので、藤田警部補へ凜が紅茶を渡しつつ訊く。

「……何を盗むと書かれてるんですか？」

「なんとびっくり！　黎千院家の至し宝ほうらしいですよ！」

　すると興奮して、身振り手振りで教えてくれた。

「えっ!?」

「大変ですよ大事件ですよ！　黎千院家といえば大大名出身の大華族！　資産は莫ばく大だいで財宝秘宝もありまくり！　やっぱり目をつけられたかーっ！　って納なつ得とくですね！　予告状が具体的になったのは、伯爵へ直接対決を申し込む意気込みだからじゃないでしょうかっ！」

「え……で、でも、おかしいですよ、それ……」

　黎千院家には、久恩の求めるものはないはずなのに。

「司生、久お……じゃない、《怪盗》は今度は、何を盗むと予告してるんですか？」

「…………」

　動揺を隠さず慌てて訊けば、司生は何も言わずに予告状を持って立ち上がる。そしてつかつかと窓に寄ると開けてペッと捨ててしまった。

「「あーっ!?」」

　藤田警部補と凜が同時に叫ぶ。テラスに続く窓であったのですぐに出て、凜は予告状を回収した。藤田警部補と並んで司生を非難する。

「な、何をするんですか司生……っ！　駄だ目めですよ、いかに《怪盗》が久お……じゃなくて、えー、これは大切な証拠なんですから！」

「その通りです伯爵！　そもそも伯爵のお宅の至宝が狙ねらわれているんですよっ!?　予告状に書かれた、この『ヒトツジリン』という至宝を！」

「その通りです司生！　『ヒトツジリン』が盗まれたらどうす……って、……は？」

　言っている途中で気づいた。凜は、予告状を見る──確かに、

『レイセンインコウシャクケのシホウ、ヒトツジリンを、ヌスみマス』

　とある。何度か脳のう裏りで復唱をして、そして額ひたいに指を添えて考えた。

「……って……」

　そうしてから、横で茶を飲んでいた久恩を睨む──これは、どういうことだ。

「……『ヒトツジリン』って、何……？」

「凜は自分の名前も知らないのか？」

「やっぱりオレのことだったかああああああ！」

　凜を黎千院家から盗む、という犯行予告だ。そんなことをしてどうするのか。

「えっ!?　これってもしかして凜君のことかい!?　人さらいの人身売買!?　大変だっ！」

「いいえ藤田警部補。《怪盗》は至宝として扱うのでしょうから、生しよう涯がい大切にするのではないでしょうか？」

「そっそうか！　なるほど！　ならばよかった！」

　久恩がしれっと説明をすれば、大おお慌あわてをしていた藤田警部補もホッと安心をする。

「よくないよ……っ!!」

　司生が言うまでもなく、凜も全然よくないと思うが、指摘する気力もない。

　しかし司生の怒りは続いているようだ、予告状を指差し、感情的なまま言い放つ。

「まったく……っ！　凜は『ヒトツジ』ではなく『レイセンイン』なのに！　失礼な！」

「司生……怒るのそこじゃないです……」

　何かが違う──いや、何もかも違う連中ばかりだ。司生はさらに舌打ちをした。

「……確信犯？　……《怪盗》は、何をふざけてるのかなー……！」

「いや、本気だろう。具体的に名前を書いてある。《怪盗》はいつになく盗む気満々なんだろうな」

「あー……」

　あまりにもくだらなすぎる。いつもよりもやけに饒じよう舌ぜつな久恩がまた小こ憎にくたらしい。司生が、久恩を睨みつけながら宣言をした。

「絶対に、邪じや魔ましてやる……！　成功なんかさせない！　受けて立つよ。これは、凜を大事に想っている気持ちが強い方が勝つんだ。……絶対に、負けないから……！」

「その通りです伯爵！　力を合わせて頑がん張ばりましょう！　曳えい曳えい、応おう」

　藤田警部補が同意をして、拳こぶしを振り上げた。

「せいぜい、努力するのを楽しみにしていますよ。言っておきますが、《怪盗》は本気ですよ」

　しかし久恩が不敵に笑んで、挑戦的に宣言をする。これで気づかない藤田警部補はやはりすごいというか──とにかく。

（《怪盗》の正体を知ったら、藤田警部補は倒れるんじゃ……）

　心の底から心配になる。ともかく。




　──大切にされていることが実感できる。それがかなり嬉うれしいのは、事実である。





終























あとがき






　お手にとっていただきありがとうございました。久しぶりな新作です。

　明治時代の泥棒……。出版社は倒産して本は廃版になっていますが、遙はるか昔に怪かい盗とうの小説を書いてまして、内容は違いますが今回、人物背景を大ざっぱになぞりました。ただ、あちらが不完全で話も途中だったので、今回、全部直して設定も変えて、一応自分が思っていた終わりまで書けて嬉うれしかったです。

　今回は、シリーズの外伝と同時発売ということで、自分的に、テーマ（というほど立派なものではないのですが……汗）の連動を狙ねらってみました。

「思い出」「贈り物」。あとは、闇やみ皇こうというシリーズにも通じてますが、「家族」が。

　今回も、伊い藤とう明あき十と先生から美くて素敵な挿絵をいただけました…！　ありがとうございます！　あんまり嬉しかったので、ウキウキで組ませてもらっている闇皇シリーズの人物も、こそっと出してみたり……。なかなか書けていない彼らの普段の仕事をさせてみました。

　完全読み切り前提だったのですが、イラストが素敵で、今は続きも書いてみたいなーと思うようにもなっています。もし出ていたら、よろしくお願いします……！
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金沢有倖

Ariko Kanazawa




明治時代・文明開化の東京……。










イラスト

伊藤明十

Akito Ito




探偵燃え・・！　怪盗燃え・・！

藤田警部補萌え・・・！！！

アホ可愛すぎる・・！
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